
提 供 日 2024/12/17

タイトル 第39期第1回静岡県社会教育委員会の開催

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

第39期第１回静岡県社会教育委員会の開催

　第39期第１回静岡県社会教育委員会を開催し、諮問題「つながる主体・つながる学び～社会教育人材の果たす役割～」について、２年間
の任期で全12回の協議を行います。

１　第39期静岡県社会教育委員会
(1) 諮問題「つながる主体・つながる学び～社会教育人材の果たす役割～」

(2) 任期及び各委員
令和６年11月から令和８年10月までの２年間

　　
　　委員名・職名（50音順）

宇賀田　栄次　静岡大学学生支援センター教授
佐藤　学　　　静岡新聞社編集局次長兼論説副委員長兼編集委員
鈴木　一行　　牧之原市社会教育委員長
田中　邦子　　静岡市教育委員会教育局中央図書館参事兼藁科図書館長
西村　智子　　県立磐田西高等学校長
福島　潤子　　富士市立天間小学校長
松田　直子　　NPO法人e-Lunch理事長
松永　由弥子　静岡産業大学スポーツ科学部教授
松本　亜泉　　御前崎市教育委員会社会教育課生涯学習係長（社会教育主事）
三ツ石　純子　裾野市立南小学校CSディレクター、スクールコーディネーター
宮下　修一　　静岡県ＰＴＡ連絡協議会長
渡邉　靖乃　　株式会社ネットマン社会教育部長

２　第１回静岡県社会教育委員会の開催
(1) 日時

令和６年12月19日（木）午後２時30分～午後４時30分

(2) 場所
県庁西館８階　教育委員会議室

「有徳の人づくり」を進めています。 
   静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/12/17

タイトル ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：富岳
館高校）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：富岳館高校）

＜富岳館高校の企画＞
　〇場所：富士宮市総合福祉会館２階　安藤記念ホール（住所：富士宮市宮原７－１）
　〇日時：令和６年12月24日（火）13時00分〜15時00分
　〇内容：「大人がこどもになってみる」体験でこどもの視点を理解し、子育て支援の一助とする

＜ドリーム・プロジェクトとは＞
（趣旨）
　変化の激しい予測困難な現代において、 生徒 が 望 む 企画 を 生徒 の 手 で 立案 ・ 運営する経験をとおして自主性、自己肯定感、協調性及びリーダーシッ
プを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育成します。
（対象）
　原則として静岡県立高校及び特別支援学校高等部に在籍する生徒
（業務内容）

・ 高校生 が 主体 となり 、 生徒自 らが 講演会 やワークショップ 等 を 企画 ・ 運営
・テーマ設定、内容の検討、講師選定及び調整、会場等の確保、広報や集客に関する業務

＜参考：ドリーム・プロジェクト2024　企画一覧（10校11企画）＞
番号 学校名 開催日 タイトル 内容 概要

1 御殿場南高校 ・9/8(日)
・10/26(土)
・11/9(土)

無限の可能性の追求～パフォーマンス
向上のために～

講座
講習

「走りの学校」を講師に招き、走る動作の実演及び講演を通じて
パフォーマンス向上のヒントを得る。

2 焼津中央高校 9/19(木) ピリオノイドで体験！？
〜生理の痛みを知ろう〜

講座
講習

生理痛の疑似体験を通して多くの人が生理の痛みを理解し、他
人の感じる痛みに寄り添える人を増やす。

3 沼津特別支援
学校愛鷹分校

10/26(土) 愛鷹BK　パワーup　大作戦！！ イベント 動画編集のインスタグラマーやユーチューバーによる学校紹介
や、ハンドメイド作家による製品開発の講義・実演。

4 伊豆中央高校 11/4（月・祝） 地域とのきずなを深めよう～伊豆中央高
校ハロウィンパーティー～

イベント 地元のお店と協力し、地域の小中学生や住民も参加できるハロ
ウィンイベントの開催を通じて地域活性化を図る。

5 静岡城北高校 11/10(日) ギャル式ブレストで静岡の未来を考える 講座
講習

ギャル式ブレストを通して、気軽に意見を出し合うスキル、自己
肯定感の上げ方やモチベーションの保ち方を学ぶ。

6 富士宮東高校 11/10(日) パレスチナを知ろう!!!　in 富士宮東高校 イベント パレスチナ出身の方との文化交流やトークイベントを開催する。
募金活動を行い、パレスチナへ寄付する。

7 ふじのくに国際
高校（定時制）

11/16(土) Way to Dream（生徒一人ひとりが夢を実
現できる高校）

イベント 地域や企業等と協力して「Way to Dream」を企画・運営し、生徒
が制作した学校紹介動画を上映し学校の魅力を伝える。

8 静岡商業高校 11/24(日) 静商と一緒に静岡のプロスポーツチーム
を応援しよう

イベント 県内のプロスポーツチームの選手による実演と競技指導を通
じ、スポーツの魅力の再発見や地域活性化に繋げる。

9 磐田南高校
（定時制）

11/30(土) 外国籍の定時制高校生から地域社会へ
の恩返し

講座
講習

バスケットボール元日本代表ヘッドコーチを講師として招き、地
域のバスケットボールの競技レベルを向上させる。

10 静岡商業高校 12/19(木) グラフィックの未来 講演会 生徒が作成した学校のキャラクターをクリエイターと共に3D、
Live2D化し、パネルディスカッション等を行う。

11 富岳館高校 12/24(火) 「こどもの視点教室」を体験しよう 講座
講習

(株)電通「こどもの視点ラボ」の「こどもの視点教室」を開催し、ラ
ボによる研究内容の講演やこどもの視点を体感する。

＜問い合わせ先＞　富岳館高校（0544-27-3205）までご連絡ください



提 供 日 2024/12/17

タイトル 訴訟委任契約等に係る支出に関する住民監査請求の監
査結果

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2927

（要旨）
令和６年10月17日に受け付けた「訴訟委任契約等に係る支出」に関する住民監査請求について、監査を実施した結果、一部を棄却、一部を却下す

ることを決定し、12月16日に請求人に通知した。

（概要）
１　件名　　

訴訟委任契約等に係る支出に関する住民監査請求

２　請求人　
浜松市中央区雄踏町宇布見5211-1　星野　光央（ほしの　みつお）

３　監査対象機関
静岡県経営管理部法務課
静岡県経営管理部資産経営課
静岡県出納局集中化推進課

４　請求の要旨
だれが。（県の執行機関又は職員）：

静岡県経営管理部財務局資産経営課及び法務課
※顧問弁護士の選定には、法務課も関わっている。また、法務課は訴訟が提起された場合には、全ての文書を受け取っており、この度の問題ある文
書に気づくことは、十分にできた。法務課も文書の検証をしなければならない立場に違いない。

いつ、どのような財務会計行為を行ったのか。：
令和６年２月16日
金　407,000円
訴訟委任契約に基づく報酬額を支出した。
その前提として、顧問契約が存在する。顧問契約は、年間1,430,000円である。令和６年４月、令和５年10月に半金ずつ支払われている。

　
その行為は、どのような理由で違法又は不当なのか。：

原告が、口頭弁論という裁判長も立ち会う場で、謝罪し、訂正し、文書まで提出した内容について、それをそのまま、訂正前のものを持ち出して、文
書を作成し、裁判において提出した。その行為が、とても専門職業家として期待される業務には及ばず、契約の不履行であり、違法及び不当である。現
時点（令和６年10月17日）においても、この文書が訂正された事実は存在しない。

また、顧問契約も、正当な手続きや適正な評価の上で、顧問契約が結ばれたのか、疑念を抱かざるを得ない。支出が違法及び不当である。
算定された報酬額そのものについては、違法ではないと考えている。

その行為により、どのような損害が県に生じているのか。：
支払った金が、最小の経費で最大の効果を発揮していない。訂正が必要ならば、正されなければならない等、弁護士ができないとすれば、裁判も不

利になる。無駄よりもひどい金の支出となった。静岡県にとっての損害である。
裁判長の心証を害し、裁判が不利に進行させ、静岡県に損害を与えた

どのような措置を請求するのか。：
静岡県の顧問弁護士や案件ごとの弁護士との契約を見直すこと。
顧問弁護士の選定方法を見直すこと。
契約した弁護士が、適法に、適切に業務を遂行しているか、審査、評価、検証する仕組みを作ること。
弁護士が多数存在する中で、有能な弁護士が、静岡県の顧問弁護士に成りたがらないとするなら、その理由は何なのか、その原因を特定し、解決す

ることは、静岡県にのみ課せられた使命であり、その使命を果たすこと。
上記において、前例踏襲を排すること。

５　監査結果
　本件措置請求のうち訴訟委任契約に係る請求については、県には「違法又は不当な公金の支出」は存在しないので、請求人の主張に理由があると認
めることはできず棄却し、顧問契約に係る請求については、地方自治法第242条第１項に定める要件を満たさないため、地方自治法第242条に定める住
民監査請求として不適法であり却下する。



提 供 日 2024/12/17

タイトル 令和６年度　第１回静岡県都市公園外部評価委員会を
開催します

担　　当 交通基盤部 都市局公園緑地課

連 絡 先 都市公園管理班

TEL 054-221-3495

　令和６年度第１回静岡県都市公園外部評価委員会を、下記のとおり開催します。
　なお、会議は公開で開催しますので、傍聴を希望される方は、委員会の開始時刻までに会場内受付で手続をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時　　令和６年12月23日（月）午後２時から午後４時まで

２　場　所　　静岡県庁別館20階　第１会議室Ｂ会議室
　　　　　　　（静岡市葵区追手町９－６）

３　議　題　　令和６年度　県営都市公園外部評価の二次評価の進め方について
　　　　　　　・指定管理者が実施した改善措置（県からの報告）
　　　　　　　・県が実施した一次評価の結果（県からの報告）
　　　　　　　・外部評価委員が実施する外部評価（二次評価）の実施スケジュール等

４　備　考　　

（１）静岡県都市公園外部評価委員会について
　県では、指定管理者による県営都市公園の管理運営について、指定管理者の取組が、「県営都市公園経営基本計画」に定めた７公園の設置
目的や機能の達成にどの程度貢献しているかを客観的に評価する場として、有識者による外部評価委員会を設置しています。
　　　　　　　
（２）評価結果について
　今回の静岡県都市公園外部評価委員会は、評価委員に対して二次評価の依頼をするものであり、評価結果は、令和７年３月に開催を予定し
ている、第２回静岡県都市公園外部評価委員会において示されます。
　　　　　　　
（３）静岡県都市公園外部評価委員について
　構成員は下記のとおりです。（敬称略・委員は五十音順）

役　職 氏　名 現職又は役職
委員長 黒田 宏治 静岡文化芸術大学　名誉教授
委　員 牛塲 智 静岡大学 地域創造学環　教授
委　員 五木田　玲子 (公財)日本交通公社　上席主任研究員
委　員 清水　裕子 大阪公立大学 特別研究員
委　員 中川原　史恵 公益財団法人品川文化振興事業団　理事長
委　員 中西　健一郎 静岡産業大学　スポーツ科学部　教授
委　員 眞野　匡雄 静岡県中小企業団体中央会　理事(常任)



提 供 日 2024/12/17

タイトル 令和６年度知事功労別表彰式（保健衛生功労）の開催

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 母子保健班

TEL 054-221-2993

令和６年度

知事功労別表彰式（保健衛生功労）
を開催します。

１　概要

　　　県では毎年、地域の母子保健事業並びに家族計画事業の推進に長年尽力した者を対象に、知事功労別表彰（保健衛生功労）を行っています。

　　　この度、令和６年度の受賞者を決定したので、健康福祉部長から表彰状を授与します。

２　受賞者と主な功績

受賞者 リプロダクティブヘルス研究会（理事長　宇田　公美子　氏）

主な功績

・地域の助産師で構成され、思春期特有の悩みや不安を解決するため、学校での性教
育の実施や県が設置する思春期健康相談室において、大学生であるピアカウンセラー
と共に、年間3,000～4,000件を超える電話相談に対応している。
・平成11年４月に発足し、平成16年からは「特定非営利活動法人リプロダクティブヘル
ス研究会」として現在に至るまで25年にわたり活動を行っており、その活動は先進的な
都道府県における健康支援取り組み好事例集（平成29年厚生労働省科学研究費助成
金の研究）にも紹介され、過去に６年間、アフリカ・南太平洋４カ国が参加するジョイセフ
の視察研修の受け入れを行っているなど、全国でも注目されている。

３　選考基準等

基準

成育過程にある者の心身の健やかな成育並びに妊産婦の健康の保持及び増進に寄
与する取組に長年携わり、地域社会全体でこどもの健やかな成長を見守り育む地域づ
くりに貢献している個人及び団体。ただし、個人の場合は２０年以上、団体の場合は１０
年以上、継続して携わっていること。

被表彰者数 １名（団体）以内

４　表彰式

日時 12月19日（木）午後２時25分～午後２時40分

会場 県庁別館20階第一会議室Ｃ



提 供 日 2024/12/17

タイトル 令和６年度　第２回静岡県こども・若者施策推進協議
会を開催します

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2608

令和６年度　第２回
静岡県こども・若者施策推進協議会を開催します

～計画名称・素案について審議～

本県のこども・若者施策を一体的に推進していくため、本年度「（仮称）静岡県こども計画」の策定を進めています。このたび
静岡県こども・若者施策推進協議会の第２回会議を開催し、計画名称や素案について御審議いただきます。

（概要）
１　日時
　　令和６年12月18日（水）午前10時00分から正午まで（予定）

２　場所
　　静岡県庁別館８階第１会議室Ａ・Ｂ

３　議事
　　（１）計画名称について
　 （２）幼児期の教育・保育と放課後児童クラブの需給計画について
　 （３）「しずおかこども幸せプラン」（素案）について
　 （４）こども・若者の意見を聴く取組の実施結果及びフィードバックについて

４　委員（20名）
　　医療・保健、福祉、教育、雇用、こども・若者の社会参画、健全育成、
　　若者当事者、多文化共生、男女共同参画の分野の代表者及び学識経験者等

委員氏名 所属団体・職名
深澤　洋幸 静岡県医師会　理事

白井　千晶 静岡大学人文社会科学部　教授　

土山　雅之 静岡県保育連合会　会長　　　　　

吉川　慶子 静岡県保育士会　会長
　永倉　みゆき　 静岡県立大学短期大学部こども学科　特任教授

種田　賢二 静岡県児童養護施設協議会　（芙蓉会ひまわり園園長）

岩倉　陸弘 静岡県民生委員児童委員協議会　会長

千葉　一道 静岡県私立幼稚園振興協会　理事長　　　

福井　孝子 静岡県校長会　（大仁北小学校 校長）

貝瀬　佳章 静岡県高等学校長協会　（藤枝北高等学校 校長）

溝口　玲子 静岡県PTA連絡協議会　副会長

鈴木　良則 静岡県経営者協会　専務理事

石塚　力朗 日本労働組合総連合会静岡県連合会　
ジェンダー平等・多様性推進局長

恒友　仁 静岡経済研究所　専務理事

土肥　潤也 NPO法人わかもののまち　代表理事

鈴木　恵子 静岡県青少年育成会議　副会長

工藤　弥生 静岡大学教育学部　学生

髙山　優樹 静岡大学人文社会科学部　学生　（こどもまんなか静岡　代表）

加山　勤子 静岡県国際交流協会　事務局長

國井　良子 静岡県男女共同参画センター交流会議　副代表理事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）



提 供 日 2024/12/17

タイトル 全日本吹奏楽コンクールにおいて金賞を受賞した静岡
大学吹奏楽団が森副知事を表敬訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 政策調整班　金森

TEL 054-221-2587

全日本吹奏楽コンクールにおいて金賞を受賞した

静岡大学吹奏楽団が森副知事を表敬訪問します！

　
１　要旨

10月に開催された第72回全日本吹奏楽コンクール大学部門において、静岡大学吹奏楽団が金賞を受賞しました。同楽団にとって
本受賞は初の快挙であり、国立大学による金賞受賞は21年ぶりです。

１　日　時　　　令和６年12月20日（金）　15時30分から16時00分まで
２　会　場　　　森副知事室（県庁東館５階）
３　県側出席者　森　貴志　静岡県副知事
４　訪問者　　 【静岡大学吹奏楽団】
　　　　　　　　団長　　吉田 厚輝（よしだ　あつき）氏　（学部４年）　
　　　　　　　　副団長　沼崎 沙耶（ぬまざき　さや）氏　（学部３年）
　　　　　　　　顧問　　河合 真吾（かわい　しんご）氏　（農学部教授）
５　次　第　　　（１）受賞者（来訪者）紹介
　　　　　　　　（２）副知事挨拶
　　　　　　　　（３）代表者挨拶（受賞報告）
　　　　　　　　（４）歓談
　　　　　　　　（５）記念写真撮影
６　問合せ先
　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課
　　TEL：054-221-2587　FAX：054-221-2827　メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

（参考）大会概要
大会名 第72回全日本吹奏楽コンクール(大学の部）
開催日 令和６年10月26日(土)
開催地 札幌コンサートホールKitara
参加数 大学の部147校
概　要 全日本吹奏楽コンクールは、昭和15年より開催されている、アマチュ

ア吹奏楽団体を対象とした音楽コンクールである。全国大会は中学生
の部から職場・一般の部まで４部門に分かれている。

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/17

タイトル イオンモール浜松市野において、交通安全啓発活動を
実施します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～
イオンモール浜松市野において、
交通安全啓発活動を実施します

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、年末の交通安全県民運動にあわせ、関係機関と連携した交通安全啓発活動を下記の
とおり実施します。

１ 実施日時

   令和６年１２月２４日（火）午前１０時３０分からおおむね１時間

２ 実施場所

   イオンモール浜松市野１階サウスコート（浜松市中央区天王町字諏訪１９８１－３）

３ 参加者（予定）

 ・　静岡県くらし交通安全課

 ・　静岡県警察本部交通部交通企画課

 ・　浜松東警察署

 ・　静岡県交通安全協会浜松東地区支部

                                                                            計１０人程度

４ 活動内容

 ・　マスコットキャラクターによるグリーティング

 ・　啓発品（反射材等）の配布

 ・　ヘルメット展示コーナー

５ その他

 ・　取材を希望する際は、前日までに標記担当にご連絡ください。

 ・　荒天（大雨警報等）の場合は中止とします（前日までに県ホームページの「記者提供資料」欄で発表します）。



提 供 日 2024/12/17

タイトル 災害時の船による海上輸送等の支援業務に関する協定
を締結

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-3593

～災害時の船による海上輸送等の支援業務に関する協定を締結します～

１　概　要
　○静岡県と独立行政法人海技教育機構国立清水海上技術短期大学校は、「災害時の輸送等の支援業務に関する協定書」を締結し
ます。
　○この協定を締結することにより、令和５年に就航した校内練習船「かざはや」を活用し、大規模災害時に被災者や物資の輸送
等を行うことが可能となります。

２　協定締結式
　○日　時　令和６年12月25日（水）午後２時00分～午後２時25分
　○場　所　静岡県庁別館５階　危機管理センター東
　○署名人　独立行政法人海技教育機構
　　　　　　　国立清水海上技術短期大学校校長　　宮野 将之（みやの まさゆき）
　　　　　　静岡県危機管理部長　　　　　　　　　酒井 浩行（さかい ひろゆき）

３　協定の概要
　県は大規模災害時に国立清水海上技術短期大学校に対し、以下の業務を要請できる。
　（１）被災者（滞留者を含む）の輸送業務
　（２）災害救助に必要な食料品、生活必需品等の輸送業務
　（３）災害応急対策に必要な要員、資機材等の輸送業務
　（４）災害応急対策に必要な通信設備（無線電話装置、衛星電話等）、衛生設備（水洗トイレ）、給水設備（清水タンク）、発
電設備（発電機）の貸与業務
　（５）その他船舶による支援業務

４　港内練習船「かざはや」の概要
竣工 令和５年３月 総トン数 56トン
出力 590kW(802PS) 全長 19.92ｍ
型幅 6.0ｍ 定員 50人

５　協定締結先の概要
　国立清水海上技術短期大学校は、日本最大の船員教育機関である海技教育機構（JMETS）が静岡県静岡市に置く２年制の短期大
学校であり、船員になるために必要な海技資格を取得するための専門教育を行っている。



提 供 日 2024/12/17

タイトル 富士山火山まちあるきイベント「（仮称）ぶらり富士
山火山防災さんぽ」を開催します

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

富士山火山まちあるきイベント
「（仮称）ぶらり富士山火山防災さんぽ」を開催します

　小学生から高校生を対象に、再現実験やフィールドワーク等により火山防災について学ぶイベントを開催します。
　本イベントでは、富士山世界遺産センター小林教授と特定非営利活動法人ホールアース自然学校の協力を得て、火山災害につい
てわかりやすく解説いただきます。
　是非ご参加ください。
１　日時・対象者

開催日 時　間 対象者
令和７年２月８日（土） ９時30分〜15時30分 高校生

令和７年２月15日（土） ９時30分〜15時30分
小学校５年生～中学生

（保護者同伴）

令和７年２月22日（土） ９時30分〜15時30分 小学校５年生～中学生
（保護者同伴）

２　場　所
　富士山世界遺産センターほか富士宮市内
　（静岡県富士宮市宮町5-12 ほか）

３　定　員
　各20名程度

４　内　容
　講義や噴火の再現実験とともに、富士宮市内に残る富士山噴火の痕跡をめぐり、火山としての富士山の一面について、楽しく学
びます。

５　講　師
　富士山火山防災対策協議会火山専門家・富士山世界遺産センター　小林　淳教授
　特定非営利活動法人ホールアース自然学校　津田　和英氏

６　参加料
　無料（保護者のみ富士山世界遺産センター入場料　300円）

７　申　込
　各イベント開催日前日のＡＭ９時までに県のホームページよりお申し込みください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1068101.html
　

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1068101.html


提 供 日 2024/12/17

タイトル 日本酒市場が拡大する台湾で静岡県の地酒をPR 2024年
国際酒類プロモーションに出展

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

日本酒市場が拡大する台湾で静岡県の地酒をPR

2024年国際酒類プロモーションに出展

　静岡県台湾事務所（以下、「当事務所」）が、12月12 日（木）に台北市内で行われた酒類の見本市「2024年國際酒類產品貿易推廣會（2024

年国際酒類プロモーション）」に参加し、静岡県の地酒のPRを行いました。

　台湾企業約6,500社が加盟する「台北市進出口商業同業公会（IEAT）」が主催した今回の展示会には、約70の団体が参加し、世界各地の

600種類以上の酒類が出品されました。

当事務所では、県産食品の販路拡大のため台湾に配置している輸出・販路開拓のアドバイザーの「ふじのくに通商エキスパート」である丸

虎国際顧問有限公司および日本酒専門の販売代理店である久利酒造と連携し、久利酒造が台湾で販売している「磯自慢」と「初亀」をPRしま

した。また、（公財）日本台湾交流協会台北事務所の協力を得て、来場者へ配付するための商品紹介カードを作成し、商品酒の特徴や魅力

が来場者に伝わるようにしました。香り豊かな本県の日本酒は、来場者から好評を博していました。

このほか、他県のブースでも、本県産の抹茶を原料としたリキュールが提供されており、多くの人の関心を集めていました。

　通商エキスパートは、台湾で開催される食品展等における県産品のPRのほか、台湾へ県産食品の販路開拓をお考えの県内事業者からの

御相談等に随時対応しています。当事務所では今後も、通商エキスパートと連携して台湾各地において静岡県産食品の魅力をPRし、県産

食品の輸出拡大や静岡県の認知度向上を目指してまいります。

（別添に写真掲載）

●メディアの方向けに、当日の写真を提供させていただきます。
御希望の場合は、会社名・お名前・連絡先を以下までお知らせください。

　　・問合せ先：静岡県台湾事務所　市川、増田　
・メール：shizuoka.tw@gmail.com　電話番号：+886-2-2508-1515

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2024/12/17

タイトル 静岡県台湾事務所　フォロワー137万人の台湾人
YouTuberを招請「静岡の美酒・美食」をテーマに本県
をPR

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所　フォロワー137万人の台湾人YouTuberを招請

「静岡の美酒・美食」をテーマに本県をPR

静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）は、３市１町広域観光連携協議会（島田市、焼津市、藤枝市、川根本町）と連携し、12月19日（木）～
22日（日）に台湾人のグルメ系YouTuberを本県に招請します。

12月５日にUNESCOの無形文化遺産に登録された「日本の伝統的酒造り」を行う酒蔵やクラフトビール工場の見学、台湾でも人気が高いう
なぎ料理の実食などを通じて、「静岡の美酒・美食」を台湾にPRします。ぜひ取材をお願いします。

（１）日　時：2024年12月19日（木）～2024年12月22日（日）
（２）招請者：JAMES（台湾人YouTuber、シェフ、番組司会者）
                https://www.youtube.com/@chef_jamestw（フォロワー137万人）
（３）行　程：以下のとおり（※　状況により変更となる場合がございます）

日時 訪問先
12月19日（木） 午後 移動（台湾→名古屋）

午前 （焼津市）磯自慢酒造、（藤枝市）しげもと
（焼津市）ととや新兵衛

12月20日（金）

午後 （焼津市）ととゆ、サスエ前田魚店、マルハチ村松浜通り店、足平
蒲鉾　

午前 （藤枝市）玉露の里12月21日（土）
午後 （川根本町）三ツ星村、あけぼの
午前 （島田市）龍月堂、清水屋、193 VALLEY BREWING12月22日（日）
午後 （島田市）神座のみかん、（浜松市）山本亭

移動（名古屋→台湾）

（４）当日の取材：
　・「貴社名、取材者名、当日の連絡先（電話およびメール）、取材希望箇所」を12 月18 日 （ 水 ）17 時 までに、以下へお知らせください。
　　　　静岡県台湾事務所 市川、増田
         メールアドレス:shizuoka.tw@gmail.com　電話番号:+886-2-2508-1515　
　・弊所から、「取材先への訪問予定時刻、当日の連絡先」を御連絡します。
　・行程または取材先への訪問予定時刻が変更となった場合、速やかに御連絡いたします。
　・事業実施後の素材提供を御希望の場合にもお気軽に御連絡ください。

当事務所では今後も、様々な機関と連携し、本県のPRを実施してまいります。

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.youtube.com/
mailto:shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2024/12/17

タイトル 令和５年学校保健統計調査（確報）静岡県の概要
～本県の児童等の身長・体重は多くの年齢で全国平均
を下回る～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/12/18

タイトル 【募集開始】【先輩が語る！先輩と話せる！】
静岡県庁　仕事スタディツアー［オンライン］！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

【先輩が語る！先輩と話せる！】
静岡県庁　仕事スタディツアー［オンライン］

― 静岡県の未来を創る 静岡未来クリエイター を募集します！ ―

　静岡県人事委員会事務局は、県職員採用試験の受験を検討している学生等を対象に、先輩職員とのフリートーク等を通じて、県職員の仕
事の内容やその魅力・やりがいを紹介する「静岡県庁　仕事スタディツアー」を開催します。

１　開催日程及び職種
　令和７年２月７日（金）～17日（月）　計６日間　定員：なし
開催日 職種

2/7（金） 午後 水産 心理・児童福祉

2/10（月） 午後 行政（知事直轄組織、くらし・環境部、教育委員会）

午前 行政（危機管理部、スポーツ・文化観光部、交通基盤部）2/12（水）

午後 行政（経営管理部、健康福祉部、経済産業部）

午前 土木 建築 林業2/13（木）

午後 農業土木 薬剤師 電気・機械

2/14（金） 午後 農業 保健師

午前 小中学校事務 警察行政2/17（月）

午後 獣医師

２　対象者
　　静岡県職員の仕事に関心があり、県職員採用試験の受験を検討している学生等

３　定員
　　なし（申込者全員が参加できます。）

４　実施方法
　　オンライン（Zoom）

５　開催内容
　・県職員の業務等の説明
　・採用試験の説明
　・若手職員座談会（行政のみ）
　・先輩職員とのフリートーク

６　申込受付期間
　　令和６年12月18日（水）から令和７年１月28日（火）17時まで

７　申込方法
　　ふじのくに電子申請サービス（パソコン・スマートフォン）によりお申込みください。

　　静岡県職員採用情報ホームページからアクセスできます。
　　ホームページ：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html
　　当日の参加ＵＲＬ等は、令和７年２月３日（月）に申込者全員に通知します。

８　その他
　　このイベントは、選考活動とは一切関係ありません。参加不参加は、採用試験の合否に一切関係ありません。

９　問合せ先
　　静岡県人事委員会事務局職員課（054-221-2275）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html


提 供 日 2024/12/18

タイトル 令和６年度親子インフラツーリズムを実施します ～富
士インフラ体感ツアー～ 

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業課建設業班

TEL 054-221-3058

令和６年度親⼦インフラツーリズムを実施します ︕        
     〜富⼠インフラ体感ツアー〜 

   県では、⼩学⽣とその保護者の⽅にインフラ整備や建設産業に興味を持ってもらうため、「親⼦インフラツーリズム（※）」を
開催しています。
今回は、「富⼠山かぐや姫ミュージアム」、「富⼠川橋」、「富⼠川かりがね橋」及び「大沢川遊砂地工」を巡るインフラ体感ツ
アーを開催します。 
新旧２つの橋を⽐較しながら橋の技術と歴史を学んだり、日本最大級の砂防施設を⾒学しましょう︕学芸員による歴史解説等もあ
ります。
※インフラツーリズムとは、インフラ施設や建設工事の様⼦を⾒学するツアーです。 

１ 開催日時
  令和６年12月25日（⽔）午前９時〜午後５時
２ 対象者
  県内在住の⼩学⽣とその保護者3７名（申込みは締め切りました。）
３ 集合・解散場所
  ＪＲ富⼠駅 南口
４ 内容 

時間 場所 内容
９︓00 富⼠駅南口 出発
９︓20〜10︓00 富⼠山

かぐや姫ミュージアム
富⼠山かぐや姫ミュージアム学芸員による
富⼠川周辺の歴史解説を受けながら、館内
展示物を⾒学します。

10︓25〜1１︓40 富⼠川橋
富⼠川かりがね橋

富⼠土木事務所職員の解説を受けながら、
富⼠川橋及び富⼠川かりがね橋を⾒学しま
す。

14︓10〜15︓10 大沢川遊砂地工⾒学 国内最大級の砂防施設である大沢川扇状地
砂防施設を⾒学します。

17︓00 富⼠駅南口 帰着

５ その他注意事項
 ・当日、取材いただける場合は、12月24日（⽕）午後５時までに上記、建設業課へ御連絡ください。



提 供 日 2024/12/18

タイトル 【参加事業者募集】スーパーマーケット「北野エー
ス」様との商談会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【参加事業者募集】

スーパーマーケット「北野エース」様との商談会を開催します︕

（要　旨）

静岡県では、県産品の販路開拓事業に取り組んでいます。
このたび、本県農林水産物の加工事業者を対象に、北野エース(株式会社エース)様との商談会を開催するため、参加事業者を募集していま
す。

２　概要

（１）募集期限　令和７年1月６日（月）正午まで

（２）申込み先　下記URLより申込み

　　　　　　　　　　https://x.gd/k4nKM

　　※申込みには、事前に「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」への商品登録が必要です。

（３）商 談 先　  北野エース(株式会社エース)

　　　　　　　　　（日配品、加工食品、菓子・生菓子、飲料、酒の分野が対象）

（４）商 談 日　 令和７年1月17日（金）

（５）場　　所　  静岡市内予定

（６）参加費用　無料（商談会に係るサンプル代等については参加事業者にて負担）

（７）問合せ先　オンラインカタログ運営事務局（株式会社ビビッドガーデン）

　　　　　　　　   担当：山村

　　　　　　　　   電話番号：03-4405-1222

　　　　　　　　   メールアドレス：municipality@vivid-garden.co.jp

３　今後の予定
令和７年1月10日    （金） 頃  商談対象事業者の決定
令和７年1月17日 　（金）  商談会の開催

https://x.gd/k4nKM
mailto:municipality@vivid-garden.co.jp


提 供 日 2024/12/18

タイトル スタートアップ支援ネットワーク「ふじのくに“ＳＥ
Ａｓ”Startup Forum in  浜松市」の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609



提 供 日 2024/12/18

タイトル 医学部を目指す高校生へ受験対策講義等を行いま
す！～冬期フォローアップセミナー～

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

令和６年度こころざし育成セミナー 冬期フォローアップセミナーの開催
医学部を目指す高校生へ向けて、医学部受験対策講義等を行います！

　

　令和６年12月24日（火）～12月26日（木）の３日間、医学部進学を目指す高校生を対象とした大手進学塾講師による医学部受験
対策講義等のセミナーを開催します。
　本セミナーでは、静岡県医学修学研修資金制度の説明や静岡県地域枠を設置している地域枠大学による大学紹介ガイダンスも行
います。
　県内高校生の医学部進学者数は増加傾向にあるものの、人口規模から想定される進学者数と比べて少ないことが課題となってお
り、平成24年度から本セミナーを開始し、これまでに1,061人が参加しています。
　

＜概要＞

実施日 会場 地域枠ガイダンス
参加

予定者数

12月24日（火） 沼津
プラサヴェルデ402会議室

(沼津市大手町1-1-4)

川崎医科大学
東海大学
浜松医科大学（web）

21名

12月25日（水） 静岡
グランシップ910会議室
(静岡市駿河区東静岡

2丁目3-1)

近畿大学
昭和大学
順天堂大学（web）

25名

12月26日（木） 浜松
アクトシティ43・44会議室
　(浜松市中央区板屋町　
　　　　　111-1)

日本大学
関西医科大学
日本医科大学

12名

合計 58名

＜当日スケジュール＞

時間 科目 説明者

10：00～16：20 医学部受験対策講義（小論文・数学・英語）
医学部進学情報ガイダンス 学校法人河合塾

16：30～16：40 医学修学研修資金制度説明 静岡県地域医療課

16：40～ 地域枠設置大学ガイダンス（１大学15分） 地域枠設置大学

＜参考： 令和５ 年度開催写真＞   ＜参考： 県内高校卒業生の医学部進学状況※＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※出典：『高等学校等卒業者の卒業後の状況調査』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（静岡県教育委員会教育政策課）



提 供 日 2024/12/18

タイトル 静岡県労働金庫が県内のこども食堂を通じて、こども
たちにクリスマスプレゼントを寄贈

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

静岡県労働金庫が県内のこども 食堂を 通じて、

こども たちにクリスマスプレゼントを 寄贈

１　概要

　静岡県労働金庫から県内のこども食堂を通じて、こどもたちにクリスマスプレゼントが寄贈されます。

本取組は、令和２年度から実施され、今回で５回目の寄贈となります。

ついては、贈呈式において、寄贈先のこども食堂を代表して、下記団体にプレゼントが贈られます。

２　寄贈先

　県内のこども食堂１４２か所

３　寄贈品

　お菓子詰め合わせ（県内１１か所の社会福祉施設で作られたもの）

４　受渡方法

　最寄りの静岡県労働金庫本支店にてお受渡し

５　贈呈式

(1)日時

　令和６年12月19日(木)　午前10時から（予定所要時間：30分）

(2)場所

　静岡県勤労者総合会館 ２階 労金研修センター B研修室　（静岡市葵区黒金町5-1）

(3)贈呈先

　こども食堂 「いこっか食堂」（静岡市清水区）

(4)出席者

　・こども食堂 「いこっか食堂」

　　特定非営利活動法人　共育庵そなあれ　　　　　　副理事長　伊藤　美紀　様

　・静岡県労働金庫　　　　　　　 　　　　 　　　 　　　　　理事長　増田 泰孝 様

　・静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課   課長　村松　規雄



提 供 日 2024/12/18

タイトル 【追加】【取材依頼】「第103回全国高等学校サッカー
選手権大会」に出場する静岡学園高等学校が知事を表
敬訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

「第103回全国高等学校サッカー選手権大会」に出場する

静岡学園高等学校が知事を表敬訪問します！

※インフルエンザ流行のため、訪問する選手が大幅に変更される場合があります。（訪問者は当日、会場で

お伝えします）（12月18日14時追加）

「第103回全国高等学校サッカー選手権静岡県大会」において２年連続15回目の優勝を果たし、12月28日（土）から国立競技場な
どで開催される全国大会に出場する
静岡学園高等学校が、知事を表敬訪問する。

１　日　時　令和６年12月19日（木）　　午後４時20分～４時35分

２　会　場　県庁別館21階　展望ロビー

３　訪問者　静岡学園高等学校　校長、監督、コーチ、主将ほか選手24名
　　　　　　※選手の人数等が変更される可能性があります。（当日、会場でお伝えします。）

４　県側出席者　鈴木　康友　知事
　　　　　　　　池上　重弘　教育委員会教育長
　　　　　　　　都築　直哉　スポーツ・文化観光部長
　　　　
５　次　第

 (１） 県側出席者紹介

 (２） 訪問者側出席者紹介

 (３） 県大会優勝報告（校長）

（４） 全国大会に向けての抱負（監督）

 (５） 主将決意表明

 (６） 激励の言葉（知事）

 (７） 激励の品贈呈（知事）

 (８） 記念写真撮影

６　全国大会の概要

（１） 大 会 名：令和６年度　第103回全国高等学校サッカー選手権大会
（２） 主　 催：(公財)日本サッカー協会、民間放送43社
（３） 期　 間：令和６年12月28日（土）から令和７年１月13日（月・祝）まで
（４） 場　 所：(東　京)国立競技場、駒沢陸上競技場、味の素フィールド西が丘
　 　　　　　　 (神奈川)Uvanceとどろきスタジアム by Fujitsu、
                        ニッパツ三ツ沢球技場
　 　　　　　　 (埼　玉)浦和駒場スタジアム、NACK5スタジアム大宮
　　　　　　　　(千　葉)フクダ電子アリーナ、県立柏の葉公園総合競技場
（５） 参 加 校：全国47都道府県代表48校（東京は２校）
（６） 初　 戦：日  時　令和６年12月29日（日）　午後２時10分キックオフ
　 　　　　　　 会　場　浦和駒場スタジアム
　 　　　　　　 対戦校　広島国際学院高等学校（広島県）



提 供 日 2024/12/18

タイトル 世界選手権金メダリスト金氏によるソフトテニスクリ
ニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班　田平

TEL 054-221-3177

県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
今回は、1995年ソフトテニス世界選手権で金メダルを獲得した金 璟子（キム キョンジャ）氏が、榛原地区（牧之原市、吉田町、
川根本町）の中学校ソフトテニス部員を対象にクリニックを開催します。

１　開催日　　令和６年12月25日（水)

２　会　場　　牧之原市相良総合グラウンド（牧之原市菅ヶ谷1014-2）

３　参加者　　榛原地区内中学校ソフトテニス部員及び指導者　計81名

４　講　師　　金　璟子（キム　キョンジャ）氏
　　　　　　　【主な経歴】
　　　　　　　　・元韓国代表
　　　　　　　　・1995年世界選手権　　　団体優勝　シングルス３位
　　　　　　　　・1996年アジア選手権　　団体優勝　シングルス優勝
　　　　　　　　・1997年東アジア選手権  団体優勝　シングルス優勝　

５　日　程　　開講式 　            　 9:00～ 9:10
              クリニック　　　　　　  9:10～11:40
　　　　　　　閉講式・写真撮影等 　　11:40～11:50

６　その他　・取材希望の方は、12月24日(火)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込みください。中止の際には御連絡い
たします。
　　　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

７　問い合わせ先
静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（田平）
電　話　　　054-221-3177　　 FAX　054-221-2980



提 供 日 2024/12/18

タイトル NPB12球団ジュニアトーナメントに出場するくふうハヤ
テベンチャーズ静岡ジュニアチームが部長表敬を実施
します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

NPB12球団ジュニアトーナメントに出場する
くふうハヤテベンチャーズ静岡ジュニアチームが部⻑表敬を実施します︕

令和６年12⽉26⽇（⽊）〜29⽇（⽇）に開催する「NPB12球団ジュニアトーナメント」にくふうハヤテベンチャーズ静岡ジュ
ニアチームが初出場するため、スポーツ・文化観光部⻑に表敬訪問する。

【表敬概要】

１　⽇時
　　令和６年12⽉23⽇（⽉）15︓30〜15︓45

２　場所
　　県庁東館２階　情報ステージ

３　来訪者
　　くふうハヤテベンチャーズ静岡ジュニアチームメンバー

監督　中村　勝（なかむら　まさる）
コーチ　矢嶋　祐輝（やじま　ゆうき）
キャプテン　福⽥　有（ふくだ　ゆう）
その他選手　15名

４　次第
　（１）訪問者紹介
  （２）チームの抱負
  （３）キャプテン挨拶　
  （４）部⻑挨拶
  （５）記念撮影



提 供 日 2024/12/18

タイトル 「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響
評価方法書」に関する知事意見を送付しました

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 環境影響評価班

TEL 054-221-2255

「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」に関する知事意見を送付しました

　令和６年７月３日付けで都市計画決定権者から送付のあった「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」
について、静岡県環境影響評価審査会からの答申を踏まえ、本日、都市計画決定権者に対して知事意見を送付しました。

１　事業概要

区　分 内　容
事業の種類 高速自動車国道又は一般国道（自動車専用道路）の新設
事業予定者 国土交通省中部地方整備局

都市計画決定権者※1 静岡県（湖西市内）、浜松市（浜松市内）

道路の区間
起　　点：東名高速道路三ヶ日JCT（浜松市）
終　　点：三河港（愛知県豊橋市）※2

事業の規模等 道路延長：約26km（県内区間：約13km）
車線数：４車線　設計速度：80km/h

着工・供用 未定

※1　本方法書は、環境影響評価法の規定により、都市計画決定権者が事業予定者に代わるものとして、本事業に係る都市計画の
決定と併せて手続を行います。
※2　本方法書は、（仮称）浜松湖西豊橋道路全線のうち静岡県区間を対象としています。

２　知事意見の概要
（１）全般的事項
・方法書で示されている事業実施区域は１km幅であることから、詳細なルートの位置及び道路構造等の事業計画の決定に当たって
は、評価項目や評価項目ごとの調査地域、地点、期間等を具体化し、適切な環境影響評価を実施するとともに、その検討過程や経
緯を準備書に記載すること。
・道路事業において一般的に用いられる環境影響評価の技術手法等にとらわれず、最新の科学的な知見に基づく手法の採用を検討
すること。
・地域住民や関係者に対して、積極的に情報を提供するとともに、寄せられた意見等に丁寧に対応すること。

（２）主な個別事項

項　目 主な意見

大気質

水環境

・住居及び教育施設等が存在し、「三ヶ日みかん」をはじめとしたみかん畑等
の農地が広がっていることから、自動車の走行に伴い発生する排気ガス等につ
いては、周辺環境を考慮した上で、調査、予測及び評価を実施すること。その
結果、必要に応じて道路構造の見直しや通気処理等による保全措置を検討し、
大気質への影響を回避又は極力低減すること。

・事業実施区域及びその周辺には、都田川水系の浜名湖、梅田北湿地をはじめ
とした浜名湖周辺湧水湿地群が存在している。トンネル等により、河川の流量
及び地下水の水位に影響を及ぼすおそれがあることから、水循環の特性を適切
に把握した上で、調査、予測及び評価を実施すること。

動　物

植　物

・事業実施区域は、４つの鳥獣保護区を横断するように計画されているため、
本事業の実施により重要な動物の生息地が消失又は縮小するおそれがあること
から、動物の生息地が保全されるよう影響を回避又は低減すること。

・動物の移動については、冬眠及び越冬等に伴う爬虫類等の移動範囲のほか、
季節により移動する動物の生息地、サシバ等の猛禽類をはじめとした鳥類の渡
りも考慮した上で、専門家の助言を踏まえて、調査、予測及び評価を実施する
こと。

・トキワマンサクの北限群生地に影響を及ぼすおそれがあることから、専門家
や関係者の助言を踏まえて、影響を回避すること。

景　観

人と自然
との触れ

合い

・名勝「浜名湖」をはじめとした美しい景観を有することから、周辺景観との
調和を考慮し、影響を回避又は低減すること。

・湖西連峰ハイキングコースは、年間数万人が訪れるハイキング・トレッキン
グの名所であることから、利用者の多い時期を選定し、調査、予測及び評価を
実施すること。

３　今後の予定
　都市計画決定権者は、今回の知事意見を踏まえて環境影響評価を実施する。その結果と環境の保全に関する考え方を「環境影響
評価準備書」として取りまとめ公表する。

配慮書 →
方法書 →

環境影
響評価
実　施

→ 準備書 → 評価書 →
事後調

査
計画書

→
事後
調査
報告
書

R3.12　受付
R4. 3　知事意見

R6. 7. 3　受付
R6.12.18　知事意見



提 供 日 2024/12/18

タイトル 令和６年度こども環境作文コンクール表彰式を開催し
ます！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

令和６年度こども環境作文コンクール表彰式を開催します！

小学生・中学生を対象に、「持続可能な社会」への関心を高め、理解を深めることを目的に実施した「こども環境作文コンクール」の表彰式
を開催します。

１　日　時　令和６年12月25日（水）　午後２時30分から３時00分

２　会　場　県庁本館４階　特別会議室

３　受賞者　　※応募総数　909作品（83校）

　最優秀賞【静岡県知事賞　２人】
　　静岡市内小学校　　藤本さん
　　浜松市内中学校　　鈴木さん

　優秀賞【静岡県教育委員会教育長賞　６人】
　　浜松市内小学校　　竹内さん
　　菊川市内小学校　　新井さん
　　藤枝市内小学校　　藤村さん
　　裾野市内中学校　　清水さん
　　富士宮市内中学校　浦田さん
　　牧之原市内中学校　四ノ宮さん

４　主催者等
　　主催：静岡県
　　後援：静岡県教育委員会、静岡市教育委員会、浜松市教育委員会

５　当日取材
　　当日取材を希望される場合は、午後２時15分から２時30分までの間に会場へお越しください。
　　
＜問合せ先＞
　静岡県くらし・環境部環境局環境政策課企画班
　電話番号　０５４－２２１－３５９７

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2024/12/18

タイトル 静岡県台湾事務所が「GLOBAL TOURISM FORUM 」に登壇 
台湾南部の観光関係者に静岡県の魅力をPR

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所が「GLOBAL TOURISM FORUM」に登壇

台湾南部の観光関係者に静岡県の魅力をPR

　静岡県台湾事務所（以下、「当事務所」）が、12月11 日（水）に台南市で行われた「GLOBAL TOURISM FORUM」に登壇し、本県の魅力を

台湾南部にPRしました。

　今回のフォーラムは、台湾交通部観光署に属する国家風景区管理処のうち、台湾南部を管轄する５つの管理処の主催で行われたもので

す。フォーラムには台湾の観光関係者を中心とした約70名の参加がありました。

当事務所宛に「観光関連業務に従事する外国人の視点から台湾南部を視察し、フォーラムの場で魅力と改善点を指摘してほしい」との依

頼があったことから、所長の市川美奈子が同フォーラムへ登壇する運びとなりました。台湾南部の嘉義県・台南市において外国人観光客の誘

客に積極的な施設の視察を４日間かけて行い、言語対応や交通アクセス拡充の重要性、ターゲットの明確化の必要性などについてフォーラ

ムで講演しました。

　

　フォーラムでは上記のほか本県の観光に関するPRを行い、併せて台湾南部の観光地が抱える問題に対して本県の事例を積極的に紹介し

たところ、参加者から「今度日本に行くときには是非静岡県に行ってみたい」との声が上がりました。今回の視察の様子は、国家風景管理処が

台湾南部のプロモーションビデオとしてまとめています。ぜひご覧ください。

https://drive.google.com/file/d/17aHBEgNyCd3dNtL6JkjsyAu0OUcarNDL/view?usp=sharing

※別添に写真掲載
●メディアの方向けに、当日の写真を提供させていただきます。

御希望の場合は、会社名・お名前・連絡先を以下までお知らせください。
　　・問合せ先：静岡県台湾事務所　市川、増田　
     ・メール：shizuoka.tw@gmail.com　電話番号：+886-2-2508-1515
●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://drive.google.com/file/d/17aHBEgNyCd3dNtL6JkjsyAu0OUcarNDL/view?usp=sharing
mailto:shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2024/12/19

タイトル 令和６年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査結
果

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班

TEL 054-221-3174

令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について

　以下のとおり、本年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果をまとめたので、お知らせします。

１　調査目的
　・国が全国的な子供の体力の状況を把握・分析することにより、子供の体力向上
　　に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
　・県教育委員会及び市町教育委員会が、自らの子供の体力向上に係る施策の成果
　　と課題を把握し、その改善を図るとともに継続的な検証改善サイクルを確立す
　　る。
　・各学校が個々の児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣等を把握し、体育・健康
　　に関する指導などの改善に役立てる。

２　調査の概要
（１）実施児童生徒数（国・公・私立学校）
　　　小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年（全国：981,865人）
　　　中学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年（全国：869,813人）
　　　＊報告は県内の公立小学校５年生（28,278人）、中学校２年生（25,857人）

（２）調査の内容
　　ア　児童生徒に対する調査（実技調査実施期間４月～７月末）
　　(ア)　実技テスト調査
　　　小学校：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20mシャトルラン、
　　　50m走、立ち幅とび、ソフトボール投げ
　　　中学校：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20mシャトルラン・
　　　持久走、50m走、立ち幅とび、ハンドボール投げ
　　(イ)　質問紙調査
　　　運動習慣、生活習慣、食習慣等に関する質問紙調査

　　イ　学校に対する質問紙調査
　　　子供の体力向上に係る取組等に関する質問紙調査　

　　ウ　教育委員会に対する調査
　　　子供の体力向上に係る施策等に関する質問紙調査

３　公表日程
　　12月20日（金）テレビ・ラジオ・インターネット　※午後５時解禁
　　12月21日（土）新聞　※朝刊解禁



提 供 日 2024/12/19

タイトル 「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”図画コン
クール2024」表彰式を開催します

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3681

小学生・中学生を対象に開催した

「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”図画コンクール2024」の表彰式を

今年新しく設立された静岡理工科大学　駅前キャンパスにて開催します！

応募総数662点のうち、最優秀賞（２点）、優秀賞（２点）、特別賞（４点）の表彰を行います。

１　表彰式

・日　時　　令和６年12月24日（火）午前11時から（45分程度）
・場　所　　静岡理工科大学　駅前キャンパス４階（静岡市葵区御幸町20）
・内　容　　賞状授与、記念撮影等
・参加者　　受賞児童生徒、共催・後援団体、交通基盤部長ほか
・取　材　　直接会場にお越しいただき、受付をお願いします（10：45受付開始）

２　受賞者

（１）最優秀賞
【小学生の部】

沼津市立第五小学校　秋山さん
「みんながすごしやすい未来」

【中学生の部】
南伊豆町立南伊豆中学校　平井さん

「改良南伊豆」

（２）その他受賞者
優秀賞 小学生の部 浜松市立舞阪小学校　　　 さん

中学生の部 浜松市立東部中学校　　　石田さん

特別賞 静岡県建設業協会賞 河津町立河津小学校　　　鈴木さん

静岡県建設コンサルタンツ協
会賞

常葉大学附属菊川中学校　土井さん

静岡理工科大学賞 浜松市立東部中学校　　　内沼さん

建通新聞社賞 浜松市立伊佐見小学校　　宮野さん

（３）参考（図画コンクール概要）
趣旨 明日を担う子供たちが夢のある“まち”を描くことで、インフラ

と静岡の未来をいっしょに考え、郷土（静岡）への愛着を持つ
きっかけとする

募集テーマ 「わたしはこんな“まち”に住みたい。」

応募期間 令和６年７月16 日（火）から10 月25 日（金）

主催等 主催：静岡県

共催：(一社)静岡県建設業協会、(一社)静岡県建設コンサルタン
ツ協会、静岡理工科大学

後援：（株）建通新聞社、静岡県教育委員会、静岡県私学協会、

　　　静岡新聞社・静岡放送



提 供 日 2024/12/19

タイトル 令和６年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査結果
（第３報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

１　要　旨

原子力災害対策本部の対応方針により策定した「令和６年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査計画」に基づき、静岡県内産の野

生きのこ、山菜、野生鳥獣の肉及び原木しいたけの検査を実施しています。

このたび、11月に実施した検体の検査結果が判明しましたので、報告します。

検査結果は、 基準値 を 下回 る 値 で 、 安全性 が 確認 されています。

２　検査結果

（１） 今回判明した検査結果（３品目、14検体）

放射性セシウム検査結果
（Bq/kg）

番
号

品目
採取

市町等
採取日

１３４ １３７
セシ
ウム
合計

１ 獣肉（シカ） 富士宮市 11/５ 1.7未満 5.68 5.7

２
野生きのこ
（ミネシメジ）

10未満 8.95 9.0 

３ 野生きのこ
（ムキタケ）

8.7未満 6.6未満 15未満

４
野生きのこ

（シモフリシメジ）

静岡市 11/12

8.1未満 8.2未満 16未満

５ 2.4未満 7.13 7.1

６ 2.0未満 7.25 7.3

７ 1.6未満 7.22 7.2

８

伊豆市

1.7未満 1.7未満 3.4未満

９

原木しいたけ（生）

伊東市 1.9未満 14.5 15

10 1.4未満 2.52 2.5

11 1.6未満 13.6 14

12 1.5未満 3.02 3.0

13

伊豆市

1.7未満 3.07 3.1

14

原木しいたけ（乾）

伊東市

11/27

1.9未満 13.1 13

 い
 ず
 れ
 も

 基
 準
 値
 未
 満

・検査機関：静岡県中部健康福祉センター化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・検査結果の「○○未満」：検出限界未満（検出せず）の意味
・一般食品の基準値：放射性セシウム100Bq/kg以下　

（２）令和６年度分類別予定件数及び実施済み件数　　　　　

予定件数 実施済み件数
分類

品目数 検体数 品目数 検体数

原木しいたけ １ 20 １ 10

野生鳥獣 １ ３ １ ２

野生きのこ類 １ 15 １ 13

山菜類 １ ５ １ ４

計 ４ 43 ４ 29

【問い合わせ先】

＜検査について＞
衛生課　　　　　054-221-3708

＜採取品目、採取場所等について＞
食と農の振興課　054-221-2749
林業振興課　　　054-221-2667



提 供 日 2024/12/19

タイトル 令和６年度人権問題に関する県民意識調査結果

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 人権同和対策室

TEL 054-221-2303

１　要旨
　平成11年度から５年に一度実施している、人権問題に関する県民意識調査の結果の概要を報告する。

<調査の概要>

対　象 県内居住の満18歳以上3,000人（無作為抽出)
有効回答数：997、有効回収率：33.2％

方　法 郵送法　（郵送配布、郵送回収・インターネット回収併用）

期　間 令和６年７月５日（金）～令和６年７月26日（金）

内　容 一般的意識、個別課題に関する意識等22問（枝問含めると30問）

２　主な調査結果　＊(　)内は前回調査からの増減
(1)人権の関心度

（あなたは「人権」に関心がありますか？）
回　答 H11 H16 H21 H26 R元 R６

非常に関心がある、どち
らかといえば関心がある 79.2％

72.4％
(▲6.8)

63.5％
(▲8.9)

62.5％
(▲1.0)

61.8％
(▲0.7)

66.0％
(＋4.2)

関心がない、どちらかと
いえば関心がない 5.7％ 4.1％

(▲1.6)
8.9％
(＋4.8)

10.9％
(＋2.0)

7.2％
(▲3.7)

7.6％
(＋0.4)

どちらともいえない 14.1％
19.3％
(＋5.2)

25.9％
(＋6.6)

25.4％
(▲0.5)

26.6％
(＋1.2)

25.1％
(▲1.5)

 ・「非常に関心がある」又は「どちらかといえば関心がある」と回答した人の割合は、平成16年度調査以降、低下傾向が続いていたが、初めて
上昇した。

(2)人権尊重意識の定着度
（静岡県は「人権尊重の意識が生活の中に定着した県」になっていると思いますか？）

回　答 H11 H16 H21 H26 R元 R６

そう思う、どちらかといえ
ばそう思う 20.5％ 26.5％

(＋6.0)
30.5％
(＋4.0)

41.8％
(＋11.3)

38.1％
(▲3.7)

30.4％
(▲7.7)

そう思わない、どちらか
といえばそう思わない 21.1％

17.7％
(▲3.4)

17.1％
(▲0.6)

8.6％
(▲8.5)

5.1％
(▲3.5)

6.8％
(＋1.7) 

一概にいえない
(＊H11は「わからない」
含む)

57.4％
55.1％
(▲2.3)

50.9％
(▲4.2)

47.8％
(▲3.1)

47.8％
(±0)

59.9％
(＋12.1)

 ※令和元年度までは、『人権尊重の意識が生活の中に定着した 住 み 良 い県』。
　・前回調査と比べて、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は、7.7ポイント低下し、「そう思わない」、「どちらかといえば
思わない」と回答した人の割合は、1.7ポイント上昇した。その一方で、「一概にいえない」と回答した人の割合は、12.1ポイント上昇して59.9％
と約６割を占めており、「一概にいえない」と考える県民が多くなっていることがうかがえる。

(3)個別の人権問題の関心度
（次にあげた人権問題にどの程度関心がありますか？（複数回答））

区　分 H11 H16 H21 H26 R元 R６

女　性 79.2％ 81.7％
(＋2.5)

79.7％
(▲2.0)

77.6％
(▲2.1)

75.3％
(▲2.3)

81.7%
(＋6.4)

子ども 86.4％
89.1％
(＋2.7)

85.2％
(▲3.9)

84.2％
(▲1.0)

85.1％
(＋0.9)

85.7%
(＋0.6)

高齢者 87.0％ 85.2％
(▲1.8)

84.3％
(▲0.9)

81.6％
(▲2.7)

80.5％
(▲1.1)

79.0%
(▲1.5)

障害のある
人 85.2％

86.8％
(＋1.6)

82.1％
(▲4.7)

82.0％
(▲0.1)

81.1％
(▲0.9)

82.9%
(＋1.8)

同和問題 46.2％ 41.2％
(▲5.0)

40.0％
(▲1.2)

37.6％
(▲2.4)

44.0％
(＋6.4)

43.0%
(▲1.0)

外国人 56.4％
53.9％
(▲2.5)

53.9％
(±0.0)

43.2％
(▲10.7)

50.5％
(＋7.3)

55.0%
(＋4.5)

感染症患者 68.3％ 69.8％
(＋1.5)

68.7％
(▲1.1)

－ － －

感染症
(新型コロナ、
エイズ等)

－ － － 46.9％ 47.8％
(＋0.9)

66.2%
(＋18.4)

ハンセン病
患者 － － － 43.0％ 44.7％

(＋1.7)
40.5%
(▲4.2)

犯罪被害者 － 75.7％
76.2％
(＋0.5)

64.0％
(▲12.2)

66.5％
(＋2.5)

65.8%
(▲0.7)

刑を終えて
出所した人 － － － 42.3％ 46.0％

(＋3.7)
47.1%
(＋1.1)

アイヌの人々 － － － 27.8％
32.2％
(＋4.4)

33.6%
(＋1.4)

インターネッ
ト － － － 59.3％ 60.2％

(＋0.9)
72.4%

(＋12.2)
34.6％ 39.3%



ホームレス － － － 37.5％ (▲2.9) (＋4.7)
性自認に関
する問題 － － － 36.7％ 41.9％

(＋5.2)
52.3%

(＋10.4)
性的指向の
異なる人 － － － 27.3％

36.6％
(＋9.3)

47.1%
(＋10.5)

北朝鮮拉致
被害者 － － － 77.3％ 74.2％

(▲3.1)
64.5%
(▲9.7)

人身取引 － － － 59.5％
60.8％
(＋1.3)

62.5%
(＋1.7)

災　害 － － － － － 77.2%

  ※数値は「非常に関心がある」、「ある程度関心がある」の合計。
　　　　※感染症患者は、平成26年度以降、感染症(エイズ等)、ハンセン病患者に分けている。

また、令和６年度において、感染症(エイズ等)を感染症(新型コロナ、エイズ等)に変更した。
　　　 　・前回調査と比べて、10ポイント以上上昇した人権問題は、「感染症」、「インターネット」、「性的指向」、「性自認」に関するものとなってい

る。

(4)人権侵害経験
（この５年間に自分の人権を侵害されたと思ったことがありますか？）

H11 H16 H21 H26 R元 R６
人権侵害と意識した
場面(複数回答)

ある － 23.5％ 21.0％
(▲2.5)

16.2％
(▲4.8)

16.2％
(0.0)

16.5％
(＋0.3)

ない － 73.0％ 76.6％
(＋3.6)

83.2％
(＋6.6)

80.8％
(▲2.4)

82.1％
(＋1.3)

⇒
・職場でのパワー・ハラス

メント　…52.4％

・あらぬ噂、悪口、陰口に
より名誉や信用を傷つ
けられたこと

　…34.2％
　・「ある」、「ない」いずれの回答も、わずかに上昇したものの、ほぼ横ばいで推移してお

り、「ない」と回答した人の割合は８割を超えている。

  (5)人権が尊重される社会への取組
　　 （人権尊重社会を実現するためにどのような取組が必要ですか？（複数回答））

回　答 H11 H16 H21 H26 R元 R６
学校における
人権教育 46.6％

45.3％
(▲1.3)

46.6％
(＋1.3)

48.1％
(＋1.5)

42.9％
(▲5.2)

45.8％
(＋2.9)

家庭における
人権教育 66.4％ 57.7％

(▲8.7)
53.7％
(▲4.0)

53.4％
(▲0.3)

46.8％
(▲6.6)

41.5％
(▲5.3)

行政主導の人権
啓発

30.0％ 29.8％
(▲0.2)

32.0％
(＋2.2)

31.6％
(▲0.4)

32.7％
(＋1.1)

31.6％
(▲1.1)

官民一体の
人権啓発

29.3％ 31.8％
(＋2.5)

28.2％
(▲3.6)

26.0％
(▲2.2)

21.1％
(▲4.9)

21.6％
(＋0.5)

住民自らによる
人権意識の高揚 27.6％

18.9％
(▲8.7)

21.6％
(＋2.7)

20.6％
(▲1.0)

20.1％
(▲0.5)

19.3％
(▲0.8)

社会的弱者への
支援・救済 22.9％

25.7％
(＋2.8)

24.0％
(▲1.7)

21.2％
(▲2.8)

20.6％
(▲0.6)

19.1％
(▲1.5)

　・「学校における人権教育」の回答は前回低下したが、今回調査では上昇に転じた。　　
一方、「家庭における人権教育」は平成16年度調査以降低下している。「家庭における人権教育」以上に、「学校における人権教育」に対

する期待が高まっている様子がうかがえる。

３　結果の活用
　調査結果は、令和７年度に予定している「静岡県人権施策推進計画」の改定にあたり、基礎資料として活用する。

【調査結果報告書】
　調査結果報告書は、県人権啓発センターＨＰに掲載する。

　ＵＲＬ　：　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/jinkencenter/1002890/1067596.html
（「静岡県人権啓発センター」HP→「人権施策」→「令和６年度人権問題に関する県民意識調査結果の概要」）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/jinkencenter/1002890/1067596.html


提 供 日 2024/12/19

タイトル 【追加】【取材依頼】全国大会に出場する本県代表校
が副知事を表敬訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

全国大会に出場する本県代表校が副知事を表敬訪問します！

※インフルエンザ流行のため、訪問する選手が変更される場合があります。（訪問者は当日、会場でお伝え
します。）（12月19日14時追加）

１　日　時　令和６年12月20日(金)　午後４時30分から５時まで
　
２　会　場　県庁別館21階　展望ロビー

３　訪問者※訪問者が変更される場合があります。当日、会場でお伝えします。

　（１）第77回全日本バレーボール高等学校選手権大会　

       　 男子代表校 浜松修学舎高校  女子代表校 静岡県富士見高校

　（２）第77回全国高等学校バスケットボール選手権大会

　　　　　男子代表校 藤枝明誠高校　　女子代表校 浜松開誠館高校

　（３）第104回全国高等学校ラグビーフットボール大会 

　　　　　代表校 東海大学付属静岡翔洋高校

４　県側出席者　

　　　増井副知事、池上教育長、都築スポーツ・文化観光部長

５　次　第

　（１）県側出席者紹介

　（２）優勝報告(各校代表者)及び選手代表挨拶(各校主将等)

　（３）激励のことば（副知事）

　（４）激励の品贈呈（副知事）　

　（５）記念写真撮影

６　全国大会の概要

　（１）第77回全日本バレーボール高等学校選手権大会

　　　開幕：令和７年１月５日（日）　

　　　会場：東京体育館（東京都）

　（２）第77回全国高等学校バスケットボール選手権大会

　　　開幕：令和６年12月23日（月）　

　　　会場：東京体育館、武蔵野の森総合スポーツプラザ（東京都）

　（３）第104回全国高等学校ラグビーフットボール大会

　　　開幕：令和６年12月27日（金）　

　　　会場：東大阪市花園ラグビー場、花園中央公園多目的球技広場（大阪府）



提 供 日 2024/12/19

タイトル 山梨県の富士登山規制方針に対する知事コメント

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3747

山梨県の富士登山規制方針に対する知事コメントは、次のとおりです。

○今回、入山料の額、夜間の規制時間ともに、両県の足並が揃う方向性が示されたことは、望ましいことだと受け止めている。

○富士山は一つであり、両県の規制のルールもできる限り統一できれば、登山者にとってもわかりやすい。

○今後も山梨県と情報共有を図り、県民の皆様の御意見も伺いながら、来年２月議会への登山規制に係る条例案提出を目指して
いく。



提 供 日 2024/12/19

タイトル 県内３市の文化財保存活用地域計画の国認定

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-3183

県内３市の文化財保存活用地域計画の国認定

　文部科学省の文化審議会は、12月20日（金）の同審議会文化財分科会により、文化庁長官に「文化財保存活用地域計画」の認定について

答申をし、文化庁長官が同日付けで認定を行う予定です。今回、県内市町としては、三島市、沼津市、静岡市の文化財保存活用地域計画が

国に認定される見込みです。

　県では、県内市町の文化財保存活用地域計画の作成を支援しています。これまでに浜松市、磐田市、伊豆の国市、富士市、焼津市、袋井

市、藤枝市、小山町、掛川市が認定を受け、今回の認定により、県内の認定自治体数は12市町になります。なお、全国ではこれまでに169市

町が国の認定を受けています。

１　各市の地域計画の概要
三島市 沼津市 静岡市

将来像 薫り高い文化が
いきづくまち三島

地域の宝（＝歴史文化資産）を活かしたまちづくり 静岡市の文化財が活用され「市民の財産」として未来に継承
される

計画
期間

令和７～12年度（６年間） 令和７～14年度（８年間） 令和７～12年度（６年間)

主な
文化財

山中城跡（国史跡）
三嶋大社本殿（国重文）

興国寺城跡（国史跡）
旧沼津御用邸苑地（国名勝）

静岡浅間神社（国重文）
三保松原（国名勝）

２　「文化財保存活用地域計画」とは

　文化財保護法に基づき、確実な文化財の継承を図るため、地域の歴史文化や実情を踏まえた域内の文化財の総合的な保存・活用の方針
や具体的取組を示したもの。

制度 ・平成30年の文化財保護法改正により法制化
・地域における文化財の保存・活用の総合的計画として市町が作成
・市町の申請に基づき、国が認定

主な
記載事項

・歴史文化の特徴
・目指すべき方向性や将来像
・文化財の保存と活用に関する課題と方針、具体的な措置
・文化財の保存と活用を推進する体制

国認定の
メリット

・国に対する登録文化財の提案
・国庫補助事業における優先採択等

県の取組 ・静岡県文化財保存活用サポートセンターによる、技術的な助言
・作成協議会等への出席

３　問い合わせ先

　　三島市教育委員会文化財課　　　　　電話番号：055-983-2672

　　沼津市教育委員会文化振興課　　　 電話番号：055-935-5010

　　静岡市観光交流文化局文化財課　　電話番号：054-221-1066

 



提 供 日 2024/12/19

タイトル ３Ｄデータでせまる文化財「仏像ヒミツ」体験会を開
催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

３Ｄデータでせまる文化財「仏像ヒミツ」体験会を開催！
                                          
　県では、先端技術の３次元データにより、保存上公開制約もある文化財の価値や魅力を発信する事業を立ち上げ、県内各地にあ
る国・県指定文化財の彫刻（仏像）のうち32躯について、高精度の３次元データの計測を行いました。
  この成果をまとめ、ふだんは見ることができない仏像の魅力を３Ｄ技術で体験するイベントを県内３会場で開催します。

１　開催概要
（１）日時・会場

開催日 時　間 会　場
２月２日（日） 10:00～16:00  静岡市歴史博物館　学習支援・市民活動スペース

２月24日（月祝） 10:00～16:00  浜松市美術館　２階講座室

３月２日（日） 10:00～16:00  かんなみ仏の里美術館　多目的室

（２）体験メニュー
項　目 内　容 申込み

フリー
メニュー

・仏像を３Ｄデータ化した技術を紹介
・３Ｄ映像を操作して仏像を探究する体験
・３Ｄレプリカでさわれる展示

不要

Special
Part

・トークタイム
　～仏像の専門家が語る３Ｄギャラリートーク～
　時間：10:00～11:00と13:00～14:00の２回
  出演：田島 整 氏 上原美術館主席学芸員
　　　　島口 直弥 氏 浜松市美術館学芸員
　　　　久保 沙里菜 氏 仏像を愛するアナウンサー
　　　　　※久保氏は２月２日のみ出演

要申込み

２　Special Partの申込方法
（１）「ふじのくに電子申請サービス」のトークタイム申込みフォームから(別添チラシをご覧ください)
      申込みフォームは会場・時間ごとで、定員まで先着で受付
（２）申込受付開始：１月14日（火）８:00
（３）定員：静岡市歴史博物館…座席50席（立見は申込不要）
            浜松市美術館…定員50名
            かんなみ仏の里美術館…定員25名

３　参加無料

４　その他
　ＷＥＢ公開は静岡県文化財ポータルサイト「レガシズ」にて１月中旬予定。詳細は別途お知らせします。

５　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554

静岡県文化財ポータルサイト「レガシズ」

　　　　　



提 供 日 2024/12/19

タイトル 総合特別区域の令和５年度取組に対する国の評価結果
が公表されました

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課、 経済産業部産

業 革新局新産業集積課

連 絡 先 054-221-2837(総合政策課)

TEL 054-221-2985(新産業集積課)

総合特別区域の令和５年度取組に対する国の評価結果が公表されました

　内閣府は、産業の国際競争力の強化及び地域の活性化に関する施策を総合的かつ集中的に推進する総合特別区域における令和５年度の取組について、専
門家による評価等に基づく評価結果を公表しました。

　 本県関係 の ３ 区域 は 、 それぞれの 分野 において 、 ふじのくに 防災減災 ・ 地域成長 モデル 総合特区 が １ 位 、 ふじのくに 先端医療総合特区 が １ 位 、 アジア
No.1 航空宇宙産業 クラスター 形成特区 が ５ 位 となりました 。

１ 地域活性化総合特別区域「観光・まちづくり分野」の評価結果（上位のみ）１位/５特区

評価結果 総合特別区域の名称 指定自治体

4.6 ふじのくに防災減災・地域成長モデル総合特区 静岡県

4.1 京都市地域活性化総合特区 京都市、京都府

4.0 奈良公園観光地域活性化総合特区 奈良県

２ 地域活性化総合特別区域「ライフ・イノベーション分野」の評価結果（上位のみ）１位/６特区

評価結果 総合特別区域の名称 指定自治体

4.7 ふじのくに先端医療総合特区 静岡県・山梨県

4.7 岡山型持続可能な社会経済モデル構築総合特区 岡山市

4.3 東九州メディカルバレー構想特区 大分県・宮崎県

３ 国際戦略総合特別区域の評価結果 ５位/６特区

評価結果 総合特別区域の名称 指定自治体

4.8 アジアヘッドクォーター特区 東京都

4.5 京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区 神奈川県等

4.3 関西イノベーション国際戦略総合特区 京都府等

4.2 グリーンアジア国際戦略総合特区 福岡県等

4.0 アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区 愛知県・静岡県等

3.9 つくば国際戦略総合特区 茨城県等



提 供 日 2024/12/19

タイトル 【取材依頼】令和６年度3回静岡県次世代エアモビリ
ティ導入促進プロジェクトチーム会議を開催します

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略課

TEL 054-221-2915

令和６年度第3回静岡県次世代エアモビリティ

導入促進プロジェクトチーム会議を開催します！

県では、近未来技術による魅力ある地域づくりのため、次世代エアモビリティ分野の先進導入地域を目指した取組を進めています。
このたび、下記のとおり第3回会議を開催し、ロードマップ（案）について議論します。

１　日時
　　令和６年12月24日（火）14時から15時まで

２　場所
　　静岡県庁東館５階特別会議室（静岡市葵区追手町９－６）

３　議題
　　・ロードマップ（案）について
　　・その他



提 供 日 2024/12/20

タイトル 令和６年度特別交付税12月交付額の決定について

担　　当 知事直轄組織　政策推進局財政課 経営管理部　市町行

財政課

連 絡 先 財政課計画班、市町行財政課交付税班

TEL 054-221-2035(財政課)､2098(市町行財政課)

（要旨）
　令和６年度の特別交付税12月交付額（県分、市町分）が次のとおり決定された。
決定額は12月23日（月）に交付される。

（概要）本県の状況
１　県分　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　（単位：百万円、％）

区　分 令和６年度
12月交付額　A

令和５年度
12月交付額　B

差引増減額
（A-B）　C

増減率
（C/B）

例年分 1,133 1,395 △262 △18.8

東日本大震災分 109 109 0 0

計 1,242 1,504 △262 △17.4

＜特徴＞
（１）例年分（1,133百万円）
　現年災害に関する12月算定額が減少した結果、 前年度 （1,395 百万円 ） を 下回 る1,133 百万円 が 措置 された 。

（２）東日本大震災分（109百万円）
　「緊急防災・減災事業（地方単独事業分）」等に対し、 前年度 （109 百万円 ） と 同額 の109 百万円 が 措置 された 。

＜参考＞全国の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：億円、％）

区　分 令和６年度
12月交付額　A

令和５年度
12月交付額　B

差引増減額
（A-B）　C

増減率
（C/B）

道府県分 887 625 262 41.9

市町村分 2,549 2,283 266 11.7

計 3,436 2,908 528 18.2

　※端数調整処理により、合計と内訳は一致しない場合がある。

２　市町分　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　分 令和６年度
12月交付額　A

令和５年度
12月交付額　B

差引増減額
（A-B）　C

増減率
（C/B）

例年分 4,745 4,466 279 6.2

東日本大震災分 192 106 86 81.1

計 4,937 4,572 365 8.0

　※端数調整処理により、合計と内訳は一致しない場合がある。

＜特徴＞
（１）例年分（4,745百万円）
　令和６年能登半島地震に係る被災地域の応援等により、 前年度 （4,466 百万円 ） を 上回 る4,745 百万円 が 措置 された 。

（２）東日本大震災分（192百万円）
　「緊急防災・減災事業（地方単独事業分）」の対象事業の増等により、 前年度 （106 百万円 ） を 上回 る192 百万円 が 措置 された 。





提 供 日 2024/12/20

タイトル 令和６年度静岡県東部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　内田さち子　

TEL 054-221-3145

令和６年度静岡県東部高等学校定時制生徒合同文化祭

兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、学習意欲
の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
　　令和７年１月18日（土）　午前11時から午後３時30分まで

２　会　場
アクシスかつらぎ（伊豆の国市古奈255）　

３　展示部門
　午前11時から午後３時まで（最終受付14時30分）　場所：多目的ホール

学　校　名 作　品　内　容

下田高校
工芸教室作品（泥団子、オリジナルＴシャツ＆トートバッグ）、書道作品、部
活動作品（美術班）
家庭科作品（SDGsを意識した古着ポーチ等）

伊豆伊東高
校 

授業作品、部活動・生徒会活動の成果

三島長陵高
校

授業作品（美術、書道、家庭科等）、部活動作品等

小山高校 授業作品（美術、書道、家庭科）、光ファイバーアート
沼津工業高

校
工業作品、美術作品、家庭科作品等

富士高校 書道、絵、写真、その他授業作品等
富士宮東高

校
展示作品（美術、書道、家庭科など）

４　ステージ部門
　午後1時から３時30分　場所：大ホール
(1) 開会式

開式の言葉　　伊豆伊東高等学校生徒会長　　山田さん
　　　実行委員長挨拶　　三島長陵高等学校長　　　　　石垣　智博

　(2) 静岡県東部高等学校定時制生徒生活体験発表大会　発表

　(3) ステージ発表　
順 
番 学 校 名 グ ル ー プ 名 発 表 内 容

１ 伊豆伊東高校 伊豆伊東高校バンド部 ギターソロ
２ 伊豆伊東高校 伊豆伊東高校バンド部 ロックバンド

３
伊豆伊東高校

下田高校 伊豆伊東・下田合同バンド ロックバンド

休憩
４ 富士高校 クリス　Ｐ　ベーコン 弾き語り
５ 学校紹介
６ 沼津工業高校 沼工ダンスプロジェクト ダンス
７ 三島長陵高校 吹奏楽部 演奏
８ 三島長陵高校 合唱部 合唱

(4) 閉会式
　　　　 講   評  　 伊豆伊東高等学校長　　　　池田　将章 

閉式の言葉  伊豆伊東高等学校生徒会　　飯泉さん 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/12/20

タイトル 「静岡県いじめ問題対策連絡協議会」の開催

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

　　　　「静岡県いじめ問題対策連絡協議会」の開催

１　開催趣旨

　関係機関及び諸団体との連携を図り、本県におけるいじめ防止対策を総合的

かつ効果的に推進するため、「いじめ防止対策推進法」第14条に基づく「いじ

め防止対策推進法に基づき教育委員会に設置する附属機関設置条例」により

「静岡県いじめ問題対策連絡協議会」を開催する。

２　日時

令和６年12月24日（火）午前９時30分～11時30分

３　会場

静岡県庁西館４階第一会議室Ｃ（静岡市葵区追手町９番６号）

４　内容（予定）

(1) 説明

ア　小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況等

イ　県・県教育委員会の取組

(2) 意見交換・情報交換

ア　いじめの未然防止・早期発見・早期対応のための取組

イ　いじめ防止等に向けた家庭、地域、学校及び相談機関、関係機関の連携 

５　委員

分野 氏名 役職等
海野　美代子 静岡県保育連合会　副会長
寺田　容子 静岡県校長会　理事
栗田　保孝 静岡県校長会　副会長
飯田　寛志 静岡県高等学校長協会　理事
片岡　佳美 静岡県特別支援学校長会　いじめ問題担当

学校

渡邉　一洋 静岡県私学協会生徒指導専門部　会長
池上　重弘 静岡県教育委員会　教育長
奥村　篤 静岡県都市教育長協議会　会長教育委員会
山田　泰巳 静岡県町教育長会　会長

児童相談所 市原　眞記 静岡県中央児童相談所長
法務局 石川　智里 静岡地方法務局人権擁護係長
警察 水嶋　春彦 静岡県警察本部生活安全部長
弁護士 萩原　繁之 静岡県弁護士会子どもの権利委員会　委員
医師 森　泰雄 静岡県医師会　理事

川瀨　珠実 一般社団法人静岡県公認心理師協会　理事
専門家

齋藤　朝子 一般社団法人静岡県社会福祉士会　こども家庭福祉委員会
　委員長

長岡　重弘 静岡県私学保護者会　会長
長澤　秀幸 静岡県PTA連絡協議会　副会長保護者
住吉　明 静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会　会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



■決算（17件）
（12月２日認定）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属
件　　　　名 議決結果 自民

改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山
本
隆
久

令和５年度静岡県一般会計歳入歳出決算 認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県公債管理特別会計歳入歳出決
算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県自動車税等証紙徴収事務特別
会計歳入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県県営住宅事業特別会計歳入歳
出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県母子父子寡婦福祉資金特別会
計歳入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県心身障害者扶養共済事業特別
会計歳入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県中小企業高度化資金貸付事業
等特別会計歳入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県林業改善資金特別会計歳入歳
出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県沿岸漁業改善資金特別会計歳
入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県清水港等港湾整備事業特別会
計歳入歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県物品調達事務等特別会計歳入
歳出決算

認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県工業用水道事業決算 認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県水道事業決算 認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県地域振興整備事業決算 認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県立静岡がんセンター事業決算 認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

令和５年度静岡県流域下水道事業決算 認定 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

■意見書（５件）
（12月20日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属
件　　　　名 議決結果 自民

改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山
本
隆
久

消防団の団員確保対策及び活動支援の充実を求
める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環
境整備を求める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

高病原性鳥インフルエンザの対策強化を求める意
見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・
確保を求める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

災害発生時における信頼性の高い情報収集・活用
体制の構築を求める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○



提 供 日 2024/12/20

タイトル 令和６年12月定例会の概要【結果】

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2562

　12月２日（月)に開会した令和６年12月定例会は12月20日（金）に閉会し、知事提出議案42件が原案どおり可決された。
　そのほか、決算17件が認定され、議員から提出された意見書５件が可決された。

■知事提出議案（42件）
（12月20日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属
議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山
本
隆
久

第135号 令和６年度静岡県一般会計補正予算 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第136号
令和６年度静岡県県営住宅事業特別
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第137号
令和６年度静岡県清水港等港湾整備
事業特別会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第138号
令和６年度静岡県工業用水道事業会
計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第139号
令和６年度静岡県水道事業会計補正
予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第140号
令和６年度静岡県地域振興整備事業
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第141号
令和６年度静岡県立静岡がんセン
ター事業会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第142号
令和６年度静岡県流域下水道事業会
計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第143号
静岡空港の設置、管理及び使用料に
関する条例の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第144号
静岡県動物愛護センターの設置及び
管理に関する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第145号
静岡県国民健康保険運営協議会の委
員の定数等を定める条例の一部を改
正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第146号 特別職の職員等の給与等に関する条
例の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第147号
職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第148号
静岡県教職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第149号
静岡県地方警察職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第150号 静岡県核燃料税条例 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第151号
静岡県手数料徴収条例の一部を改正
する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第152号
水質汚濁防止法第３条第３項に基づく
排水基準に関する条例の一部を改正
する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第153号
水道の布設工事監督者及び水道技術
管理者の資格等を定める条例の一部
を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第154号
宅地造成及び特定盛土等規制法施行
条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第155号
一時保護施設の設備及び運営の基準
に関する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第156号
特定都市河川浸水被害対策法施行条
例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第157号
建設事業等に対する市町の負担額の
変更について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第158号
県営土地改良事業に対する市町の負
担額の変更について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第159号
農業土木工事の請負契約について
（東富士演習場　海苔川１号貯砂池下
流堰堤）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第160号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（清水西海岸）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第161号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（沼川新放水路）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第162号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（二級河川馬込川　導流堤左岸下
流）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第163号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（二級河川馬込川　導流堤左岸上
流）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第164号
建設工事の請負契約の一部変更につ
いて（清水港）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第165号
静岡地方税滞納整理機構規約の変更
について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第166号
静岡県公立大学法人に係る中期目標
の制定について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第167号
公の施設の指定管理者の指定につい
て（静岡県労政会館）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第168号
公の施設の指定管理者の指定につい
て（浜名港プレジャーボート係留施設）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第169号
公の施設の指定管理者の指定につい
て（静岡県富士山こどもの国）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第170号
公の施設の指定管理者の指定につい
て（浜名湖ガーデンパーク）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第171号
公の施設の指定管理者の指定につい
て（静岡県立朝霧野外活動センター）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第172号 補助金返還請求事件の提訴について 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第173号
県営住宅家賃の支払に関する和解に
ついて

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第174号 損害賠償請求事件の和解について 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第175号 当せん金付証票の発売について 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第176号
インド共和国グジャラート州との友好協
定の締結について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○



提 供 日 2024/12/20

タイトル 御前崎港港湾脱炭素化推進計画（案）について意見募
集します

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾企画課計画班

TEL 054-221-2614

御前崎港港湾脱炭素化推進計画(案)について意見を募集します

(要旨)
県では、港湾地域における脱炭素化の実現に向け、温室効果ガスの排出を全体としてゼロを目指す「カーボンニュートラルポート」の形成を

推進しています。
この度、これらの検討を取りまとめた「御前崎港港湾脱炭素化推進計画(案）」を作成しましたので、県民の皆様から広く意見を募集いたしま

す。

(概要)
１　公表するもの
　「御前崎港港湾脱炭素化推進計画(案)」

２　意見募集の期間
　令和６年12月25日(水)から令和７年１月24日(金)まで
　（持参・郵送の場合は令和７年１月27日（月）まで）

３　閲覧の方法
　静岡県ホームページ
　　「静岡県の情報公開　政策形成過程情報・県民意見提出手続き」のページ
　　　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

４　意見募集の方法
　持参、郵送、FAX又は電子メールのいずれかの方法で意見書(様式自由)を提出してください。
　御意見の内容について照会させていただく場合がありますので、意見書には氏名、住所及び連絡先(電話番号等)を必ず明記して
ください。
　(1)持参・郵送
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　静岡県交通基盤部港湾局港湾企画課
　(2)FAX
　　054-221-2389 (港湾企画課)
　(3)電子メール
　　kouwan_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

５　備考
　(1)意見の取り扱いについて
　　　お寄せいただいた御意見についての回答は、類似する御意見をまとめた上で県のホームページ等でお示しします。
　　個別に回答はいたしませんので御了承ください。
　(2)「カーボンニュートラルポート」について
　　　国際物流の拠点となる港湾において、次世代エネルギーの輸入や貯蔵等を可能とする受入環境の整備や、脱炭素化に配慮した港湾機
能の高度化、集積する臨海部産業との連携等を通じ、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにすることを目指すもの。
　(3)御前崎港での取り組みについて

　　　御前崎港では、昨年度から港湾法に基づく「御前崎港港湾脱炭素化推進協議会」を設立し、港湾地域で発生するCO2排出量の現状
及び削減目標、それらを実現するために講じるべき取組やロードマップ等の検討を進めております。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:kouwan_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/20

タイトル 県道静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第
2回）の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 防災安全班

TEL 054-221-3660

県道静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第２回）の開催

　令和６年７月２日に焼津市大崩海岸で発生した斜面崩落に関連し、県道静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第２回）を
開催します。

１　開催日時
    　令和６年12月24日（火）　午後２時00分～午後３時30分

２　会  場
　　　静岡県庁 本館403会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　議事内容
　 　・ボーリング調査等の現地調査の進捗について
　 　・今後の進め方について　等

４　検討会構成員
　■有識者
　＜トンネル専門家＞
　　・真下 英人　施工技術総合研究所　所長
　　・安井 成豊　施工技術総合研究所　技術参事
　＜地すべり専門家＞
　　・今泉 文寿　静岡大学　学術院農学領域　教授

　■道路管理者
　　・静岡県交通基盤部道路局長
　　・静岡県島田土木事務所長

　■オブザーバー
　　・焼津市建設部
　　・静岡市建設局

（事務局）　静岡県交通基盤部道路局道路保全課、静岡県島田土木事務所

５　取材について
　・本会議は公開で行います。取材を希望される方は、開催時刻の５分前までに会場の受付までお越しください。
　・映像を撮影する場合は、指定したエリア内でお願いいたします。
　・議事概要は、後日ホームページに公開します。
　　　URL：https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/1064693.html 

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/1064693.html


提 供 日 2024/12/20

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（12/13～12/19）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第571報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（12/13～12/19）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の77頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,402頭（死亡385頭、捕獲17,017頭）の検査を実施し、610頭の陽性（死亡170頭、捕獲440頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/12/20

タイトル 【取扱期間の延長】新型コロナウイルス感染症に伴う
中小企業への資金繰り支援の延長

担　　当 経済産業部 商工業局商工金融課

連 絡 先 商工金融班

TEL 054-221-2525

（要旨）
　　県では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業等の資金繰り支援のため、
　国の保証制度に対応した県制度融資を創設し、資金繰り支援を継続している。

　今回、国は、「経営改善サポート保証（感染症対応型）」を令和７年３月31日まで再
延長することを決定した。

　　このため、国の延長期間に合わせて、対応する県制度融資である「再生企業支援貸付
　（新型コロナウイルス感染症対応枠）を令和７年３月31日まで再延長する。

＜制度概要＞

＜利用状況（R6.10月時点）＞
制度を創設した令和３年４月から令和６年10月までで、179件　4,622,291千円

＜国の保証制度の動き＞
国の「経営改善サポート保証（感染症対応型）」の創設に合わせ、令和３年度に「再生企業支援貸付
（コロナ枠）」を創設。国の保証制度の延長にあわせて取扱期間を延長している。



提 供 日 2024/12/20

タイトル 静岡県企業立地・スタートアップ誘致セミナー　参加
者募集中！
～都内で製造業やスタートアップ等の誘致に向けて
トップセールスを実施します～

担　　当 経済産業部 商工業局企業立地推進課

連 絡 先 企業立地班

TEL 054-221-2514

静岡県企業立地・スタートアップ誘致セミナー　参加者募集中！
～都内で製造業やスタートアップ等の誘致に向けてトップセールスを実施します～

１　要　旨
県内への企業立地やスタートアップ誘致を一層促進するため、首都圏等において事業活動を行う企業等を対象に、東京マリ

オットホテルにてセミナーを開催します。
当日は、鈴木康友静岡県知事が登壇し、立地環境などの静岡県の魅力と産業施策の紹介を実施するとともに、セミナー後の交

流会にも参加します。
首都圏から県内への進出や事業拡大等に関心のある企業の皆様は、この機会にぜひご参加ください。

２　概　要
区　　分 内　容

日　　時 令和７年２月12日（水）　午前11時～午後１時45分

会　　場 東京マリオットホテル（東京都品川区北品川４丁目７番36号）

定　　員 150名

対　　象 製造業、スタートアップ、ICT系企業、ゼネコン、金融機関　等

３　プログラム
予定時間 内　容

11:00～11:30 知事による産業施策の紹介

11:30～12:00 県内市町による産業施策の紹介（三島市・掛川市・静岡市・浜松市）

12:00～12:25  トークセッション　製造業とスタートアップとの協業事例

12:25～13:45 交流会・個別相談会（知事も参加）

４　申込方法
区　　分 内　容

申込フォーム
URL

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?te
mpSeq=14421（ふじのくに電子申請サービス）

申込締切 2025年１月31日（金）

＜申込フォーム＞

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?te


発 表 日 2024/12/20

タイトル インフルエンザの流行が注意報レベルとなりました！

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－

～インフルエンザが注意報レベルとなりました！～
　
　2024年第50週（12/9～12/15）の感染症発生動向調査で、静岡県内のインフルエンザの定点当たり患者報告数が １１. ４７ 人 に 増
 加 し 、 注意報 レベルの 基準値 （ 定点当 たり 患者報告数10 人 ） を 超 えました 。（流行入りは、第42週から（10/14～）
　 今後 、 さらに 流行 が 拡大 するとともに 長期間持続 することも 考 えられますので 、 県民 の 皆様 には 、 咳 エチケットや 換気 、 手洗
 いといった 感染拡大防止対策 に 努 めていただくとともに 、 ワクチン 接種 を 検討 していただくようお 願 いします 。

 １．６７ 　⇒   ２.２６　⇒　 ４.４４　⇒   １１. ４７
（11/18～11/24）（11/25～12/1）（12/2～12/8）（12/9～12/15）

　
＜参考＞　

インフルエンザの定点当たりの報告数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者数です。
流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10です。（同時に注意報も終
息です。）
昨シーズンの状況：2023年第40週(10/2～10/8)に注意報入り、2023年第47週(11/20～11/26)に警報入りし、2024年第７週(2/12～2/18)ま
で定点当たり患者数10以上が継続。いったん10以下となったが、再び、2024年第10週(3/4～3/10)から第13週(3/25～3/31)まで10以上と
なった。
例年は、12月下旬から１月中旬頃に注意報入りし、２～４週間後に警報入りすることが多いです。

　＜県民の皆様へ＞
ワクチンの接種について

インフルエンザによって高齢者や基礎疾患のある方は、重症化することがあり、乳幼児ではまれにインフルエンザ脳症を起こ
すことがあります。ワクチン接種により、死亡や入院の危険が減少するとされています。
今シーズンのインフルエンザワクチンの供給量は、昨シーズンの使用量を超える供給量となります。
65 歳以上等 の 定期接種対象者 で 接種 を 希望 する 方 は 、 かかりつけ 医 などと 相談 し 、 お 早 めの 接種 をお 願 いします 。
 定期接種対象者以外 でも 、 特 に 、 基礎疾患 のある 方 や 、 乳幼児 、 以前 インフルエンザにかかってつらかった 方 は 接種 の 御検
 討 をお 願 いします 。
インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時に接種できます。

「うつらない」・「うつさない」ための取組の徹底
体調が悪い場合は、人が集まるイベントに参加することは控えましょう
人混みでは、 咳 エチケット（咳やくしゃみの際、マスク着用か、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い顔を他の人に向け
ない）を励行しましょう
インフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるとともに、家庭内でも咳エチケットを徹底し、十分
な休養をとりましょう
人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
医療機関や高齢者施設の受診や訪問時はできる限りマスク着用をお願いします



＜近年のインフルエンザ定点当たり患者数推移＞

P

＜第50週県内保健所管内別　定点当たり患者数＞

保健所 報告数 定点当たり 地域 定点当たり

賀茂 39 13.00

熱海 48 8.00

東部 158 7.90

御殿場 210 35.00

富士 222 14.80

東部 13.54 

静岡市 271 10.84

中部 130 7.65
中部 9.55 

西部 211 11.11

浜松市 305 10.89
西部 10.98 

県全体 1,594 11.47 

県HP「感染症情報センター」にグラフ等を掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html


提 供 日 2024/12/20

タイトル オリンピアン飯塚翔太選手による陸上クリニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班　田平

TEL 054-221-3177

県では、子供たちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
今回は、オリンピック４大会連続出場の飯塚翔太選手が、牧之原市内中学生・高校生陸上競技部員を対象にクリニックを開催しま
す。

１　日　時　　令和７年１月５日（日）　13時20分から15時50分

２　会　場　　GasOneアリーナ牧之原（牧之原市須々木157）

３　参加者　　牧之原市内中学校・高等学校陸上部員及び指導者　計90名

４　講　師　　飯塚　翔太（いいづか　しょうた）選手
　　　　　　【経歴】
　　　　　　　・静岡県御前崎市出身。藤枝明誠高校→中央大学→（株）ミズノ
　　　　　　　・オリンピック競技大会に2012年ロンドン、2016年リオデジャネイロ、2021年東京、2024年パリと４大会連続で出
場
　　　　　　　・2016年リオデジャネイロオリンピック　
　　　　　　　　４×100ｍリレーの銀メダリスト

５　日　程　　開講式 　            　 13:20～13:30
              クリニック　　　　　　  13:30～15:30
　　　　　　　閉講式・写真撮影等 　　 15:30～15:50

６　その他　・取材希望の方は、12月27日(金)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込みください。中止の際には御連絡い
たします。
　　　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

７　問い合わせ先
　　　　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（田平）
　　　　　　電　話　　　054-221-3177　　 FAX　054-221-2980



提 供 日 2024/12/20

タイトル 第１１回静岡県公文書管理の在り方検討委員会を開催
します。

担　　当 経営管理部 文書課

連 絡 先 文書班

TEL 054-221-2068

　公文書等の管理に関する条例施行規則の検討等を行うため、静岡県公文書管理の在り方検討委員会を開催します。

１　日　時　令和７年１月10日（金）午後３時30分から５時00分まで

２　会　場　静岡県庁 東館16階ＯＡ研修室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　内  容　条例施行規則のパブリックコメント実施結果について ほか

４　会議の公開
　(1) 傍聴定員　５人（定員になり次第終了）
  (2) 傍聴手続　傍聴を希望される方は、当日の午後３時00分から３時15分までの
　　　　　　　　間に、会場までお越しください。受付は先着順で行い、定員にな
　　　　　　　　り次第終了します。
  (3) 問 合 先　静岡県経営管理部文書課文書班
　　　　　　 　 電話：054-221-2068

５　静岡県公文書管理の在り方検討委員会委員（７人、五十音順・敬称略）
　
氏　名 役　　　　　　職 

梅原 康嗣 国立公文書館業務課長
大國 田鶴子 元ＮＰＯ法人男女共同参画センター交流会議理事
 金川 幸司 静岡県立大学名誉教授 
白井 哲哉 筑波大学教授

永田 奈央美 静岡産業大学教授 
牧田 晃子 弁護士 

四方田 雅史 静岡文化芸術大学教授 



提 供 日 2024/12/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比2,034人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/12/23

タイトル 令和７年二十歳の集いにおける各市町の実施状況等に
ついて

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

令和７年二十歳の集いにおける各市町の実施状況等について

１　日時
　　令和７年１月12日（日）を中心に、全市町で二十歳の集いが開催されます。

２　参加対象人数
　(1) 県内全域
　　　34,031人
　(2) 前年からの対象人数の推移
　　　６人の減少（35市町のうち、11市町が増加、23市町が減少）

３　その他
　　令和６年11月１日を基準日（一部の市町は基準日が異なる）とした調査結果を取りまとめました。
　　内容の詳細については、直接各市町にお問い合わせください。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/12/23

タイトル 明るい選挙啓発ポスターコンクールで本県作品が会長
賞を受賞しました！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　中澤

TEL 054-221-2058

令和６年度静岡県明るい選挙啓発ポスターコンクール
第３次審査（中央審査）の結果と入選作品展開催についてお知らせします！

　明るい選挙を推進するため、県内の児童・生徒を対象に募集した明るい選挙啓発ポスターコンクール（＊）の第３次審査（中央
審査）で本県から提出した作品のうち、２点が公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞を受
賞しました。
　このことに合わせ、同作品を含む第３次審査（中央審査）への提出作品及び県審査会で入選した70点(小学生の部　30点、中学
生の部　30点、高校生の部　10点）の展示会を下記のとおり行います。
　

１　明るい選挙啓発ポスターコンクール第３次審査（中央審査）受賞作品

　　〇公益財団法人明るい選挙推進協会会長

　　　　　　　　　　・都道府県選挙管理委員会連合会会長賞（２点）

　　　・熱海市内中学校　　岩崎さんの作品

　　　・浜松市内高等学校　竹内さんの作品

＊　明るい選挙啓発ポスターコンクール

・主　催　公益財団法人明るい選挙推進協会、都道府県選挙管理委員会連合会

　　　　　都道府県選挙管理委員会、市区町村選挙管理委員会

・概　要　子どもの頃から選挙に関心や親しみをもってもらうとともに、子どもの取組を

　　　　　通じて親の選挙への関心を高め、また、広く有権者に明るい選挙を周知するため、

　　　　　小学生・中学生・高校生を対象に明るい選挙をテーマとして行われるポスターコン

　　　　　クールで、今年度で第76回目となる。

・応　募　小学校、中学校、高等学校の児童・生徒が各市区町村選挙管理委員会に応募

・審　査　３段階で審査

　　　　　第１次審査　　　　　　　市区町村選挙管理委員会が実施

　　　　　第２次審査（県審査）　　都道府県選挙管理委員会が実施

　　　　　第３次審査（中央審査）　主催者が実施（※）

　　　　　※審査員：文部科学省・総務省・公益財団法人明るい選挙推進協会・都道

　　　　　　　　　　府県選挙管理委員会連合会の各代表

　　　　　※賞（２種）

　　　　　　　・文部科学大臣・総務大臣賞

　　　　　　　・公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会

                連合会会長賞

２　作品の活用　
　　第３次審査（中央審査）入選作品は令和７年度の選挙啓発に活用していく予定
   です。

（参考）今年度の明るい選挙啓発ポスターコンクールの結果
　　

応募学校数
（校）

市町選挙
管理委員会
への応募
作品数
（点）

Ａのうち
第２次審査
（県審査）
応募作品数

（点）

入選作品数
（点）

Ｂのうち
第３次審査
（中央審

査）提出数

第３次審査
　 （中央審査）※

入選数

Ａ Ｂ 文部科学 明推会長

小学生 150 1,311 124 30 10 0 0 
中学生 88 487 101 30 5 0 1 
高校生 12 182 23 10 5 0 1 

本

県 合　計 250 1,980 248 70 20 0 2 
小学生 4,651 46,322 314 6 21 
中学生 2,838 48,411 310 6 21 
高校生 368 4,895 276 6 18 

全

国 合　計 7,857 99,628 900 18 60 

３　展示会のご案内

　会　期　令和７年１月31日（金）～２月６日（木）

　時　間　平日　午前８時30分～午後６時00分

　　 　　 土日  午前10時00分～午後６時00分



　会　場　県庁別館21階展望ロビー

　内　容　第３次審査（中央審査）への提出作品及び第２次審査（県審査）の

　　　　　入選作品計70点



提 供 日 2024/12/23

タイトル 「ふじのくに むすびば」３周年記念キャンペーン

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-2975

１　概要
　　新たな生活様式に対応した県民の健康づくりを推進するため、静岡県健康づくり応援サイト「ふじのくに むすびば」の開設
３周年記念キャンペーンを実施します。アンケートに回答した人の中から抽選で５名様に静岡県産の農産物をプレゼントします。

２　期間
　　令和６年12月24(火)～令和７年１月19日(日)

３　応募方法
　　サイト「ふじのくに むすびば」から３周年記念キャンペーンのページにアクセスし、アンケートに回答
　　ＵＲＬ：https://musuviva.jp/thirdAnniv

４　アンケート項目
　　サイトの訪問目的、サイトの改善点、デジタル機器の利用状況等

５　商品
　　静岡県産「いちご（２パック）」、「お米（５ｋｇ）」、「みかん（１箱４ｋｇ前後）」のいずれか１つを抽選で５名様にプ
レゼント

６　抽選結果発表等
　　令和７年２月上旬に抽選を行い、当選者へ個別連絡

※静岡県健康づくり応援サイト「ふじのくにむすびば」とは
・多様な健康づくりの取組を集約したポータルサイトとして、令和３年12月に開設
・県内46種類のご当地体操やハイキング、減塩レシピ等健康づくりに役立つ動画を発信するほか、地域の「通いの場」など約
600カ所の活動の場を分かりやすく紹介

　　

https://musuviva.jp/thirdAnniv


提 供 日 2024/12/23

タイトル 日本平夢テラスの年末年始における休館及び特別開放

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2858

「日本平夢テラス」の年末年始における休館及び特別開放

　日本平夢テラスの年末年始における開館状況等について、お知らせします。

区　分 概　　要

年末の休館日
・令和６年12月26日（木）から31日（火）まで

　※展望回廊は、終日入場できます

年始の開館時間

＜元日＞
・午前９時から午後５時まで

　 ※ ３ 階 の 展望 テラスは 、 初日 の 出 に 合 わせて 、
　　 午前 ６ 時30 分 から ７ 時30 分 まで 特別開放 します

　※展望回廊は、終日入場できます

＜１月２日（木）以降＞
・午前９時から午後５時まで（日曜日から金曜日まで）
・午前９時から午後９時まで（土曜日）

　※展望回廊は、終日入場できます

詳細は、日本平夢テラスまでお問い合わせください。
　日本平夢テラス（静岡市清水区草薙600－１）
　　電話番号：054-340-1172
　　公式ＨＰ：https://nihondaira-yume-terrace.jp

https://nihondaira-yume-terrace.jp


提 供 日 2024/12/23

タイトル 【参加学生募集】2025年春の静岡県キャリア教育プロ
グラムを開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3557

【 参加学生募集！】
2025年春の静岡県キャ リ ア教育プロ グラ ムを 開催し ます！

１　要　旨
静岡県は、今年度２回目の静岡県キャリア教育プログラムを開催します。複数の県内企業での就業体験と事前・事後の学習を組み合わ

せ、大学生に地域の産業や企業の魅力を学ぶ機会を提供します（プログラムの内容は、大学生の県内定着を考えるキャリア教育検討会議に
おいて、産学官の関係者が連携して構築）。

今回のプログラムは、大学の春季休業期間となる令和７年２月から３月にかけての開催となり、現在参加いただける学生を募集していま
す。

　※キャリア教育の定義（中央教育審議会）
一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育

２　概　要
　(1) カリキュラム

日　程 場　所 内　容
 ・ガイダンス
 ・メッセージ「参加者に期待すること」
 《大学・企業関係者》

令和７年
１月

27日～２月
14日

オンデマンド
・講義「社会で働くことの理解と意識醸成」
　《静岡大学 宇賀田教授》

２月14日
静岡駅ビルパルシェ

７階貸会議室

事前
学習

・講義「静岡県の産業」
　《静岡産業大学 小泉教授》
・目標の設定
　《静岡大学 宇賀田教授》

２月17日～
２月28日

県内企業
企業
実習

計３～５日間の企業実習
（内容は各企業ごとに異なる）

３月４日 静岡市産学交流セン
ターＢ-nest

事後
学習

・プログラムの成果の発表
 ・参加者へのフィードバック（実習先企業関係者及び
   キャリア教育検討会議委員からのコメント等）
・まとめ
・参加学生と企業との交流
《静岡大学 宇賀田教授》

(2) 対象者：主に大学１・２年生（３・４年生の参加も可）
(3) 募集人数：30人程度
(4) 参加費：無料(各会場への交通費は自己負担）

３　申込情報
(1) 募集期間：令和６年12月12日（木）～令和７年１月17日（金）
(2) 申込先：ふじのくに地域・大学コンソーシアム専用ページから

　　（https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course03/career_kyouiku_programs/）
　
４　問い合わせ先

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局（運営委託先）
　　電話：054-249-1818
　　住所：〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1もくせい会館２階
　　ＵＲＬ：https://www.fujinokuni-consortium.or.jp

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course03/career_kyouiku_programs/
https://www.fujinokuni-consortium.or.jp


提 供 日 2024/12/23

タイトル 令和７年市町消防出初式の日程

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2074

～令和７年市町消防出初式の日程について～
　

　　新年を飾る伝統行事として、消防職団員の士気高揚と地域住民への防火意識の啓発を目的とした消防出初式が挙行されます。

１　期　間　　　　　令和７年１月４日（土）～１月13日（月）

２　場　所　　　　　県内35市町

４　内　容　　　　　式典、消防車両のパレード、消防車による一斉放水　等
（※ 地域によって内容や規模が異なります）

５　問合せ先等　　別紙「令和７年　消防出初式日程」を御参照の上、各市町に直接お問合せください。

晴天の場合 雨天の場合
支部 市町名 月日 曜日

時刻 会　　　場 時刻 会　　　場
下田市 1月4日 土 9:30 下田小学校体育館 9:30 下田小学校体育館 下

南伊豆町 1月4日 土 13:00 南中小学校グラウンド 13:00 南中小学校体育館

松崎町 1月4日 土 13:00 松崎町立松崎小学校
グラウンド 13:00 松崎町農村環境改善センター

文化ホール
西伊豆町 1月4日 土 13:00 西伊豆中学校体育館 13:00 西伊豆中学校体育館
河津町 1月5日 日 9:30 河津中学校体育館 9:30 河津中学校体育館

賀茂

東伊豆町 1月11日 土 13:30 町民体育センター 13:30 町民体育センター

熱海市 1月7日 火 10:00 熱海親水公園
レインボーデッキ 10:00 南熱海マリンホール

三島市 1月12日 日 13:00 三島市役所駐車場 13:00 三島市立南中学校体育館 三
函南町 1月12日 日 13:00 函南中学校体育館 13:00 函南中学校体育館 函
伊豆市 1月12日 日 14:00 狩野グラウンド 14:00 狩野ドーム 伊
伊東市 1月13日 月 9:00 伊東市観光会館 9:00 伊東市観光会館 伊

田方

伊豆の国市 1月13日 月 10:30 長岡総合会館
アクシスかつらぎ大ホール 10:30 長岡総合会館

アクシスかつらぎ大ホール

小山町 1月11日 土 13:00 小山町総合文化会館金太郎ホール 13:00 小山町総合文化会館金太郎ホール
御殿

行

御殿場市 1月12日 日 9:00 御殿場中学校体育館 9:00 御殿場中学校体育館 御殿
行政

清水町 1月12日 日 13:00 清水町役場駐車場 13:00 清水町体育館 清
長泉町 1月12日 日 13:30 ウェルピアながいずみ 13:30 ウェルピアながいずみ 長
裾野市 1月12日 日 14:00 裾野市役所駐車場 14:00 裾野市民体育館 裾

駿東

沼津市 1月13日 月 9:00 沼津市立第一小学校グラウンド 9:00 沼津市立第一小学校体育館 沼

富士宮市 1月11日 土 8:30 富士宮市役所 10:00 富士宮市民体育館 富

富士
富士市 1月12日 日 9:45

富士市文化会館
（ロゼシアター） 9:45

富士市文化会館
（ロゼシアター）

静岡 静岡市 1月12日 日 9:00 静岡市市民文化会館大ホール 9:00 静岡市市民文化会館大ホール

焼津市 1月4日 土 9:30 焼津市文化会館ほか 9:30 焼津市文化会館 焼

島田市 1月4日 土 9:30 島田市民総合施設
プラザおおるり　ほか 9:30   島田市民総合施設

プラザおおるり 島
志太

藤枝市 1月5日 日 9:30 藤枝市民会館 9:30 藤枝市民会館
藤枝

吉田町 1月4日 土 9:00 吉田町立自彊小学校 9:00 吉田町立自彊小学校
川根本町 1月5日 日 9:00 三ツ星学園　体育館 9:00 三ツ星学園　体育館 川榛原
牧之原市 1月5日 日 13:00 牧之原市立相良中学校 13:00 牧之原市立相良中学校 牧

掛川市 1月4日 土 9:50 掛川市三の丸広場 9:50 東遠カルチャーパーク
総合体育館「さんりーな」

御前崎市 1月5日 日 14:00 御前崎市民会館 14:00 御前崎市民会館
御

小笠

菊川市 1月11日 土 8:45 菊川市消防防災ヘリポート 8:45 小笠体育館

森町 1月4日 土 9:30 森町文化会館 9:30 森町文化会館
袋井市 1月5日 日 10:00 袋井中央ホール 10:00 袋井中央ホール 袋磐周
磐田市 1月19日 日 10:00 竜洋なぎの木会館 10:00 竜洋なぎの木会館

浜松市 1月11日 土 9:30 アクトシティ浜松展示イベントホール 9:30 アクトシティ浜松展示イベントホール
西遠

湖西市 1月12日 日 9:00 湖西市立岡崎中学校 9:00 湖西市立岡崎中学校体育館



提 供 日 2024/12/23

タイトル 令和６年静岡県推計人口年報集計結果～65歳以上人口
の割合は過去最高の31.3%に～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/12/24

タイトル 令和６年度普通交付税（県分・市町分）の増額交付に
ついて

担　　当 知事直轄組織政策推進局財政課、経営管理部市町行財

政課 市町行財政課

連 絡 先 財政課計画班、市町行財政課交付税班

TEL 054-221-2035(財政課)､2098(市町行財政課)

１　要旨
国税収入の補正等を財源とした令和６年度政府補正予算に伴い、令和６年度普通交付税の再算定が行われ、本日（12月

24日）、普通交付税が変更決定（増額）された。

２　変更決定額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　分 県分 市町分
　　当初決定額　 　Ａ 188,385 146,945
　　変更決定額　　Ｂ 204,232 161,895
　　増　額　分　　Ｂ－Ａ 15,847 14,950

３　再算定の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

算定項目 内　　容 県分 市町分
臨時経済対策費

(新規)
経済対策の事業の円滑な実施に必要な経費（令和６年
度限り）

2,994 3,285

給与改定費
（新規）

地方公務員の給与改定に必要な経費（令和６年度限
り）

4,881 5,996

臨時財政対策債償還
基金費
(新規)

令和７年度及び令和８年度における臨時財政対策債の
元利償還金の一部を償還するための基金の積立てに要
する経費（令和６年度限り）

7,549 5,189

調整額の復活
当初算定時に交付基準額から除かれていた減額分の復
活 423 480

計 15,847 14,950

４　不交付団体の状況（市町分）
　　今回の再算定により、富士市が不交付団体から交付団体となった。

不交付団体名
不交付
団体数

（参考）
R6当初不交付団体→R6再算定交付団体

御殿場市、湖西市、長泉町 ３ 富士市

５　再算定による増額分の交付
　　令和６年12月26日（木）

令和６年度 県内市町 普通交付税変更決定額　　　　　（単位：百万円）



※表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。



提 供 日 2024/12/24

タイトル 「浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会」
臨時総会の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

『浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会』

臨時総会が開催されます

浜松湖西豊橋道路は、三ケ日ジャンクションと三河港区域を連絡するとともに、東名・新東名高速道路、三遠南信自動車道及び名豊道路

（国道23号）等と合わせて三遠地域の広域交通ネットワークを形成する道路であり、現在、環境影響評価手続きなどが進められています。

このたび、本道路の実現に向け、関係市町村や民間団体からなる 「 浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会 」 の 取組体制 を 強化 するた

 め 、 静岡県及 び 愛知県 の 加盟 に 関 する 事項 を 議事 とする 臨時総会 が 、 下記 のとおり 開催されますのでお知らせします。

記

１　臨時総会

（1）日時　2025年(令和７年)１月７日（火）　午後４時15分から

（2）会場　愛知県庁本庁舎　６階　正庁

（名古屋市中区三の丸三丁目1‐2）

（3）総会次第

１　開　　会

２　会長挨拶

３　議　　事

　　・浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会規約改訂（案）について

　　・役員の選任について

４．閉　　会

 ２　主な出席者（予定）

　豊橋商工会議所　会頭 　神野　吾郎（かみの　ごろう）

　（浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会　会長）

　愛知県知事 　大村　秀章（おおむら　ひであき）

　静岡県交通基盤部長 　森本　哲生（もりもと　てつお）

　

３　取材について

　　　　取材を希望される場合は、令和７年１月６日（月）午後４時までに、「４　問合せ先」

　　　へ御連絡をお願います。

４　問合せ先

　　　静岡県交通基盤部 道路局 道路企画課 企画班（杉山、井上）

　　　電　話：054－221－3013

　　　メール：douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

（参考）

浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会（現在）

・設　立：2008年(平成20年)2月17日

・目　的：浜松湖西豊橋道路の建設促進を図ること 

・会　長：豊橋商工会議所会頭

・構成員：浜松市長、湖西市長、豊橋市長、新城市長、田原市長、

　　　　　設楽町長、東栄町長、豊根村長、浜松商工会議所会頭、

　　　　　各商工会会長、各農業協同組合の長等

mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/24

タイトル 【取扱期間の延長】令和６年台風第10号に伴う災害に
係る県制度融資「中小企業災害対策資金」取扱期間延
長

担　　当 経済産業部 商工業局商工金融課

連 絡 先 商工金融班

TEL 054-221-2525

（要旨）
県が９月３日から発動している県制度融資「中小企業災害対策資金」の取扱期間を

令和７年３月23日まで３か月間延長する。
 　今般、 国 が 県内全35 市町 に 発動 していたセーフティネット 保証 ４ 号 の 期限 の 延長 （ 令和 ６ 年

  12 月23 日 → 令和 ７ 年 ３ 月23 日 ） を 決定 したことから、同資金の取扱期間を延長するものである。
　なお、12月24日以降の令和６年台風第10号に伴う災害に係るセーフティネット保証４号
の対象は、 熱海市 のみとなる。

「中小企業災害対策資金」

　○融資条件等

○メリット
・県が10年間、金利の0.47％を補助することで、事業者負担を軽減

　 ・直接被害に対して、信用保証料を県が全額補助(セーフティネット保証４号利用時)(熱海市)



発 表 日 2024/12/24

タイトル 令和６年11月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課　　　　

富士山静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港の令和６年11月の搭乗者数は

58,668人となり、５か月連続で前年同月を上回った。

１　富士山静岡空港の令和６年11月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 19,206 11,596 60.4
　新千歳線 19,206 11,596 60.4
　　うちANA 9,462 4,223 44.6
　　うちFDA 9,744 7,373 75.7
　丘珠線 0 0 -
出雲線 4,872 3,359 68.9
福岡線 19,572 15,328 78.3
熊本線 0 0 -
鹿児島線 4,704 3,836 81.5
沖縄線 9,462 5,973 63.1
チャーター便 504 345 68.5

国内線計 58,320 40,437 69.3
ソウル線 19,278 16,307 84.6
上海線 1,800 1,236 68.7
杭州線 646 249 38.5
楡林線 - - -
チャーター便 670 439 65.5

国際線計 22,394 18,231 81.4
合計 80,714 58,668 72.7

  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和６年11月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 611 142 753

就航便数（便）　　　　b 588 122 710

就航率（％） 　　   (b/a) 96.2 85.9 94.3

３　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～11月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 134,734 94,267 70.0
　新千歳線 99,838 67,102 67.2
　　うちANA 53,950 32,692 60.6
　　うちFDA 45,888 34,410 75.0
　丘珠線 34,896 27,165 77.8
出雲線 38,776 22,451 57.9
福岡線 141,856 95,437 67.3
熊本線 3,360 2,149 64.0
鹿児島線 39,116 26,812 68.5
沖縄線 53,950 36,785 68.2
チャーター便 4,116 2,995 72.8

国内線計 415,908 280,896 67.5
ソウル線 101,304 84,207 82.9
上海線 34,632 21,486 62.0
杭州線 9,463 5,214 55.1
楡林線 2,760 1,706 61.8
チャーター便 1,549 915 59.1

国際線計 149,708 113,348 75.7
合計 565,616 394,244 69.7

  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。



４　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～11月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 4,461 905 5,366

就航便数（便）　　  　b 4,393 857 5,250

就航率（％）        (b/a) 98.5 94.7 97.8



提 供 日 2024/12/24

タイトル 台湾（台北）双方向チャーター運航に伴う見送り、出
迎え及び記念品の配布を行います

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野・大澤

TEL 054-221-3166

台湾（台北）双方向チャーター運航に伴う 見送り 、出迎え及び記念品の配布を 行います

富士山静岡空港利用促進協議会、富士山静岡空港株式会社及び静岡県では、チャイナエアラインによる台湾（台北桃園国際空港）との双

方向チャーター便の運航に合せ、見送り、出迎え及び記念品の配布を行います。

※台湾（台北）との運航は、令和２年３月、新型コロナウイルス感染症の影響により台北線が欠航となって以来、４年９か月ぶりの運航となります。

【概　要】

１　日　程：令和６年12月28日（土）

２　場　所：富士山静岡空港旅客ターミナル（１階国際線到着ロビー及び団体受付けカウンターほか）

３　主　催：静岡県、富士山静岡空港利用促進協議会、富士山静岡空港株式会社

４　内　容：

内　容 時　間 場　所 備　考
【出発】　見送り 9:40～10:40 空港１階団体受付けカウンター 記念品の配布

放水アーチ 10:40ころ 空港３階デッキ
当日の天候により、実施され
ない場合があります【到着】

出迎え 11:00～12:00 空港１階国際線到着ロビー 記念品の配布

５　問合せ先

取材希望の方は、12月25日(水)17時までに、以下の富士山静岡空港ホームページの撮影・取材申込フォームより、富士山静岡空港(株)

へ直接お申込みください。

　※申込先：https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/facility/toll-facilities-33378/

　※電話：0548-29-2001（富士山静岡空港(株)企画管理部）

　※搭乗客等を取材、撮影する場合は、必ず御本人の許諾を得てください。

【参　考】　双方向チャーター便 運航概要

(1)日　　程：令和６年12月28日（土）、31日（火）、令和７年１月３日（金）

(2)運 航 地：台北桃園国際空港－富士山静岡空港

(3)航空会社：チャイナエアライン（使用機材：A321neo、販売座席数：174席/便）

(4)運航スケジュール：　　　　　　　　　　　※全て現地時間（日本と台湾の時差：－１時間）

到着便 出発便　　　便
運航日

台北発 静岡着 静岡発 台北着

12/28（土） 06:55 10:40 11:40 14:30

利用客 台湾からの観光客（訪日） 日本からの観光客Ａ（訪台）

12/31（火） 7:00 10:45 11:45 14:35

利用客 日本からの観光客Ａ（帰国） 日本からの観光客Ｂ（訪台）

 1/ 3（金） 16:45 20:30 21:30 00:20

利用客 日本からの観光客Ｂ（帰国） 台湾からの観光客（帰国）

(5) 用機者・販売者：

区　分 用機者 販売者

アウトバウンド （株）エーエフシー
（株）エーエフシー、（株）エイチ・アイ・エス、
T-Lifeホールディングス（株）、（株）阪急交通社　※旅行商品

インバウンド チャイナエアライン チャイナエアライン　　　　　　　　  　　　　　　　　　※座席のみ

【参　考】

12月28日の便には、教育旅行視察調査団（主催：富士山静岡空港促進協議会）が搭乗します

令和６年度 教育旅行視察調査（台湾）について

（富士山静岡空港利用促進協議会 教育旅行委員会）
１　概　要

富士山静岡空港利用促進協議会教育旅行委員会は、教職員等、学校関係者を富士山静岡空港の就航先に派遣し、教育旅行の目的
地としてふさわしい候補地の視察を通じ、総合的に教育的効果を調査・検討を行い、優れた教育プログラムの開発・普及を図ることを目的と
して、教育旅行視察調査（台湾）を実施する。

２　内　容
(1)　主　催：富士山静岡空港利用促進協議会（事業名：教育旅行視察調査（台湾））
(2)　日　程：令和６年12月28日（土)～31日(火)　３泊４日
　　　　　　 （往復とも静岡-台北チャーター便を利用）
(3)　参加者：富士山静岡空港利用促進協議会教育旅行委員会　織田敦 委員長

（静岡県高等学校長協会 会長）
 学校関係者（５名）、 事務局（２名）　　　　　　　　　　 計 ８ 名

(4)　主な訪問先：

訪問先（順不同） 目　的

https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/facility/toll-facilities-33378/


Ｘpark

施設見学、海外で働く日本人駐在員の業務等理解

※八景島シーパラダイス関連の台湾現地法人による

施設

台北市立大安高級工業職業学校
学校生活及び国際交流取組み理解、意見交換

※国際教育旅行の台北市における幹事校

静岡県台湾事務所
静岡県内学校の台湾への教育旅行実施状況及び台

湾との教育交流理解

中正紀念堂、故宮博物院、士林夜市、十

分、九份老街
観光資源視察

３　その他
富士山静岡空港促進協議会による就航先への教育旅行視察先（過去10年間）

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

視察先 台湾 台湾
台湾
九州

シンガ
ポール

マレーシ
ア

沖縄

タイ
沖縄

韓国
沖縄

中止
出雲
沖縄

北海道
九州

沖縄
韓国



提 供 日 2024/12/24

タイトル 富士山静岡空港における年末年始の予約状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港 における 年末年始 の 予約状況

１　要旨
　　富士山静岡空港において定期便を運航する航空会社から、富士山静岡空港発着便の年末年始（12/27から１/５まで）における予約状況
の提供がありましたので、お知らせします（12/24現在）。
　
２　予約状況(○:空席あり ▲:残りわずか ■:空席待ち受付中又は満席 ※各社基準による)

【国内線】（コードシェア分は除く）

（予約案内）

　・ＡＮＡ（ＮＨ）　　　　　電話：０５７０－０２９－２２２（国内線）

　・ＦＤＡ　　　　　　　　　電話：０５７０－５５－０４８９

　・ＪＡＬ（ＪＬ）　　　　　電話：０５７０－０２５－０７１（国内線）

※予約のお問合せについては、各航空会社に御連絡ください。
【国際線】（コードシェア分を含む）

※台北線：12/28、31、1/3はチャーター便が運航するが、左記以外は欠航
（予約案内）
　・チェジュ航空（７Ｃ）　　　　　　電話：０５７０－００１－１３２
　・中国東方航空（ＭＵ）　　　　　　電話：０５４－６５２－１２１２
　・北京首都航空（ＪＤ）　　　　　　電話：０６－６２６４－１７８８
　・香港エクスプレス（ＵＯ）　　　　電話：０３－４４８７－０２６４
　・ＪＡＬ（ＪＬ）　　　　　　　　　電話：０５７０－０２５－０３１（国際線）
　・キャセイパシフィック航空（ＣＸ）電話：０３－４５７８－４１３２
※予約のお問合せについては、各航空会社に御連絡ください。



提 供 日 2024/12/24

タイトル 急な病気やけがでお困りの際は、救急安心電話相談窓
口（#7119）をご利用ください

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 危機管理部消防保安課

TEL 054-221-2073

～急な病気やけがでお困りの際は、救急安心電話相談窓口(#7119)をご利用ください～

　年末年始では、多くの医療機関が休診となり、県民の皆様が急な病気やけがでお困りになることがあると思われます。

　救急安心電話相談窓口(#7119)では、「病院に行ったほうがいいのか」、「救急車を呼んだほうがいいのか」、判断に迷った際に、相談員(看

護師)が電話でアドバイスをします。

　年末年始(12月28日(土)～１月５日(日))は、24時間体制で窓口を開設しておりますので、急な病気やけがでお困りの際は、

「＃」を押してから「７１１９」にお掛けください。

○救急安心電話相談窓口(#7119)の概要

区　分 内　容

開設時間

　・平　　　日：18時～翌朝８時
　・土　曜　日：13時～翌朝８時
　・日曜・祝日：８時～翌朝８時
　※年末年始(12月28日(土)～１月５日(日))は24時間開設

電話番号
　局番なしで、「＃」を押してから「７１１９」にお掛けください。
　※ダイヤル回線、IP電話、県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑
　　の一部）の方は、「054-204-7119」にお掛けください。

対象区域 　県内全域

対 象 者
　概ね15歳以上の県内在住者、一時滞在中の観光客など
　※概ね15歳未満のお子さまの相談は、
　　静岡こども救急電話相談(＃8000)をご利用ください。

相談窓口
の 機 能

　・医療機関の受診に関する助言
　・救急車要請の要否
　・医療機関案内
　・その他の相談窓口の紹介　　　ほか

○利用方法に関する動画の公開について

　県民の皆様に#7119の利用方法を知っていただくため、県ホームページに動画（15秒ver及び70秒ver）を公開しましたので、是非ご覧くださ

い。

　（URL）https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html


提 供 日 2024/12/24

タイトル 県政を身近に。インフルエンサーひかりんちょ×県民
だよりコラボ企画第一弾「清水港をフカボリ！」

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民広報班

TEL 054-221-2233

県政を身近に。インフルエンサーひかりんちょ×県民だよりコラ
ボ企画

第一弾「清水港への大型クルーズ船の寄港をフカボリ！」
１　概要
　「しずおか県民だより」をより多くの県民の皆さまにご覧いただくために、静岡県在住のインフルエンサーひかりんちょさんと
コラボ企画を開始します。
　今回、第一弾として、ひかりんちょさんが「清水港への大型クルーズ船の寄港」を現地取材した記事をWEB公開します。

２　内容
　公開場所　フカボリ＃県民だより（ふじのくにメディアチャンネル内）https://fmc.pref.shizuoka.jp/article_post/7520/

　公開記事タイトル　ひかりんちょのフカボリ！清水港に大迫力の大型クルーズ船が寄港！
　しずおか県民だより令和６年12月号の特集記事「インフラがつなぐ、地域の未来」で紹介した「新たなにぎわいをうみだす清水
港」の取り組みを、さらに詳しくフカボリ取材しました。大型クルーズ船の来航による街の変化や外国の方に静岡を知ってもらう
ための工夫などを清水港客船誘致委員会の担当者へ直撃！当日の大型クルーズ船の寄港の様子と併せてご紹介します。

※ しずおか県民だより令和６年12月号　
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/johoshi/kenmin/1061761/1067355/index.html

３　ひかりんちょさんとのコラボ企画（今後の予定）
　WEBでも「しずおか県民だより」を読める、をテーマに、令和７年３月まで、若年層への発信力のあるインフルエンサー「ひか
りんちょ」氏とコラボした企画を実施。紙面発行（毎月１日）と併せ、同氏のSNS（X,Instagram）での発信や紙面で掲載しきれな
い担当者の思いなどをWEB記事として紹介（フカボリ＃県民だより）などを行う。
　第二弾の取り組みとして、同氏による県庁紹介動画を制作（１月下旬撮影予定）。

４　県民だより概要
　県政の動きや、県が取り組んでいる施策などをわかりやすく解説し、また、イベントや各種募集、講座、講演会などのお知ら
せ、地域の情報や話題を紹介しています。
　インターネット版、PDF版、音声版、点字版をご覧いただけます。
　隔月で新聞折込をしている他、WEB版でも公開しております。詳細はこちら。
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/johoshi/kenmin/index.html

●ひかりんちょさんプロフィール
　静岡県在住のタレント。10代後半から20代前半の女性から強い支持があり、Instagramフォロワー数は20万人。メディアなどへ
の出演の他、モチベーショナルスピーカー(悩みを抱える人たちに寄り添い、元気になるよう応援)として活動。
　直近では、第50回衆議院議員総選挙の啓発キャラクターに就任。

https://fmc.pref.shizuoka.jp/article_post/7520/
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/johoshi/kenmin/1061761/1067355/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/johoshi/kenmin/index.html


提 供 日 2024/12/24

タイトル 【メタバースお正月企画第一弾】お正月は
「MetaverseSHIZUOKA」で富士山のご来光を！

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班、県民のこえ班

TEL 054-221-2976

お正月は「MetaverseSHIZUOKA」で富士山のご来光を！
～静岡県のメタバース空間「MetaverseSHIZUOKA」お正月企画　第一弾～

　

●MetaverseSHIZUOKAお正月企画　第一弾

静岡県が運営するメタバース空間「MetaverseSHIZUOKA」が、2025年１月１日(水)～１月20日(月)の期間限定で
「FujiSkyDeck（フジスカイデッキ）」のお正月バージョンを公開いたします。
空間にアクセスすると、富士山頂からご来光を見られるほか、この期間だけの体験型コンテンツも多数用意しています。
パソコンやスマートフォンから気軽にアクセスできるため、メタバースを初めて体験する方にもお楽しみいただけます。
　「MetaverseSHIZUOKA」を通じて、新年のスタートにふさわしい特別な体験をお届けします。

「FujiSkyDeck（フジスカイデッキ）」のアクセスはこちら：https://door.ntt/e58qDfD/FUJI-Sky-Deck

【企画について】
１　ふじっぴー開運みくじ

静岡県のマスコットキャラクター「ふじっぴー」が、2025年の運勢を占う「ふじっぴー開運みくじ」を用意しました。
複数のふじっぴーの中から一つを選ぶと、その先におみくじが登場します。
おみくじは全3種類。それぞれのふじっぴーがどんなコメントをくれるのかお楽しみください。

２　巨大鏡餅オブジェを作ろう

アバターを使って、巨大な鏡餅を自分で組み立てる体験ができます。
完成した鏡餅はフォトスポットとしてもお楽しみいただけます。ぜひ、お餅を背景に記念撮影をしてください。

３　火口で足湯交流スペース

https://door.ntt/e58qDfD/FUJI-Sky-Deck


火口側には足湯を設置し、アバター同士が交流できるスペースを用意しました。
遠く離れてお正月を一緒に過ごせない家族や友人とも、仮想空間で合流し、会話を楽しむことができます。

４　推しお雑煮投票

地域や家庭ごとに異なるお雑煮の味わい。その中から、あなたの“推し”のお雑煮に投票してみませんか？
お正月の定番料理をテーマに、一番人気のお雑煮をみんなで楽しく決めましょう。
＜投票期間＞
2025年１月１日（水）０時～1月1５日(水)15時
＜投票結果発表＞
2025年1月１７日（金）10時
メタバース空間に投票結果を掲示

【お正月バージョンについて】
　2025年１月１日(水)０時より公開し、１月20日(月)12時に通常バージョンに戻ります。
※2025年１月１日(水)０時より前からアクセスは可能ですが、通常バージョンとなります。

■本リリースに関するお問合せ先
静岡県　知事直轄組織　知事戦略局　広聴広報課
住所：静岡市葵区追手町9番6号
TEL：054-221-2976
FAX：054-254-4032
MAIL：PR@pref.shizuoka.lg.jp
担当：宮原・大石

株式会社リプロネクスト
住所：新潟県新潟市西区小針が丘2-54 2F
TEL：050-5319-5206
MAIL：info@lipronext.com
担当：高橋

mailto:PR@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:info@lipronext.com


提 供 日 2024/12/25

タイトル 「令和６年度第１回静岡県河川審議会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 河川企画班　今村

TEL 054-221-3038

「令和６年度第１回静岡県河川審議会」を開催します

　「令和６年度第１回静岡県河川審議会」を開催します。
　熱海市を流れる二級河川上多賀大川水系、熱海宮川水系、熱海仲川水系、鍛冶川水系、水神川水系の河川整備基本方針（原案）
について審議を行います。

記

１　日　時　　令和７年１月14日（火）　13時30分から15時00分（予定）

２　会　場　　静岡県庁別館２階第１会議室ＣＤ（静岡市葵区追手町９番６号）

３　議　題　　上多賀大川水系、熱海宮川水系、熱海仲川水系、鍛冶川水系、
　　　　　　　水神川水系の河川整備基本方針について

４　委　員　　

氏名（敬称略、五十音順） 役職等
秋山　信彦 東海大学海洋学部　教授
浅見　佳世 常葉大学大学院環境防災研究科　教授
荒井　歩 東京農業大学地域環境科学部　教授

上原　広彦 （株）静岡新聞社　編集局次長兼ニュースセンター長
大石　哲 神戸大学都市安全研究センター　教授

絹村　敏美 静岡県土地改良事業団体連合会　専務理事
五味　響子 静岡市番町市民活動センター　センター長
高梨　成子 （株）防災＆情報研究所　代表
知花　武佳 政策研究大学院大学　教授
渡村　マイ （一社）ＳＡＣＬＡＢＯ　代表理事
守屋　司子 静岡県環境カウンセラー協会　理事
賴重　秀一 静岡県河川協会長（沼津市長）

５　傍　聴　　傍聴定員は10名です。定員になり次第受付を終了します。
　　　　　　　傍聴を希望される方は、直接会場にて午後１時から受付願います。

６　取　材　　取材可能です。
　　　　　　　取材を希望される方は、直接会場にて午後１時から受付願います。

７　問合せ先　静岡県　交通基盤部　河川砂防局　河川企画課　河川企画班
　　　　　　　TEL：054-221-3038

（参考１）
河川整備基本方針：河川法第16条に基づき、水系ごとに計画高水流量その他当該河川の河川工事及び河川維持について基本となる
事項について定めるもの

（参考２）
審議対象となる水系について
今回、審議対象となる水系は以下のとおりです。



提 供 日 2024/12/25

タイトル 令和６年度第２回入札監視委員会の審議結果

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

令令令和和和６６６年年年度度度

第第第２２２回回回静静静岡岡岡県県県入入入札札札監監監視視視委委委員員員会会会ののの審審審議議議結結結果果果

　県の入札及び契約手続の適正な執行とその過程並びに契約内容の一層の透明性を確保するため、令和６年度第２回静岡県入札監視委員会を

開催しました。審議結果は、以下のとおりです。

１ 委員会開催

　(1)日時　令和６年12月20日（金）午後１時30分～午後３時30分

  (2)場所　県庁別館９階特別第二会議室

２ 議事

　(1) 入札・契約手続の運用状況の報告（令和６年４月～令和６年９月）
　　ア　予定価格250万円を超える工事件数（1,361件）
　　　　内訳：制限付き一般競争入札1,032件、通常指名競争入札274件、随意契約55件
　　イ　入札参加停止措置の状況
　　ウ　談合情報等
　(2) 抽出事案に関する説明及び審議
　　　令和６年度[第36-V1240-01号]妻良漁港施設機能強化工事（北防波堤基礎改良工）
    （11-01）ほか４件
　　 
３ 審議結果

　 抽出事案に対する意見の具申、勧告、入札結果に対する調査指示はなし。



提 供 日 2024/12/25

タイトル 「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」
自動運転実証実験　令和６年度第３弾～富士市～

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 イノベーション推進班　花村

TEL 054-221-2497

　今年度の「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」※の公道実証実験第３弾を
富士市内で行います。今回は、県と富士市が連携して実施し、県が新富士駅―富士
駅間で富士市が富士見台地区で実証実験を行います（下図を参照）。
 ・ 実験概要

　 富士市役所 には 、 コントロールセンターを 設置 し 、 ２ つのコースを 走 る 車両 を
 １ 箇所 で 監視 します 。 （ 県内初 ）
※しずおかShowCASEプロジェクトは、自動運転の実用化を目指して、自動運転技術の検証、
　交通サービスとしての活用可能性の検証などを目的に、公道で実施している自動運転の
　実証実験です。（令和元年度～）

 ・ 乗車方法 （ 運賃 ： 無料 ）
　LINEの専用予約サイト(別添チラシ）から申込が可能です。
　１月８日（水）10時から予約開始(乗車した方には、アンケート調査を依頼予定)

 ・ 報道関係者向 け 試乗枠 の 設定及 び 取材対応
　１月15日は、報道関係者向け試乗枠を設定し、また、コントロールセンターにて
　取材対応を行いますので、希望者は県建設政策課まで連絡をお願いします。
 （１月15日の都合が合わない場合も期間中は担当者が現地にいるため対応が可能）



提 供 日 2024/12/25

タイトル 経営革新計画の承認（令和６年11月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和６年11月の経営革新計画を30件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部10件、中部８件、西部12件となっており、市町別では浜松市が最多の７件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で10件となっています。

１　令和６年11月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 10件 ８件 12件 30件 163件

　

２　市町別内訳

　　 東部
区分 　　沼津市 富士市 三島市 伊豆の国市 伊豆市
件数 　　　１件 ６件 １件 　　 １件 　１件

　　　 中部
区分 　　静岡市 焼津市 藤枝市 　島田市 吉田町
件数 　　　１件 ３件 １件 　　 １件 　１件

　　
区分 　川根本町

 件数 １件

　　 西部
区分 浜松市 　　磐田市 　 掛川市 　 菊川市 　　袋井市
件数 ７件 　　　１件 　　　２件 　　 １件 　　　１件

　３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 10件 ２件 ０件 ０件 ６件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
　件数 ６件  １件  ０件 ５件  ０件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ５版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
 https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf


提 供 日 2024/12/25

タイトル TECH BEAT Shizuokaとイノベーション拠点「FUSE」の
連携イベントを開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

TECH BEAT Shizuokaとイノベーション拠点「FUSE」の連携イベントを開催します！

１　要　旨
　TECH BEAT Shizuoka 実行委員会（事務局：静岡県、静岡銀行）は、令和６年７月にグランシップ（静岡市駿河区）で開催した「TECH BEAT 
Shizuoka 2024」により醸成されたオープンイノベーションの機運を全県に展開していくため、静岡県内のスタートアップ支援拠点と連携し
たイベントを開催しています。
　今回は、浜松いわた信用金庫が運営するFUSE（浜松市中央区）と連携し、米国ラスベガスで開催される世界最大規模のテクノロジー展示会
「CES」参加企業の取組を紹介し、世界の潮流、イノベーション促進のためのヒントを学んだ後、浜松の企業経営者による新規事業への挑戦
をテーマとしたトークセッションを実施します。ぜひ御参加ください（要事前登録）。

２　TECH BEAT Shizuoka × FUSE 連携イベント

区　分 内　容
タイトル TECH BEAT Shizuoka 2024 AFTER BURNER＃3：DRAWING THE NEXT.
日　時 令和７年１月28日（火）15:00から18:00まで
会　場 FUSE（浜松市中央区鍛冶町100-1ザザシティ浜松中央館B1F）
主　催 TECH BEAT Shizuoka 実行委員会（事務局：静岡県、静岡銀行）

FUSE（浜松いわた信用金庫）
対　象 新規事業担当者、経営者等（定員50名／先着順／参加無料）

プログラム
15:00～
15:10

挨拶

15:10～
16:10

 第 １ 部 「CES 2025 」 に 見 るイノベーションの 起 こし 方 」
・中西 裕子 氏(資生堂グローバルイノベーションセンターブランド価値開発研究所グループマネージャー)
・加藤 友規 氏(日本テレビホールディングス株式会社経営戦略局R＆Dラボ部次長)
（モデレーター）
・西村 真里子 氏(株式会社HEART CATCH代表取締役／TECH BEAT Shizuokaプロデューサー)

16:15～
17:15

 第 ２ 部 「 浜松 アトツギ 企業 が 生 み 出 す 新規事業 の 醍醐味 ・その 悩 み 」
・伊達 善隆 氏(株式会社鳥善代表取締役)
・鳥居 大資 氏(鳥居食品株式会社代表取締役)　
・中西 裕子 氏(資生堂グローバルイノベーションセンターブランド価値開発研究所グループマネージャー)
・加藤 友規 氏(日本テレビホールディングス株式会社経営戦略局R＆Dラボ部次長)
（モデレーター）
・西村 真里子 氏(株式会社HEART CATCH代表取締役／TECH BEAT Shizuokaプロデューサー)
・堀内 健后 氏(Carbide Venturesゼネラル・パートナー/TECH BEAT Shizuokaプロデューサー) 

17:25～
18:00

名刺交換会

参加申込 下記URLからお申し込みください。※締切：1月24日（金）                
https://form.run/@tbs-annual-250128

＊当日会場での取材を希望される場合は1/27（月）正午までに上記担当あてに御連絡ください。
＊イベントの内容は変更となる可能性があります。

https://form.run/


発 表 日 2024/12/25

タイトル 男女ともに健康寿命日本一！新たな都道府県別健康寿
命の公表

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2404

新たな都道府県別健康寿命の公表について

１　概　要
　　昨日、12月24日に厚生労働省が開催した第４回健康日本21（第三次）推進専門委員会において、令和４年の都道府県別健康寿
命が公表された。

２　本県健康寿命の状況（前回（Ｒ１)との比較）
　・男性が、73.75歳（＋0.30歳）、全国順位１位（前回５位）
　・女性が、76.68歳（＋0.10歳）、全国順位１位（前回５位）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：歳）

H22(2010)年 H25(2013)年 H28(2016)年 R1(2019)年 R4(2022)年
 

静岡県 全国 静岡県 全国 静岡県 全国 静岡県 全国 静岡県 全国

男　性
71.68
(２位)

70.42
72.13
(３位)

71.19
72.63
(６位)

72.14
73.45
(５位)

72.68 73.75
(１位)

72.57

女　性
75.32
(１位)

73.62
75.61
(２位)

74.21
75.37
(13位)

74.79
76.58
(５位)

75.38 76.68
(１位)

75.45

公表時期 H24.6 H27.12 H30.3 R3.12 R6.12

【参考】分析等
項　目 　

算出方法
・健康寿命は国が、「死亡率」と「不健康割合※」から算出している。
　※不健康割合とは、国民生活基礎調査における「日常生活の制限に関す
る質問」の結果から算出。

分析
・年齢調整死亡率は、前回(R1)と比べ、男女とも増加（全国的にも増加）。
　（人口10万対　男：R1 1,354↗R4 1,407、女：H22 762↗R4 784)
・不健康割合は、前回(R1)と比べ、男女とも減少。
　（人口千対　男：R1 107.1↘R4 105.7、女：R1 128.2↘R4 127.4)

延伸の
要因

・市町や医療保険者、地域の事業所や関係団体等との連携による、地域総
ぐるみでの健康づくりの展開が図られた成果と考える。

３　他県の状況
男性 女性

　
　 前回順位 　 前回順位

１位 静岡県 73.75歳 ５位 静岡県 76.68歳 ５位

２位 石川県 73.60歳 12位 山口県 76.43歳 32位

３位 山梨県 73.47歳 ２位 岐阜県 76.20歳 11位

４位 群馬県 73.37歳 ６位 山梨県 76.16歳 ２位

５位 神奈川 73.28歳 11位 宮崎県 76.13歳 ３位

４　今後の対応
　・死亡率を減少させるため、従来、行ってきた生活習慣病の発症予防・重症化予防をさらに推進する。
　・不健康割合を改善させるため、社会参加の機会の創出、居場所づくりの推進など、社会環境の改善に取り組んでいく。
　・科学的知見に基づく健康施策を推進するため、静岡社会健康医学大学院大学における研究成果の社会実装を進めるとともに、
引き続き、市町や医療保険者、事業所、各種団体、大学等と連携し、県民総ぐるみでの健康づくり運動を展開していく。

【参考資料】
　厚生労働省「第４回　健康日本21（第三次）推進専門委員会　資料」
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47780.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47780.html


提 供 日 2024/12/25

タイトル 静岡県新型インフルエンザ等対策行動計画案への意見
を募集します

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 県庁駐在

TEL 054-221-2402

１　要旨
　静岡県新型インフルエンザ等対策行動計画は、新型インフルエンザ等対策特別措置法第７条に基づき、新型インフルエンザ等への対策強化
を図り、県民の生命及び健康を保護し、県民生活及び地域経済に及ぼす影響を最小となるようにするためのものです。
　現行の計画を改定するにあたり、県民の皆様から広く御意見を募集します。　

２　閲覧方法
　静岡県ホームページ上に掲載

アドレス：http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
　　（ホーム > 県政情報 > 行政改革・情報公開 > 情報公開 > 静岡県の情報公開 > 静岡県の情報公開制度について > 県民意見

提出手続 ）

３　募集期間
　令和６年12月25日（水）から令和７年１月22日（水）まで

４　応募方法
　持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書（様式自由）を提出してください。
　なお、いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には、氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してくだ
さい。

５　提出先
（１）持参又は郵送の場合
　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　健康福祉部医療局感染症対策課（県庁 西館３階）
（２）ファクシミリの場合
　　　054-251-7188（健康福祉部医療局感染症対策課）
（３）電子メールの場合
　　　byouin-kyoutei@pref.shizuoka.lg.jp

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:byouin-kyoutei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/25

タイトル 難病患者に対する県有施設の利用料金の減免について
の県民意見募集

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 難病対策班

TEL 054-221-3393

難病患者に対する県有施設の利用料金減免の県民意見募集（パブリックコメント）を実施

１　趣旨
　利用料金を徴する県有施設の多くは、障害者基本法に基づき、障害者への施設利用料等の減免を実施していますが、障害者手帳
を持たない難病患者は、利用料金の減免対象となっていません。
　県では、難病患者の社会参加を支援するため、県有施設の利用料金の減免対象に指定難病患者を加える規則改正を行うこととし
ました。
　つきましては、この規則（案）に対する県民の皆様からの御意見を広く募集します。

２　募集期間
　令和６年12月25日（水）から令和７年１月22日（水）まで

３　閲覧方法
　インターネットで静岡県ホームページから閲覧が可能
　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
　（ホーム→パブリックコメント→県民意見提出手続（募集中））

４　意見の提出方法
・郵送、持参、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見を提出してください（様式任意）。
・電話での御意見は御遠慮願います。
・いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

５　提出先
(1) 郵送又は持参の場合
　　〒420-8601 静岡市葵区追手町９－６
　　静岡県健康福祉部医療局 疾病対策課（県庁西館３階）
(2) ファクシミリの場合
　　０５４－２５１－７１８８
(3) 電子メールの場合
　　shippei@pref.shizuoka.lg.jp

６　備考
　いただいた御意見については、類似するものをまとめた上で、御意見に対する県の考え方を県のホームページでお示しします。
御意見をお寄せいただいた方に対して直接回答はいたしませんので、御了承ください。
　また、いただいた個人情報は、この意見募集の内容確認のみに利用します。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:shippei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/25

タイトル 静岡県社会的養育推進計画（案）のパブリックコメン
トの実施

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-2922

静岡県社会的養育推進計画（案）に対する意見を募集します
～県民意見提出手続（パブリックコメント）の実施～

　児童養護施設や里親家庭で生活する社会的養育を必要とする児童が、より家庭的な環境で生活する健やかに成長できる環境を保
障するために令和２年３月に策定した「静岡県社会的養育推進計画」について、令和４年の児童福祉法の改正や、国が示した計画
の策定要領を踏まえ、計画の全面的な改定を行います。この計画は、静岡県、静岡市及び浜松市が共同して策定します。
　この計画の策定にあたり、広く県民の意見を募集し、計画へ反映させるため、以下のとおり県民意見提出手続（パブリックコメ
ント）を実施しますので、お知らせします。

１　募集期間

　　令和６年12月25日（水）から令和７年１月22日（水）まで

２　資料の閲覧方法

　　静岡県ホームページ

　　[http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu]

　　（ホーム→パブリックコメント→県民意見提出手続（募集中））

３　意見の提出方法

　　・郵送、持参、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見を提出し

　　　てください（様式任意）。

　　・電話での御意見は御遠慮願います。

　　・いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には

　　　氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

４　意見の提出先

　（１） 持参又は郵送の場合

　　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６（県庁西館３階）

　　　　静岡県健康福祉部　こども未来局　こども家庭課　こども家庭班

　（２） ファクシミリの場合

　　　　０５４－２２１－３５２１

　　　　　　静岡県健康福祉部　こども未来局　こども家庭課　こども家庭班

　（３） 電子メールの場合

　　　　kokatei@pref.shizuoka.lg.jp

５　留意事項

　　　いただいた御意見に対する県の考え方は、類似するものをまとめた上で、県

　　のホームページでお示しします。

　　　御意見をお寄せいただいた方に対して直接回答はいたしませんので御了承く

　　ださい。

　　　また、いただいた個人情報は、この意見募集の内容確認のみに利用します。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:kokatei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/25

タイトル 「第五次静岡県ひとり親家庭自立促進計画(案)」に係
る県民意見提出手続（パブリックコメント）を実施し
ます

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

「第五次静岡県ひと り 親家庭自立促進計画（案）」に係る
県民意見提出手続（パブリックコメ ント）を 実施します

　
　県では、ひとり親家庭の自立と生活の安定を図るため、令和２年３月に策定した「第四次静岡県ひとり親家庭自立促進計画」に基づき
施策を実施しています。
　今年度、現計画の評価、直近のひとり親家庭等実態調査等の結果のほか、国の「こども大綱」や改正民法の趣旨等を踏まえ、「第五次静
岡県ひとり親家庭自立促進計画」を策定します。

　この計画の策定に当たり、広く県民の意見を募集し、計画へ反映させるため、下記のとおり県民意見提出手続（パブリックコメント）を
実施しますので、お知らせします。

１　意見募集期間
　　令和６年12月25日（水）から令和７年１月22日（水）まで

２　閲覧の方法
　　静岡県ホームページ上に掲載
　　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

３　意見の提出方法と提出先
　（１） 持参・郵送の場合
　　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　　静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課（県庁西館３階）
　（２） ファクシミリの場合
　　　　054-221-3521（静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課）
　（３） 電子メールの場合
　　　　kokatei@pref.shizuoka.lg.jp

４　留意事項
　(1) いただいた御意見の内容について照会させていただく場合がありますので、意見
　　　書には氏名、住所及び連絡先を明記してください。
　(2) 類似する御意見をまとめた上で、御意見に対する県の考え方を県のホームページ
　　　でお示しします。御意見をお寄せいただいた方に対して直接回答はいたしません
　　　ので御了承ください。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:kokatei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/25

タイトル しずおかこども幸せプラン（案）への御意見を募集し
ます　～県民意見提出手続（パブリックコメント）の
実施

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2608

しずおかこども幸せプラン（案）への御意見を募集します

～　県民意見提出手続（パブリックコメント）の実施　～

令和５年４月に施行された「こども基本法」に基づき、国が政府全体のこども施策の基本的な方針等を定めた「こども大綱」が同年12月に
閣議決定されたことを受け、本県においても、新たにこども・若者及び子育て当事者に関する施策の新たな指針となる「しずおかこども幸せ
プラン」を策定します。
この計画の策定にあたり、広く県民の意見を募集し、計画へ反映させるため、下記のとおり県民意見提出手続（パブリックコメント）を実

施しますので、お知らせします。

１　計画の概要
　　「こども基本法」「こども大綱」の趣旨に則り、すべてのこども・若者を個人として
　尊重し、最善の利益を考慮するとともに、こども・若者をライフステージを通じ切れ目
　なく支援していくため、現行の「ふじのくに若い翼プラン」と「ふじさんっこ応援プラ
　ン」のもと推進してきた施策を一元的に策定。

２　意見募集期間　
　令和６年12月25日（水）～令和７年１月22日（水）　

３　閲覧の方法
　インターネットで静岡県ホームページから閲覧ができます。
　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu 
　（ホーム →　パブリックコメント →　県民意見提出手続（募集中） ） 

４　意見の提出方法
　　ふじのくに電子申請システム、郵送、持参、ファクシミリ又は電子メールのいずれか
　の方法で意見書を提出してください。
　（電子申請システム以外からの提出の場合は、様式を御利用ください。）
　　なお、いただいた御意見の内容について照会させていただく場合がありますので、
　意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

５　意見の提出先
　(１)　ふじのくに電子申請システムの場合
　　　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14510
　(２)　郵送・持参の場合
　　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号（県庁西館３階）
　　　　静岡県健康福祉部 こども未来局 こども未来課 少子化対策班
　(３)　ファクシミリの場合
　　　　０５４－２２１－３５２１
　　　　静岡県健康福祉部 こども未来局 こども未来課 少子化対策班
　(４)　電子メールの場合
　　　　kodomo-m@pref.shizuoka.lg.jp

６　その他
　・いただいた御意見（類似する御意見はまとめた上で）に対する県の考え方は、県の
　　ホームページでお示しします。
　　御意見をお寄せいただいた方に対して直接回答はいたしませんので御了承ください。
　・また、電話での御意見は御遠慮ください。

７　問合せ先
　静岡県健康福祉部こども未来局こども未来課少子化対策班（電話番号：054-221-2608）

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14510
mailto:kodomo-m@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/25

タイトル 丹野智文氏講演会/映画「オレンジ・ランプ」上映会 
参加者募集中！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班　澤田

TEL 054-221-3250

丹野智文氏講演会/映画「オレンジ・ランプ」上映会 参加者募集中！

　静岡県では、多くの県民の皆様に認知症について理解を深めていただくため、39歳で認知症と診断された丹野智文さんの講演
会を開催します。
　また、当日は丹野さんをモデルにした映画「オレンジ・ランプ」も上映します。
　認知症当事者のお話を伺う貴重な機会となりますので、是非ご参加ください。
　
１ ． 概　 要

日　　時   令和７年２月５日（水）13：30～16：00

会　　場
  しずぎんホールユーフォニア
（静岡市葵区追手町1－13アゴラ静岡８階）

内　　容 　丹野智文氏講演会
　映画「オレンジ・ランプ」開催上映会（100分）

対　　象 　一般に広く参加者を募集

定　　員   400名

参 加 費   無　料

　 ～丹野智文氏 プロフ ィ ール～
・1974年　宮城県生まれ。ネッツトヨタ仙台勤務。

・39歳のときに若年性アルツハイマー型認知症と診断される。

・診断後は営業職から事務職に異動し、勤務を続けながら、

　不安を持っているご本人のためのもの忘れ相談窓口「おれんじ

　ドア」実行委員会代表を務める。

・休日を利用して自らの経験を語る活動に力を入れている。

２ ． 詳細及び申込

（ 公財） し ずおか健康長寿財団（ 事業受託者）

・電話番号：054-253-4221

・担当：沖・五島

・ＵＲＬ：https://www.sukoyaka.or.jp/service/service_category/dementia/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

https://www.sukoyaka.or.jp/service/service_category/dementia/


　



提 供 日 2024/12/25

タイトル 【参加者募集】しずおかカーボンニュートラル金融コ
ンソーシアム企業向けセミナー「欧州の脱炭素政策か
ら学ぶ日本の中小企業の未来」開催

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-3781

【 参加者募集】

し ずおかカ ーボン ニュ ート ラ ル金融コ ンソ ーシアム企業向けセミ ナー

「 欧州の脱炭素政策から 学ぶ日本の中小企業の未来」 開催

　
脱炭素社会実現に向け、我が国でも2026年度から排出量取引制度の本格稼働が予定されており、輸出系企業においてはCBAM（炭素国境調整メカニズム）実
施による県内企業への影響が懸念されています。
このことから「しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム」では、脱炭素先進国の欧州で既に始まっている「排出量取引」「炭素税」「炭素国境調
整メカニズム」などをご紹介し、近い将来に本県の中小企業にも波及し得る影響についての講演と、国省庁の脱炭素施策を紹介するセミナーを開催します。

＜セミナー概要＞
日時 令和７年１月30日（木）13:30～16:30

会場
静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」　11階　会議ホール風
（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）

内容

１　講演　「欧州の脱炭素政策動向」
　　講師：ジェトロ（日本貿易振興機構）調査部欧州課　安田　啓　氏
２　施策説明　「環境省の脱炭素に向けた施策と

令和６年度補正及び令和７年度予算の概要について」
　　講師：環境省 関東地方環境事務所　地域脱炭素創生室
３　施策説明　「経済産業省の脱炭素に向けた施策と

令和６年度補正及び令和７年度予算の概要について」
　　講師：経済産業省 関東経済産業局カーボンニュートラル推進課
４　名刺交換会及び省エネ診断担当者等による個別相談会

申込
下記ＵＲＬより令和７年１月24日（金）までにお申し込みください。
ただし、定員に達した時点で受付を終了します。（ 事前申込制、 参加費無料）
ＵＲＬ：https://ws.formzu.net/dist/S7615480/

＜問合せ先＞
しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム事務局（一般社団法人静岡県環境資源協会） 
Tel：054-270-6165　　E-mail：kankyou@siz-kankyou.or.jp

【参考】
〇「しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム」とは
中小企業等の脱炭素経営への転換を促進するため、県内13金融機関、県、商工団体、大学等の多様な主体で構成する会員組織（令
和６年５月31日設立）

参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表

https://ws.formzu.net/dist/S7615480/
mailto:kankyou@siz-kankyou.or.jp


提 供 日 2024/12/25

タイトル 仕事始めの式の開催

担　　当 経営管理部 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2968

　　　　　　　　　　　　年始に仕事始めの式を開催します。

１　日　時　令和７年１月６日（月）午前10時～10時20分

２　会　場　県庁　西館４階第一会議室ＡＢＣ

３　出席者　知事
　　　　　　副知事
　　　　　　教育長
　　　　　　警察本部長
　　　　　　本庁局長級以上の職員　約117人

４　次　第　開式
　　　　　　国歌斉唱
　　　　　　知事あいさつ
　　　　　　閉式



提 供 日 2024/12/25

タイトル オープンデータ西部地域ワークショップを開催しま
す！

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

オープンデータ西部地域ワークショップを開催します！

　オープンデータの普及・啓発等を図るため、賀茂、東・中・西部の４地域で、企業・学生・行政により、オープンデータの活
用、作成等を行う地域ワークショップを開催します。 
　今回は、浜松駅周辺のまちを歩き、飲食店などの情報を集めて地図に登録し、オープンデータを作成するワークショップを開催
します。

１　開催日・場所等
日　時 　令和７年１月25日（土）13時～16時30分
場　所 　FUSE(浜松市中央区鍛冶町100-1 ザザシティ浜松中央館B１F)
参加費 　無料
対　象 　企業、学生など20名程度

２　内容
区分 内容
座学 　・オープンデータとは

　・オープンデータの活用事例　など

ワークショップ
　・浜松駅周辺のまちを歩き、飲食店などの情報を集めて地図に
　　登録し、オープンデータを作成
　・グループによる成果発表　など

３　申込期限
　令和７年１月17日（金）

４　申込方法
　以下ＵＲＬ又はチラシＱＲコードにより、アクセスしてお申し込みください。
　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=13982

５　問 合 せ
　静岡県デジタル戦略局データ活用推進課
　電話番号：054-221-2298
　※取材申込みは、事前に御連絡ください。

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=13982


提 供 日 2024/12/25

タイトル 【メタバースお正月企画第二弾】みんなが撮った富士
山を「MetaverseSHIZUOKA」に展示！Xに富士山の写真
を投稿してふじっぴーグッズをGET!

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班、県民のこえ班

TEL 054-221-2976

みんなが撮った富士山を「MetaverseSHIZUOKA」に展示！
Xに富士山の写真を投稿して、ふじっぴーグッズをGET！

～静岡県のメタバース空間「MetaverseSHIZUOKA」お正月企画　第二弾～
　

●MetaverseSHIZUOKAお正月企画　第二弾
静岡県【公式】Ｘ（エックス）に富士山の写真を投稿して、ふじっぴーグッズをゲット！

みんなで富士山の写真を投稿し、「MetaverseSHIZUOKA」を盛り上げよう！
応募者の中から、抽選で10名様にふじっぴーグッズをプレゼントします。

（１）募集期間
　　２０２５年１月１日（水）0時～１月２０日（月）１２時００分まで

（２）応募作品
　　自身で撮影した富士山の写真（静岡県外から撮影した写真も大歓迎！）
　　
（３）応募方法
　　・静岡県【公式】Xアカウント（https://twitter.com/wakamono_gakari）をフォロー
　　・ハッシュタグ「＃メ タバースシズオカ」、「＃富士山」の両方をつけて、写真をポスト（投稿）

（４）抽選
　　・静岡県広聴広報課で抽選を行い、１０名の方にプレゼントをお送りします。
　　・当選者には、静岡県【公式】XアカウントからDMをお送りします。
　　 
（５）プレゼント
　　・ふじっぴーぬいぐるみ（大）　2名
　　・ふじっぴーぬいぐるみ（小）　２名
　　・ふじっぴー文具セット　６名

企画の詳細はこちら：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1068172.html
展示空間はこちら：https://door.ntt/4QqZTfs/mount-fujiphoto

●その他企画

“あの頃”をメタバースで振り返り―「平成の県民だよりコレクション」―
前回好評だった「県民だより歴史パネル展」について、昭和編に続き「平成編」を、メタバース空間で展示します。
是非お越しください。

アクセスはこちら(平成)：https://door.ntt/WJAjUXk/dayori-collection-heisei
　　　　　　　　　　　(昭和)：https://door.ntt/4Lnpnrv/dayori-historypanel

■本リリースに関するお問合せ先

https://twitter.com/wakamono_gakari
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1068172.html
https://door.ntt/4QqZTfs/mount-fujiphoto
https://door.ntt/WJAjUXk/dayori-collection-heisei
https://door.ntt/4Lnpnrv/dayori-historypanel


静岡県　知事直轄組織　知事戦略局　広聴広報課
住所：静岡市葵区追手町9番6号
TEL：054-221-2976
FAX：054-254-4032
MAIL：PR@pref.shizuoka.lg.jp
担当：宮原・大石

mailto:PR@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/26

タイトル 【訂正】令和６年　県内の土砂災害発生状況を公表し
ます
土砂災害発生件数は全国で２番目に多い86件

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 大野

TEL 054-221-3382

※全国の土砂災害発生件数に誤りがありましたので訂正しました。詳細はPDFファイルを御確認ください（12/26　16時30分）。

１　概要
　　　令和6年の県内の土砂災害は、全国で２番目に多い８６件発生し、４年ぶりに「死亡者数ゼロ」を達成しました。（参考１参照）
　　なお、住宅半壊２戸と一部損壊３戸の被害がありました。

２　再度災害の防止
　　　現在、台風第１０号を中心に災害が発生した箇所について、関係機関と連携し、復旧を進めています。そのうち、静岡市の土石流や熱海

市のがけ崩れなど規模の大きかった４箇所については、再度災害の防止を図る国の災害関連緊急事業に採択され、砂防堰堤や法枠工を
緊急的に整備し、県民の安全と安心を確保いたします。

３　防止施設の効果事例
　　　国土強靭化の関連予算等で整備した土砂災害防止施設が土砂を食い止め、被害を
　 防いだ施設効果を確認しています。（計１８箇所）
　　・平成27～令和元年度に整備した擁壁「渡ヶ島禿石（かぶろいし）」（浜松市）
　　・令和５年度に砂防堰堤の堆積した土砂を緊急的に除石した「殿谷川（とのやがわ）」
　　（静岡市）等

（参考１）近年（10年間）の土砂災害の発生状況

※R6　全国の発生件数　（誤）1,376　（正）1,419
    ※　全国の集計値は、11月30日時点　　　

【災害関連緊急事業】　　　　　　【施設効果事例】

 　 　　　　　　　　　　
　 がけ崩れ（熱海市下多賀）　　　　崩壊土砂を擁壁が食い止め被害を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　防いだ事例（浜松市天竜区渡ヶ島）



提 供 日 2024/12/26

タイトル 新春祝いの木遣（きや）り等を披露します！  

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業課建設業班

TEL 054-221-3058

 
新春祝いの木遣（きや）り等を披露します︕

 ⼀般社団法人静岡県鳶工業連合会が、新春の祝賀、伝統⽂化の継承並びに鳶職のイメージアップを通じた後
継者育成等を目的に、県庁本館前において、木遣り、まとい振り、梯⼦乗りを披露します。

１ 日 時 令和７年１月７日（⽕）午後１時00分〜午後１時20分
２ 場 所 県庁本館正面玄関前
３ 演者等 ⼀般社団法人静岡県鳶工業連合会関係者 約30名
４ 出席者 ・⼀般社団法人静岡県鳶工業連合会 大石会⻑、役員 他
      ・知事、副知事 他
５ 次 第
  午後１時00分        知事あいさつ
  午後１時00分〜午後１時07分 木遣り・まとい振り（⾬天時は本館玄関で実施）
  午後１時07分〜午後１時17分 梯⼦乗り（⾬天中⽌、以下予定を繰上げ）
  午後１時17分〜午後１時20分 記念写真撮影
６ 当日の取材について
  取材を希望する場合は、直接会場にお越しください。その際、社名が分かる腕章等を⾝に着けてくださ
い。
＜参考＞「⼀般社団法人静岡県鳶工業連合会」等について
１「一般社団法人静岡県鳶工業連合会」
（１）設⽴年月日 昭和39年９月25日 ※平成29年４月５日に⼀般社団法人化
（２）目   的 鳶職の社会的地位の向上及び後継者の育成を図る。
（３）所 在 地 〒422-8041 静岡市駿河区中田3-5-32-2
   電 話番 号 054-202-2500
（４）組   織 
   関東鳶工業連合会の静岡県⽀部として、県下10地域に⽀部があり、会員数は165事業所(令和６年12月
現在)である。
（５）事 業内 容
   鳶職として必要な鳶技能検定・各種資格の講習会を実施するほか、「木遣(きや)り」、「纏(まとい)振
り」、「梯⼦(はしご)乗り」の伝統⽂化を継承し、その保存に⼒を⼊れている。
２「鳶職」 
 江⼾において鳶口を持って普請に携わり、大木や大石を挽き⽴てた職人。江⼾時代には町⽕消し人⾜も兼
ね、町内各家の松飾りや祭礼の用意もした。現代では、コンクリート造や高層建築などが多くなり、その⾜場
や鉄⾻の組⽴てやコンクリート打ちが新しい仕事となっている。
３「木遣り」
 重い材木や大石、鐘などを多人数で運ぶ際に、⼒を合わせる調⼦を取るために、⾳頭を取り、掛け声を掛け
て歌う合図の唄。
４「纏（まとい）」
 江⼾時代に町⽕消しが用いた、⾃分たちの組であることを示すもの。各組により様々な意匠が凝らされ、概
ね、上部に組を表す頭があり、馬簾と呼ばれる房飾りが付いている。 



提 供 日 2024/12/26

タイトル 【最新事例の紹介】企業のサステナブルファイナンス
に関する最新事例の紹介

担　　当 経済産業部 商工業局商工金融課

連 絡 先 商工金融班

TEL 054-221-2525

１　概要
　県は、持続可能な社会の実現に向けて、金融機関と連携し、企業のサステナブルファイ
ナンスに関する取組事例をまとめ、ホームページに掲載しております。今年度は計17件
の取組事例を御提供いただき、追加で掲載しました。
　今後も、サステナブルファイナンスの普及に向けてホームページを通じた啓発活動を
行っていきます。

２　追加掲載事例

※今後も掲載内容を更新し、定期的な周知を図ります。

３　掲載ホームページ

 URL：https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/seidoyushi/1058887/index.html

　　　

【ＨＰ掲載事例】

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/seidoyushi/1058887/index.html


＜サステナブルファイナンスとは＞
「持続可能な社会と地球を実現するための金融」と解釈されています。環境問題、社会問
題、ガバナンス課題の解決を目指して、さまざまな配慮を織り込んだ投融資、債券発行、
その他幅広い金融サービスを含む広い概念とされており、こうした考え方や取組が世界中
に広がっています。



提 供 日 2024/12/26

タイトル ホヤ殻セルロースの活用に向けたワークショップを開
催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

ホヤ殻セルロースの活用に向けたワークショップを開催

　　県では、植物由来で環境に優しいＣＮＦ等のセルロース素材を活用した製品開発を支援しており、その一環として、様々な分
野での活用を促進するため、社会人を対象としたワークショップを開催します。
　第２回のテーマは、「ホヤ殻セルロースの活用」です。
　ホヤは、セルロースを産出することができる唯一の動物です。産業廃棄物として課題になっていたホヤ殻には植物性セルロース
よりナノ化しやすい動物性セルロースが含まれています。このワークショップでは、ホヤ殻セルロースの特徴について解説すると
ともに、取組事例の紹介、参加者同士のディスカッションにより新たな製品開発のヒントを探ります。

１　概要
日時 令和７年１月10日（金）　14：00～16：00

場所
静岡県庁別館２階第一会議室Ａ
（静岡市葵区追手町９番６号）

定員 15名

講師 ・静岡大学　農学部　助教　齋藤貴子氏
・トレ食株式会社

内容
　・ホヤ殻セルロースの特徴
　・取組紹介
　・フリーディスカッション

２　主催
ふじのくにセルロース循環経済フォーラム
(静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課)

申し込み
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14329

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14329


提 供 日 2024/12/26

タイトル 県内私鉄３社で広告掲示
“とにかく明るい安村”氏が国保特定健診の受診をＰ
Ｒ

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 指導・助成班　長島寛明

TEL 054-221-2332

県内私鉄３社で広告掲示
　“とにかく明るい安村”氏が国保特定健診の受診をＰＲ 

　国保特定健診の受診促進のための広報事業を令和６年10月から実施しています。
　メインキャラクターに“とにかく明るい安村”氏を起用し、「ＴＯＮＩＫＡＫＵ！特定健診」をキーメッセージに広報を実施しています。
　10月には“とにかく明るい安村”氏が森副知事を表敬訪問して、国保特定健診の受診促進のＰＲをしました。

　この度、県内私鉄３社における電車広告を、下記スケジュールにより実施しております。
　
＜運行スケジュール＞

○静岡鉄道　　　　　…　　12月21日（土）～１月３日（金）

○遠州鉄道　　　　　…　　12月26日（木）～１月８日（水）

○伊豆箱根鉄道　　…　　12月23日（月）～１月５日（日）

　      
          静岡鉄道　　　　　 　遠州鉄道　　　　　　 伊豆箱根鉄道

＜イメージ＞

　　　  　



提 供 日 2024/12/26

タイトル 【取材依頼・参加者募集】糖尿病・歯周病講演会

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

 県では、糖尿病と⻭周病の相互関係に着⽬し、糖尿病患者が⻭周病に罹患しやすいこと、また⻭周病が糖尿病の進⾏を助⻑するという悪循環を断ち切るた
めの取組として、「糖尿病・⻭周病講演会」を実施します。

１ 開催概要
 ⑴日  時 令和７年１⽉19⽇（⽇）13：30〜16：00

 ⑵開催形式 ハイブリッド形式
        （会場参加及びZoom・ウェビナーによるオンライン配信）

 ⑶会  場 静岡県⻭科医師会館 ５階501⼤会議室
       （静岡市駿河区曲⾦３−３−10）

 ⑷対  象 県⺠、⻭科医師、⻭科衛⽣⼠、医師、看護師、その他医療従事者 等

 ⑸主  催 静岡県、⼀般社団法⼈静岡県⻭科医師会

 ⑹内  容 講演１
       糖尿病と⻭周病の関係
       〜唾液検査からみた糖尿病患者における⻭周病の現状〜
       講師：柴崎 晃司 氏
       （藤枝市立総合病院 糖尿病・内分泌内科 医員）
       講演２
       糖尿病診療の現状と医科⻭科連携の重要性
       講師：森田 浩 氏 
       （藤枝市立総合病院 副院⻑／糖尿病・内分泌内科 部⻑）

 ⑺定  員 会場：60名先着順、オンライン：制限なし

 ⑻申  込 静岡県⻭科医師会HP（https://s8020.or.jp/）から

 ⑼申込締切 令和７年１⽉16⽇（木）まで

２ その他
 ⑴取材いただける場合、令和７年１⽉17⽇（⾦）までに医療政策課
  （TEL：054-221-2284）まで御連絡ください。
 ⑵取材当⽇の連絡は、静岡県⻭科医師会事務局（TEL：054-283-2591）
  までお願いいたします。

https://s8020.or.jp/


提 供 日 2024/12/26

タイトル ふじのくに芸術祭演劇コンクール2024（第64回静岡県
芸術祭）審査結果発表

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

演劇コンクール
芸術祭賞はMUNA-POCKET COFFEHOUSE

　ふじのくに芸術祭2024 （第64回静岡県芸術祭）音楽・舞台芸術部門「演劇コンクール」では、12月15日（日）に審査会を開催
し、コンクール参加６団体の中から次のとおり入賞団体を決定しました。
　なお、授賞式は、令和７年２月16日（日）にグランシップ中ホールにて、ふじのくに芸術祭2024春の祭典として実施します。

１　入賞について
劇　団　名

賞　名
脚　　　本

主な活動場所

MUNA-POCKET COFFEEHOUSE
静岡県芸術祭賞

26th produce「紙」
浜松市

演劇ユニットFOX WORKS
奨励賞

KOGITSUNE PROJECT「SAVE」
浜松市

劇団静火
奨励賞

遭難、
静岡市

劇団清見潟
準奨励賞

三保の星条旗 with Music
静岡市

※審査員の寸評はHPに掲載（「ふじのくに芸術祭2024」で検索)

２　審査員　
　　静岡県演劇協会会員松永智子氏、飯沼司郎氏のほか、
    県民公募審査員４名　　計６人

３　参考
　　本演劇コンクールは、昭和36年から開催し、今年で64回目となる、県内最大の
　芸術祭の演劇コンクールです。
　　今年は６月から12月までの間に県内アマチュア劇団６団体が参加し、県内各地
　で上演を行いました。
　　　　　　　　　
４　問合先
　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課（ふじのくに芸術祭事務局）
　　TEL　054-221-3109

　 　　　
芸術祭賞：MUNA-POCKET COFFEEHOUSE　『26th produce「紙」』



提 供 日 2024/12/26

タイトル 今年度最後のマンション管理セミナーを開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3081

今年度最後のマンション管理セミナーを開催します！

　建築後40年を経過した高経年マンションは、建物自体の老朽化とともに区分
所有者も高齢化し、管理組合が良好に機能せず、修繕積立金が不足するなどに
より、適正な管理や修繕ができなくなるおそれがあります。
　静岡県マンション管理適正化推進協議会では、マンションの適正な管理を推
進し、適切な維持修繕の実施を促すため、マンション管理組合の役員や住民の
みなさんを対象に「マンション管理セミナー」を開催しています。
　今年度最後のセミナーでは、マンションの防災に詳しい髙橋悦子氏による講
演会と個別相談会を併せて開催します。

１　日　時　　令和７年２月16日（日）14時00分～16時00分（開場13時30分）
２　場　所　　［来場］熱海市いきいきプラザ　７階多目的会議室
　　　　　　　［web］ zoomミーティング（個別相談会は参加できません）
３　定　員　　［来場］36名（先着順）
　　　　　　　［web］ 80名（先着順）
４　内　容
　＜第一部＞　講演会　14時00分～15時00分
　　　　　　　テーマ：巨大地震に備える「マンション管理組合の防災対策」
　　　　　　　講　師：(一社)宮城県マンション管理士会 会長 髙橋 悦子氏
　＜第二部＞　個別相談会（要事前予約）　15時00分～16時00分
　　　　　　　マンション管理の専門家がお答えします。
５　参加費　　無料
６　申込方法　インターネット又はＦＡＸにてお申込みください。
　　　　　　　（申し込み締切り日：２月11日（火））
（１）インターネット
      以下のURL又はQRコードにアクセスし、登録フォームに必要事項を入力
    してください。　　
    URL：https://forms.gle/5V7M1RUMGXCrNfZc8
    QRコード：

（２）ＦＡＸ
      チラシ裏面の参加申込書に必要事項を記入し、以下のFAX番号あてにお
    申込みください。
７　問合せ先
　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課 企画班
　　TEL：054-221-3081　FAX：054-221-3083
    E-mail：sumai@pref.shizuoka.lg.jp

    参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表

tirashi.pdftirashi.pdf

https://forms.gle/5V7M1RUMGXCrNfZc8
mailto:sumai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/26

タイトル 静岡県消費生活条例に基づく告示「不当な取引行為の
指定」の改正に向けた意見募集

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 事業者指導班

TEL 054-221-2189

静岡県消費生活条例に基づく告示「不当な取引行為の指定」の
改正(案)について意見を募集します

(要旨)

静岡県では、静岡県消費生活条例に基づき、不当な取引行為を行う事業者に対し指導・勧告等を実施しており、この不当な取引行為は告示

で指定しています。

このたび、社会情勢の変化に対応するため、告示「不当な取引行為の指定」を改正することとしましたので、改正(案)に対する県民の皆様

からのご意見を広く募集します。

 

 (概要)

 １　意見募集期間

   　令和６年12月27日(金)～令和７年１月26日(日)

     (※当日消印有効。FAX、電子メールの場合は23:59までに受信したもの)

 ２　意見提出方法

　   (1)郵送、持参、FAX、電子メールのいずれかの方法で意見を受け付けます。(電話での受付はしません。)

     (2)意見書には氏名、住所及び連絡先(電話番号等)を明記してください。

 ３　資料の閲覧方法

　 　インターネットで閲覧　静岡県ホームページ

　 　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

 ４　意見の提出方法と提出先

　 　(1)持参・郵送の場合

　　  　〒420-8601  静岡市葵区追手町９－６(県庁西館６階)

　　　　  　　　　 静岡県くらし・環境部県民生活局県民生活課

     (2)FAX　 054-221-2642   電子メール　shohi@pref.shizuoka.lg.jp

 ５　注意事項

　 　(1)提出された意見に対して、個別の回答は致しませんので御了承ください。

　　 (2)提出された意見に対する県の考え方は、県ホームページにおいて(類似する意見をまとめた上で)お示しします。

 ６　問い合わせ先

　　 静岡県くらし・環境部 県民生活局 県民生活課 事業者指導班

　　 電話 054-221-2189　FAX 054-221-2642

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:shohi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/12/26

タイトル 「発見！大井川ぐるっとスタンプラリー」を開催しま
す。

担　　当 経営管理部 中部地域局地域課

連 絡 先 西山・早川

TEL 054-644-9102

「発見！大井川ぐるっとスタンプラリー」を開催します。

１　要旨
静岡県中部地域局では、大井川流域を「面」として魅力発信し周遊客増加や観光消費拡大につなげることを目的に、島田市と川

根本町との共催で、静岡県観光アプリ「TIPS」を活用した大井川流域の観光スポットや飲食店、土産店を巡るデジタルスタンプラ
リーを開催します。
各スタンプスポットに設置されている二次元バーコードを読み込みスタンプを集めて応募することで、抽選で大井川流域の素敵

な景品が当たります。

２　概要
項　目 内　容

開催期間 令和７年１月４日（土曜日）から２月2 8 日（金曜日）まで

スタンプ
スポット

大井川鉄道本線全駅（不通区間含む）
島田市、川根本町の観光スポット、飲食店、土産店　計6 1か所
※すべてのスタンプスポットは、島田市観光スポット、川根本町観光スポット、
島田市ショップ、川根本町ショップの４ジャンルに区分されています。

参加方法
・静岡県公式観光アプリ 「ＴＩＰＳ」をダウンロード
・スタンプスポットを巡り 、二次元バーコードとＧＰＳにより スタンプ取得

景　品

A 賞（４ジャンル合計スタンプ2 0 個で応募可能）
２名　大井川鐵道川根温泉ホテルペア宿泊券

B賞（４ジャンル合計スタンプ15 個で応募可能）
　各５名　島田市・川根本町入浴回数券
C賞（４ジャンル合計スタンプ10 個で応募可能）
　4 0 名　島田・川根特産品詰め合わせセット（3 ,5 0 0 円相当）

３　問い合わせ先
　　中部地域局地域課　054-644-9102



提 供 日 2024/12/26

タイトル 県内市町の令和６年ラスパイレス指数の状況

担　　当 経営管理部 市町行財政課

連 絡 先 行政班

TEL 054-221-2630

県内市町の令和６年ラスパイレス指数の状況（令和６年４月１日時点）

１　概要
　○　本日、総務省は、全国都道府県・市区町村の、令和６年４月１日時点のラスパイレス指数を公表しました。

２　県内市町のラスパイレス指数の状況
　○　令和６年４月１日時点の県内市町（指定都市を除く。）のラスパイレス指数は、平均で99.7であり、対前年比0.1ポイント減となっています。

　○　各市町のラスパイレス指数は、別紙のとおりです。

（参考）

 ※平成24、25年度は、国家公務員について、平均△7.8％の給与減額支給措置が実施されました。

 【ラスパイレス指数】
　全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数
（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用
職員の俸給月額を100として計算した指数。



提 供 日 2024/12/26

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第166報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果について、
前回の速報（令和６年11月28日）から12月末までに結果がまとまったものを報告します。
　採取した試料一部（みかん及び原乳）で過去の変動幅

※
を上回りましたが、健康への影響が心配されるレベルではありませんで

した。
　なお、過去の変動幅を上回った原因は、浜岡原子力発電所ではなく、過去の核爆発実験や東京電力（株）福島第一原子力発電所
の事故等で放出された放射性物質の影響と推定しました。
　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) みかん〔１〕
牧之原市１か所
採取日:11/9

0.020 ND～0.016 Bq/kg 生

 (2) 原乳〔２〕
掛川市１か所、
菊川市１か所
採取日:10/23,29

0.015 ND Bq/kg 生

 (3) 海底土〔10〕
発電所周辺海域
採取日:11/8

1.5 ND～2.7 Bq/kg 乾土

 (4) 上水〔２〕
御前崎市２か所
採取日:10/9 ND ND mBq/L

【参考】　10～31km圏内環境放射能調査（県の事業として平成25年から実施）
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

単位

 (1) レタス〔１〕
菊川市１か所
採取日：11/26

ND Bq/kg 生

　（注）
　　・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
　　・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2024/12/26

タイトル 定期給与22か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和６年10月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2248

令和６年10月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金

　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は268,233円、名目賃金指数（定期給与）は106.2で、前年同月比1.3％増と22か月
連続で前年同月を上回った。
　実質賃金指数（定期給与）は96.1で、前年同月と比べて1.2％減と５か月連続で前年同月を下回った。

　　　        
２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は11.2時間、所定外労働時間指数は120.4で、前年同月比0.9％減と35か月ぶりに前年同月を下回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.6時間、所定外労働時間指数は128.1で、前年同月と同水準となった。

          
３　雇用

本月末常用労働者数は1,433,063人、常用雇用指数は101.5で、前年同月比0.8％減と３か月連続で前年同月を下回った。
  なお、パートタイム労働者比率は30.2％で、前年同月差0.7ポイント減と２か月連続で前年同月を下回った。



　　　　　　
＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は291,232円で、前年同月比1.2％増と19か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.6時間で、前年同月比1.5％減と10か月ぶりに前年同月を下回った。
(3)常用労働者数は883,163人で、前年同月比2.2％減と９か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年（１月

分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、
指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇用指
数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計算し
ている。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/12/26

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で上昇
静岡県鉱工業指数（令和６年10月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和６年10月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は96.4となり、前月比は1.4％増と3か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は3.2％減と3か月連続して前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、電気機械、食料品・たばこ等が上昇する一方、プラスチック製品、化学、汎用・生産用・
業務用機械等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和６年10月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は95.8となり、前月比は2.0％増と2か月連続して上昇した。
また、前年同月比（原指数）は3.4％減と3か月連続して前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、食料品・たばこ、輸送機械、電気機械等が上昇する一方、プラスチック製品、窯業・土石製品、鉄
鋼業等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和６年10月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は104.4となり、前月比は1.7％増と2か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は0.4％増と2か月ぶりに前年を上回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、食料品・たばこ、家具等が上昇する一方、非鉄金属、パルプ・紙・紙加工品、汎用・生産
用・業務用機械等が低下した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/12/27

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（12/20～12/26）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第572報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（12/20～12/26）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の54頭で、うち２頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、34番目（611例目）、45番目（612例目）です。

平成30年９月以降、17,456頭（死亡385頭、捕獲17,071頭）の検査を実施し、612頭の陽性（死亡170頭、捕獲442頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/12/27

タイトル 令和６年労働組合基礎調査結果

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2338

～静岡県内の労働組合数は前年より25組合減少、組合員数は1,513人減少～

令和６年労働組合基礎調査結果について
静岡県は、労働組合基礎調査を実施し、その結果を取りまとめたので、概要を公表します。

１　調査目的　労働組合の産業別、企業規模別、加盟上部組合別の組織状況など、労働組合の実態を把握し、労働行政の基礎資料とすることを目的と
する。

２　調査時期  令和６年６月30日現在
３　調査対象  県内に所在する全ての労働組合

【調査結果のポイント】

１　労働組合数は1,108組合で、前年より25組合減少し、13年連続の減少となった。

２　労働組合員数は281,510人で、前年より1,513人減少し、３年連続の減少となった。男女別労働組合員数では、男性が187,848人（全体の66.7％）、女性
が93,662人（同33.3％）で、前年より、男性は1,728人減少し、女性は215人増加した。

３　推定組織率は16.4％で、前年より0.1ポイント減少した。

４　産業別の組合員数は、「製造業」が135,520人と最も多く、次いで「公務」38,631人、「卸売業，小売業」36,389人となった。前年と比べて、組合員数が最
も増加したのは「製造業」の113人で、最も減少したのは「卸売業，小売業」の732人であった。

５　企業規模別（民営企業）の組合数は、従業員数「300人以上」の企業が541組合、「299人以下」の企業が369組合であった。前年と比べて、「300人以
上」の企業は12組合減少し、「299人以下」の企業は10組合減少した。

６　パートタイム労働組合員数は23,901人で、前年より157人増加した。全組合員数に占める割合は8.5％で、前年から0.1ポイント増加した。また、女性は
19,628人と、パートタイム労働組合員数の82.1％を占めている。

７　県内の主要労働団体の組合員数は、連合静岡が200,355人（前年比105人増）、静岡県評が13,269人（前年比482人減）であった。

※ 調査結果の概要は、労働雇用政策課ホームページでも、公開しています。

（参考）全国の労働組合組織状況　厚生労働省　12月18日発表

年 組合数 組合員数（千人） 雇用者数（万人） 推定組織率（％）

2024 22,513 9,912 6,139 16.1



提 供 日 2024/12/27

タイトル インフルエンザの流行が警報レベルとなりました！

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－

～インフルエンザが警報レベルとなりました！～
　
　2024年第51週（12/16～12/22）の感染症発生動向調査で、静岡県内のインフルエンザの定点当たり患者報告数が ３８. １４ 人 に
 増加 し 、 警報 レベルの 基準値 （ 定点当 たり 患者報告数30 人 ） を 超 えました 。（流行入りは、第42週から（10/14～）、注意報入り
は第50週から（12/9～））
　 今後 、 さらに 流行 が 拡大 するとともに 長期間持続 することも 考 えられますので 、 引 き 続 き 、 感染拡大防止対策 に 努 めていただ
 くようお 願 いします 。

週（期間） 48(11/25-12/1) 49(12/2-12/8) 50(12/9-12/15) 51(12/16-12/22)
定点当たり（全報告数） 2.26(314) 4.44(617) 11.47(1,594) 38.14(5,301)

インフルエンザの定点当たりの報告数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者数です。
流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10です。（同時に注意報も終
息です。）
昨シーズンの状況：2023年第47週(11/20～11/26)に警報入りし、2024年第７週(2/12～2/18)まで警報レベルが継続しました。
第51週での警報入りは、記録が残る2002年以降、３番目に早い警報入りです。（過去に早かった警報入りは、2009年第47週（11月16日～
22日）、2023年第47週（11月20日～26日）で、例年は、１月中旬から２月上旬頃に警報入りすることが多いです。）
注意報となった次の週に警報となったことは過去５回、注意報レベルを経ずに警報レベルとなったことが過去１回あります。
県内でいったん警報レベルになってから警報が解除されるまでは、過去の平均で８週間かかっています（最短５週間、最長13週間）。

　＜県民の皆様へ＞
ワクチンの接種について

インフルエンザによって高齢者や基礎疾患のある方は、重症化することがあり、乳幼児ではまれにインフルエンザ脳症を起こ
すことがあります。ワクチン接種により、死亡や入院の危険が減少するとされています。
今シーズンのインフルエンザワクチンの供給量は、昨シーズンの使用量を超える供給量となります。
65 歳以上等 の 定期接種対象者 で 接種 を 希望 する 方 は 、 かかりつけ 医 などと 相談 し 、 お 早 めの 接種 をお 願 いします 。
 定期接種対象者以外 でも 、 特 に 、 基礎疾患 のある 方 や 、 乳幼児 、 以前 インフルエンザにかかってつらかった 方 は 接種 の 御検
 討 をお 願 いします 。
インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時に接種できます。

「うつらない」・「うつさない」ための取組の徹底
体調が悪い場合は、人が集まるイベントに参加することは控えましょう
人混みでは、 咳 エチケット（咳やくしゃみの際、マスク着用か、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い顔を他の人に向け
ない）を励行しましょう
インフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるとともに、家庭内でも咳エチケットを徹底し、十分
な休養をとりましょう
人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
医療機関や高齢者施設の受診や訪問時はできる限りマスク着用をお願いします



＜年末年始に医療機関をお探しの場合＞

以下のwebサイトや電話相談サービスを御活用ください。

【医療情報ネット（ナビイ）】
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize

　全国の病院・診療所・歯科診療所等の名称・所在地・診療科目等に関する情報が、インターネッ
トを通じて提供されています。休日・夜間当番医の検索もできます。当番医の情報を自動音声によ
る電話案内でも確認できます。

電話 0570-000-692

時間 24時間

【静岡こども救急電話相談（#8000）】（概ね15歳までのこどもの保護者）
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomokyukyu/1024067.html

　夜間・休日のこどもの急な発熱や怪我等で、困った時や周りに相談できる人がいなくて不安な
時、救急病院に受診させるべきか迷った際、専門の相談員（看護師または医師）によるアドバイス
を受けることができます。（明らかに重症の場合は、迷わず119番を御利用ください）

電話

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
　　#8000
ダイヤル回線の固定電話、IP電話から
　　054-201-9910
県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一部）の方
　　054-201-9910

時間 24時間

詳細はこちら

【静岡県救急安心電話相談窓口（#7119）】（概ね15歳以上の県民、県内滞在者）
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html

　急な病気やけがのときに、「病院に行ったほうがいいのか」「救急車を利用したほうがいいの
か」「どこの病院で診てもらえばいいのか」など判断に迷った際、専門の相談員（看護師または医
師）によるアドバイスを受けることができます。（明らかに重症の場合は、迷わず119番を御利用く
ださい）

電話

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
　　#7119
ダイヤル回線の固定電話、IP電話から、県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一
部）の方
　　054-204-7119

時間

平日：18時～翌朝８時
土曜日：13時～翌朝８時
日曜日・祝日：８時～翌朝８時（終日）
※年末年始(12月28日(土)～１月５日(日))は24時間開設

詳細はこちら

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomokyukyu/1024067.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html


＜近年のインフルエンザ定点当たり患者数推移＞

＜第51週県内保健所管内別　定点当たり患者数＞

保健所 報告数 定点当たり 地域 定点当たり

賀茂 103 34.33

熱海 188 31.33

東部 812 40.60

御殿場 773 128.83  

富士 846 56.40

東部 54.44 

静岡市 594 23.76

中部 588 34.59
中部 28.14 

西部 500 26.32

浜松市 897 32.04
西部 29.72 

県全体 5,301   38.14 

県HP「感染症情報センター」にグラフ等を掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html


提 供 日 2024/12/27

タイトル 令和５年度高齢者虐待防止法に基づく調査結果（本県
版）

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

令和５年度高齢者虐待防止法に基づく調査結果（本県版）を公表します。

厚生労働省が、全国の市区町村を対象に行った令和５年度の高齢者虐待に関する調査のうち、県内市町の状況がまとまりましたの
で公表します。

１　概要
  ・相談・通報件数のうち、虐待と判断された件数は397件で、前年度に比べ85件
　 （17.6%）減少した。
　・養介護施設従事者等による虐待件数は18件で、前年度に比べて4件減少した。
　・養護者による虐待件数は379件で、前年度に比べて81件減少した。
　

養介護施設
従事者等によるもの

養護者
によるもの 合　計

相談・通報
件数

虐待判断
件数

相談・通報
件数

虐待判断
件数

相談・通報
件数

虐待判断
件数

R５年度 55件 18件 874件 379件 929件 397件
R４年度 62件 22件 944件 460件 1,006件 482件本

県 増減
(増減率)

△7件
（△11.3％)

△4件
(△18.2％)

△70件
（△7.4％)

△81件
(△17.6％）

△77件
(△7.7％)

△85件
(△17.6％)

R５年度 3,441件 1,123件 40,386件 17,100件 43,827件 18,223件
R４年度 2,795件 856件 38,291件 16,669件 41,086件 17,525件全

国 増減
(増減率)

646件
（23.1％）

267件
（31.2％）

2,095件
（5.5％）

431件
（2.6％）

2,741件
（6.7％）

698件
（4.0％）

「施設従事者等」… 介護老人福祉施設など養介護施設又は居宅サービス事業など養介護事業の業務に従事する者
「養　護　者」… 高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等

R元 R2 R3 R4 R5
区分

施設 養護 施設 養護 施設 養護 施設 養護 施設 養護

静岡県
（順位）

12.9件
(15位)

367件
(17位)

17.3件
(30位)

393件
(21位)

17.2件
(29位)

371件
(21位)

19.9件
(22位)

417件
(25位)

16.3件
(8位)

343件
(14位)

高齢者人口
100万人当
たりの虐待

件数 全国 18.1件 477件 16.6件 483件 20.6件 457件 23.9件 465件 31.3件 476件

　※順位は高齢者人口100万人当たりの虐待件数を少ない順に並べた場合のもの

２　養介護施設従事者等による虐待事例
（１）相談・通報者内訳
　　　前年度同様、「当該施設職員」の人数が最も多く、構成比では「施設・事業
　　所の管理者」「家族・親族」が増加し、全体数は減少している。

区分 本人に
よる届出

家族・
親族

当該施設
職員

当該施設
元職員

施設・事
業所の管

理者

医療機関
従事者(医
師含む)

介護支
援専門

員

介護
相談員

R５年度
1人

(1.6%)
9人

(14.5%)
16人

(25.8%)
2人

(3.2%)
13人

(21.0%)
1人

(1.6%)
0人
(-%)

0人
(-%)

R４年度
0人
(-%)

6人
(9.2%)

22人
(33.8%)

4人
(6.2%)

5人
(7.7%)

1人
(1.5%)

3人
(4.6%)

0人
(-%)

区分
地域包括
支援セン
ター職員

都道府県
から連絡 警察 その他

不明(匿
名含む) 合計

R５年度
2人

(3.2%)
2人

(3.2%)
0人
(-%)

8人
(12.9%)

8人
(12.9%)

62人
(100.0%)

R４年度
4人

(6.2%)
2人

(3.1%)
0人
(-%)

7人
(10.8%)

11人
(16.9%)

65人
(100.0%)

注１）カッコ内は、構成割合（％）
注２）１件の事例に対し複数の者から相談・通報があった場合、それぞれの該当項目に重複して計上されるた



　　　め、合計人数は相談・通報件数と一致しない。

（２）虐待の種別
　　　前年度同様、「身体的虐待」の人数が最も多く、「身体的虐待」及び「心理
　　的虐待」が前年度に比べて増加し、全体数は増加している。

種　別 R４年度 R５年度 増　減
身体的虐待 15人 22人 ＋7人(＋46.7%)
介護・世話の放棄、放任 4人 2人 △2人(△50.0%)
心理的虐待 8人 9人  ＋1人(＋12.5%)
性的虐待 2人 0人   △2人(－%)
経済的虐待 0人 0人 －(－%)

合　　計 29人 33人 ＋4人(＋13.8%)
注１）人数は被虐待者数。カッコ内は、対前年度比（％）
注２）複数回答も含まれているため、合計の人数は被虐待者の総数と一致しない。

（３）虐待者の職種
　　　前年度同様、「介護職員」の人数が最も多く、「介護職員」及び「不明」が
　　前年度に比べて増加し、全体数は増加している。

続　柄 R４年度 R５年度 増　減
介護職員 20人 28人 ＋8人(＋40.0%)
看護職 0人 0人 －(－%)
管理職 1人 0人 △1人(－%)
施設長 1人 0人 △1人(－%)
経営者・開設者 0人 0人 －(－%)
その他 0人 0人 －(－%)
不明 0人 7人 ＋7人(－%)

合　　計 22人 35人 ＋13人(＋59.1%)
注１）カッコ内は、対前年度比（％）
注２）複数回答も含まれているため、合計の人数は被虐待者の総数と一致しない。

３　養護者による虐待事例
（１）相談・通報者内訳
　　　前年度同様、「介護支援専門員」の人数が最も多く、構成比では「介護支
　　援専門員」や「近隣住民・知人」「虐待者自身」等が増加し、全体数は減少
　　している。

区分 介護支援
専門員

介護保険事
業所職員

医療機関
従事者

近隣住
民・知人

民生
委員

被虐待
者本人

家族・
親族

虐待者
自身

R５年度
331人
(33.7%)

75人
(7.6%)

47人
(4.8%)

29人
(3.0%)

15人
(1.5%)

51人
(5.2%)

74人
(7.5%)

18人
(1.8%)

R４年度
356人
(32.5%)

116人
(10.6%)

45人
(4.1%)

19人
(1.7%)

24人
(2.2%)

53人
(4.8%)

81人
(7.4%)

14人
(1.3%)

区分 当該市町
行政職員 警察 その他 不明(匿

名含む) 合計

R５年度
48人

(4.9%)
169人

(17.2%)
124人

(12.6%)
0人
(-%)

981人
(100.0%)

R４年度
60人

(5.5%)
200人

(18.3%)
127人

(11.6%)
0人
(-%)

1,095人
(100.0%)

注１）カッコ内は、構成割合（％）
注２）１件の事例に対し複数の者から相談・通報があった場合、それぞれの該当項目に重複して計上されるた
　　　め、合計人数は相談・通報件数と一致しない。

（２）虐待の種別
　　　前年度同様、「身体的虐待」の人数が最も多く、該当のなかった「性的
　　虐待」を除いたいずれの種別も減少し、全体数は減少している。

種　別 R４年度 R５年度 増　減
身体的虐待 296人 252人  △44人（△14.9%)
介護・世話の放棄、放任 132人 94人 △38人(△28.8%)
心理的虐待 164人 116人  △48人(△29.3%)
性的虐待 0人 0人   －(－%)
経済的虐待 67人 54人 △13人(△19.4%)

合　　計 659人 516人 △143人(△21.7%)
注１）カッコ内は、対前年度比（％）
注２）複数回答も含まれているため、合計の人数は被虐待者の総数と一致しない。

（３）虐待者の続柄
　　　前年度同様、「息子」からの虐待が最も多いが、増加率では「妻」のみ
　　が微増し、全体数は減少している。

続　柄 R４年度 R５年度 増　減
夫 107人 77人 △30人(△28.0%)
妻 30人 31人 ＋1人(＋3.3%)
息子 215人 182人 △33人(△15.3%)
娘 88人 77人 △11人(△12.5%)
息子・娘の配偶者 25人 19人 △6人(△24.0%)
孫 15人 9人  △6人(△40.0%)
その他 25人 19人 △6人(△24.0%)

合　　計 505人 414人 △91人(△18.0%)
注１）カッコ内は、対前年度比（％）
注２）複数回答も含まれているため、合計の件数は虐待と判断された件数と一致しない。

（４）家族形態
　　　前年度同様、「未婚の子と同居」の件数が最も多く、構成比では「単身
　　世帯」「配偶者と離別・死別した子と同居」や「子夫婦と同居」が増加し、
　　全体数は減少している。

区分
単身
世帯

夫婦のみ
世帯

未婚の子
と同居

配偶者と離
別・死別し
た子と同居

子夫婦
と同居 その他 不明 合計

R５年度 27件 69件 115件 63件 62件 45件 0件 381件



(7.1%) (18.1%) (30.2%) (16.5%) (16.3%) (11.8%) (-) (100%)

R４年度
21件

(4.5%)
108件
(22.9%)

163件
(34.6%)

52件
(11.0%)

56件
(11.9%)

69件
(14.6%)

2件
(0.4%)

471件
(100%)

注１）カッコ内は、構成割合（％）
注２）被虐待者ごとに分類しているため、合計の件数は虐待と判断された件数と一致しない。

（５）虐待等による死亡事例
年　　度 R元 R2 R3 R4 R5

虐待等による死亡事例件数 1 2 1 1 0

４　今後の対応
（１）養介護施設従事者等による虐待
・県が行う介護サービス事業者への運営指導において、「虐待防止」を徹底するた
　め、虐待防止対策を検討する委員会の開催、指針の整備及び研修の実施が基準に
　従って行われているかを継続して指導していく。

　
・不適切な身体拘束は虐待に該当することから、高齢者権利擁護等推進事業にお
　ける「身体拘束ゼロ宣言」の施設への呼び掛け、研修やフォーラムの実施等の身
　体拘束廃止を実現するための取組を継続して実施していく。

・介護に直接携わる職員のうち、医療・福祉関係の資格を有さない者に対し、認知
　症介護基礎研修について、e-ラーニングを活用して、介護施設職員全体のスキル
　アップを図っていく。

（２）養護者による虐待
・高齢者虐待発生の背景にある介護家族の孤立化や介護疲れ、被虐待者の半数程度
　が認知症であることを踏まえ、現在、高齢者の総合相談窓口である地域包括支援
　センターや介護家族の会、認知症コールセンター等の相談窓口を県・市町の広報
　誌等で周知している。今後も、介護者への介護に関する相談の窓口周知・啓発を
　行っていくことで、虐待の未然防止に努めていく。

・高齢者虐待を早期発見し、早期対応できるよう、現在行っている研修等を通じ、
　市町や地域包括支援センター職員等の相談対応力の強化、向上を図っている。最
　新の知見や市町の取組状況を踏まえて研修内容を調整し、引き続き市町の体制整
　備の支援を行っていく。また、弁護士や社会福祉士等の専門職による市町職員向
　けの相談窓口を引き続き設置し、市町の取組みを支援していく。

・地域の認知症の人や家族の見守り機能の強化及び孤立化防止を図るため、現在認
　知症サポーターがチームとなり地域の認知症の人や家族を支援する取組（チーム
　オレンジ）のメンバー養成など、市町への伴走支援事業を行っている。今後も、
　全市町での設置に向け、未設置市町への伴走支援を継続していく。



提 供 日 2024/12/27

タイトル 「逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」
の議事録等の公表

担　　当 経営管理部 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2968

　令和５年度に開催した「逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」(以下「庁内検証委員会」という。）の全33回の会
議のうち、第27回から第33回までの会議おける委員への配付資料及び議事録を公表します。

１　公表日時
　
　　令和６年12月27日（金）　15時

２　公表資料　　　

　・庁内検証委員会の会議（第27回から第33回まで）における委員への配付資料
　・議事録（第27回から第33回まで）

（各会議の概要）
回 期日 会議等の概要

27
令和６年

１月９日（火）
・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換⒃
　（全体的な論点⑴、砂防法⑷、都計法⑸）

28
令和６年

１月10日（水）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換⒄
　（森林法⑸、土採取等規制条例⑸、土砂災害防止法⑸、
　全般的な論点⑵）

29
令和６年

１月18日（木）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換⒅
　（砂防法、森林法、土砂災害防止法、土採取等規制条例
　（いずれも最終））

30
令和６年

１月19日（金）
・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換⒆
　（都計法、（仮題）行政対応の相互関係（いずれも最終））

31 令和６年
１月22日（月）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換⒇
　（廃掃法（最終））

32
令和６年

１月26日（金）
・検証報告書（素案）についての意見交換
　（関係部局における部長協議結果の共有ほか）

33 令和６年
２月16日（金）

・検証報告書（別冊を含む）の決定

３　公表方法

　　県ホームページにおいて公表します。

　（公表先URL）
　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/1066675/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/1066675/index.html


会 見 日 2024/12/27

令和７年度静岡県総合防災訓練

～令和７年度静岡県総合防災訓練（実動訓練）は

焼津市・藤枝市で実施します～

１　要　旨
　　令和７年度静岡県総合防災訓練（実動訓練）は、焼津市・藤枝市で実施します。
　なお、一部の訓練は、富士山静岡空港で行います。
　　訓練の実施時期は、近年、９月に入っても猛暑が続く状況を踏まえ、訓練参加者

の健康に配慮し、10月開催に変更します。

２　日程及び訓練名称
（１）日　程　令和７年10月19日（日）
（２）訓練名称　令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練
　　
３　今後の予定
（１）令和７年２月５日（水） （焼津市内）　全体説明会（自主防災組織、防災関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関等に説明）
（２）令和７年５月下旬　　　（藤枝市内）　第１回全体会議（訓練項目の協議など）
（３）令和７年９月上旬　　　（焼津市内）　第２回全体会議（訓練細部の確認など）
　※　会議等の概要については、別途お知らせします。

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　梶、吉田

　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県中部地域局危機管理課　片瀬、柴田

　　　　電話０５４－６４４０－９１０４　ＦＡＸ０５４－６４４－９１０８
・焼津市防災部地域防災課・防災計画課　山下、角田

　　　　電話０５４－６２３－２５５４　ＦＡＸ０５４－６２５－０１３２
・藤枝市危機管理センター地域防災課　朝比奈、山本

　　　　電話０５４－６４３－２１１０　ＦＡＸ０５４－６４５－３０５０
担当 ： 危機管理部 危機対策課

連絡先 ： 危機対策課長　TEL 054-221-3594



提 供 日 2024/12/27

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数
（令和６年10月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　　　景気動向指数は足踏みを示す

　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和６年10月分）～





詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2024/12/27

タイトル 令和７年度政府予算案閣議決定についての知事コメン
ト

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

政府は12月27日に、令和７年度予算案を閣議決定しました。
これに関する知事コメントは以下のとおりです。

【知事コメント】

　令和７年度政府予算案は、令和６年度補正予算と一体として、足元の物価高に対応しつつ、全世代の賃金・所得の増加を重視す
ることで、「賃上げと投資が牽引する成長型経済」への移行を目指した内容となっています。

　地方創生交付金は、補正予算と合わせ計3,000億円計上するなど、生活環境の向上や地方経済の活性化に重きを置く点は、特に
注目しています。

　本予算案が、物価高対策や国土強靱化の推進、少子化・こども政策の着実な実施、中堅・中小企業の生産性向上など、新たな地
方創生の推進につながることを期待しています。

　本県としても、国との更なる連携を深め、少子化対策やスタートアップの創出、防災・減災対策などに注力するほか、時代を先
読みした新たな取組にも積極的に挑戦していくことにより、誰もが幸福を実感できる「幸福度日本一の静岡県」の実現を目指して
まいります。



提 供 日 2024/12/31

タイトル 知事コメント有「交通死亡事故多発警報」を２か月連
続で発令！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

知事コメント有

「交通死亡事故多発警報」を２か月連続で発令！

　県内では、12月25日（水）から12月30日（月）までの６日間で６件の交通死亡事故が発生する異常事態となっています。

　このため、静岡県交通安全対策協議会会長（知事）から、県内全域に「交通死亡事故多発警報」を発令し、県民に対し改めて交
通事故防止を呼び掛けるとともに、広報啓発や交通指導取締りの強化を中心とした、緊急対策を下記のとおり実施します。

　なお、発令は２か月連続となります。（前回は、令和６年11月７日に発令）

１　期間

　　令和６年12月31日（火）から令和７年１月９日（木）までの10日間

２　対策の内容

　(1) 広報活動

　　ア　民放ラジオなどによる呼び掛け

　　イ　道路情報板などによる広報

　　ウ　県ホームページ、SNS等における広報

　(2) 警察による交通指導取締りの強化

　(3) 交通安全対策協議会関係団体等への周知

３　交通死亡事故多発警報制度

　(1) 目的

　　　県民の交通安全意識を喚起するとともに、県、警察、市町及び関係機関・団体が相互に協力して、総合的かつ集中的な交通
事故防止対策を推進し、早期に交通死亡事故の発生を抑止することを目的としている。

　(2) 発令者

　　　静岡県交通安全対策協議会会長（知事）

　(3) 発令の基準

　　　県内において、交通死亡事故が７日間以内に６件以上発生したとき、警察本部長の意見を踏まえて発令する。

４　その他

　　前回の発令は、令和６年11月７日（木）から16日（土）までの10日間であった。



【知事コメント】

　令和６年12月25日（水）から12月30日（月）までの６日間に、６件の交通死亡事故が県内各地で発生し、６人の方の尊い命が失
われました。

　このため、本日12月31日（火）から１月９日(木)までの10日間、県内全域に「交通死亡事故多発警報」を発令し、交通死亡事故
防止対策を強化することといたしました。

　「警報」は、２か月連続の発令で、極めて憂慮すべき状況にあります。

　交通事故は、誰もが被害者、加害者になるおそれがあります。

　悲惨な交通事故を１件でも減らすため、警報を機に、県民の皆様一人ひとりが、自発的に交通事故の防止に取り組んでくださる
よう、御理解と御協力をお願いいたします。


